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2007年1～3月カリキュラム（第24号）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句 対
応
表単 元 の 目 標

1月7日
新年

種まきのたとえ マタイ13:1－9，18－23 マタイ13:8

新年100倍の実を実らせる神の御言葉の力を信じよう

1月14日
5000人の給食 ヨハネ6:1－15 ローマ6:13

（59）
神は命を与えるご自身の御業に幼子をお用いくださる。喜んで応答しよう

1月21日
湖の上を歩く主イエス マタイ14:22－33 コリント二4:18

47
主イエスが共にいてくださるから、恐れることなく歩み続けよう

1月28日
ペトロの信仰告白 マタイ16:13－20 マタイ16:16

信仰の言葉を与え、教会を建て上げるキリストの恵みの力に生きよう

2月4日
山上の変貌 マタイ17:1－13 マタイ17:5

57
栄光を顕された主イエスが十字架への道を歩まれる。主イエスを仰ごう

2月11日
（信仰の自由）

善いサマリア人 ルカ10:25－37 ヨハネ一3:16
54

善いサマリア人となってくださった主イエスにならおう

2月18日
マルタとマリア ルカ10:38－42 ルカ12:31

50
もっとも大切なただ一つのことである御言葉を聴くことに生きよう

2月25日
レント

見失った羊のたとえ ルカ15:1－7 イザヤ43:4
52

神の喜びに招くために罪人を見つけ出す主イエス。その喜びにあずかろう

3月4日
レント

放蕩息子のたとえ ルカ15:11－32 ルカ15:24
53

放蕩息子を神の子として受け入れてくださる神の愛を知ろう

3月11日
レント

ザアカイの救い ルカ19:1－10 ルカ19:10
46

主イエスに出会い、喜びと悔い改めに生きよう

3月18日
レント

幼子の祝福 マタイ19:13－15 マタイ19:14

子どもを招き祝福される主イエスのもとに行こう

3月25日
レント

金持ちの青年 マタイ19:16－30 マタイ22:39b
58

ただ神の恵みの御業として神の国に入れられることをたたえよう

※「対応表」欄は、『神の救いの歴史』（日本基督改革派教会教育委員会発行、1999年）の該当す
る単元を示しています。
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　昨年まで、キリスト教主義の中学高等学校で

聖書科の非常勤講師をしていました。ドイツ改

革派教会の宣教師が始めた学校で、聖書科主任

の先生も教団の旧日基系の教師でした。そのよ

うなこともあり、改革派の私に声を掛けてくだ

さったことが、始めるきっかけでした。

　礼拝は、中学高校1600人全員が礼拝堂に集

まり毎日行われました。校長や聖書科教師をは

じめクリスチャンの先生が交代で、聖書の連続

講解説教のリレーをしていました。聖書科の授

業は、聖書そのものを教えるように指示されま

した。私は中学2年と高校1年の担当でしたが、

中2は新約聖書で教会学校とほぼ同じように、

高1は旧約聖書の後半を教会学校よりかなり高

いレベルで教えました。また、他の教科と同じ

ように試験を行い、点数も付けました。1学期

1回以上の教会出席も奨励され、実習参加とし

て評価されました。すべて昔からの伝統だそう

で、校長や聖書科主任の先生が堅持しようとた

いへんな努力をされていました。学校における

礼拝やキリスト教教育についてはさまざまな意

見があることと思います。しかし私は、すがす

がしさを感じながら学校に通っていました。

　信仰を持っている人と求道している人とが集

まって行われる教会の礼拝とは違い、もちろん

無関心な生徒や半強制的にやらせられているだ

けの生徒がたくさんいました。最後まで耳を傾

けようとしなかったり、キリスト教に強く反発

する生徒もいました。しかし同時に、聖書その

ものをしっかりと解き明かして自信をもって語

るなら、耳を傾けて興味を持つ生徒がたくさん

いるということにも気付きました。私も時々礼

拝説教をさせていただきましたが、聖書科主任

の先生から、「改革派の先生は聖書をキチンと

釈義して説教してくれる」と喜んでいただきま

した。私たちにとっては当然のことですが、生

徒の気を引こうとして世間話が中心になった

り、福音でなく倫理道徳的な話になったりする

と、かえって相手にされませんでした。また、

奇跡や復活についても避けたりごまかしたりす

ると、むしろバカにされるだけでした。主の御

言葉にこそ力があり、御言葉そのものをもって

福音をストレートに語ればよい、ということを

改めて体験させられました。

　私が日曜学校の教師にくりかえしお話しして

いることがあります。“「聖書の教えをよく守っ

て神様に喜ばれるよい子になりましょう」と結

ばれるお話をよく耳にしますが、説教のお話は

決して倫理道徳にならないように。必ず聖書を

通して罪の赦しの福音を語ってください。”わ

たしの好きなこどもさんびかは、「どんなにち

いさいことりでも」の3番です。

　「よい子になれないわたしでも、

　	神さまは愛してくださる」って、

　	イェスさまのおことば。

　実際には、日曜学校の先生がその日の聖書箇

所から福音を読み取ることの難しい場合がたく

さんあり、道徳的な結びに逃げたくなりがちで

す。そのような時は、“無理に道徳的な教訓を

引き出そうとはせず、その聖書箇所に書かれて

いる出来事や話そのものをそのとおりお話しす

るだけで十分です。”

　私はカテキズムの効用も力もよく知っていま

すが、いまだに教理説教をどのようにしたらよ

いのか分からないでいます。いずれにしても、

聖書の御言葉そのものの力にのみ信頼して、キ

リストの福音を子どもたちに語っていきたいと

思っています。	（東部中会教育委員会委員長）

ま	え	が	き
鈴木牧（雄湘南恩寵伝道所協力牧師）
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　上記の御言葉は、キリスト教の偉大な伝道者、

使徒パウロによる勧めの一部ですが、「子供た

ち」と呼びかけれています。年齢的には、今日

の幼稚園児から小学校低学年の児童ぐらいまで

ですから、まさに私たちが日曜学校でイエス様

から託されている子供たちに相当します。そん

な子供たちへの勧めです。

　『子供たち、主に結ばれている者として両親

に従いなさい』。

　日本語で「従いなさい」と訳されている元々

の言葉（新約聖書は最初ギリシア語で書かれま

した）には、“（門番が）ノックに応じる”とか“戸

をあける”という意味があり、そのことから、“耳

を傾ける”とか“よく聞く”という意味が生じ

ました。ですから、両親の言うことによく耳を

傾けて、従うことがここで勧められているので

す。使徒パウロは、子供について、第4章14節

に、『風のように変わりやすい教えに、もてあ

そばれたり、引き回されたり』しやすいのが子

供だと書いているのです。その箇所で「未熟な

者」という表現が使われているのですが、「未

熟な者」が子供に当たる言葉です。子供という

のは、大人の言うことに振り回されやすいとい

うことですが、だからこそ、両親（或いは大人、

教師）の子供に対する態度が重要となるわけで

す。それで、古代社会では、特に子供を教育す

る責任は、父親にありましたから、4節で、『父

親たち、子供を怒らせてはなりません。主がし

つけ諭されるように、育てなさい』と言われて

いるのです。

		父親が（或いは大人、教師）が子供に教える

べき事柄の一つとして、『父と母を敬いなさい』

があります。これは、“十戒”の第五の戒めで

す（“十戒”そのものは『出エジプト記』第20

章2～17節参照）。キリスト教会は、その昔か

ら、“使徒信条”（→信仰のものさし）、“主の祈

り”（→祈りのお手本）、“十戒”（生活のものさ

し）を三つの重要な文章、“三要文”（さんよう

もん）として重んじて来ました。特に16世紀

の宗教改革の時代には、信者の教育のために、

これらの文章に基づいて、たくさんの信仰問答

が作られました。たとえば、有名な宗教改革者

の一人、マルチン・ルターは、子供向けの問答

として、『小教理問答』を作りました。子供が

父親に尋ねる形で、問答が展開しています。“十

戒”の第五の戒めについてですが、次のように

言われています。

　“あなたはあなたの父と母を敬え。（お父さん）

これなあに。答　私たちは神さまを畏れ、愛す

るのだ。だから両親や主人を軽んじたり、怒ら

せたりしないで、むしろ尊敬し、仕え、従い、

愛し、敬うのだよ”。

　神様を畏れ敬って、愛することが、両親を敬

うことにつなげられています。それは、どうし

巻頭説教

「父母を敬いなさい」
─エフェソの信徒への手紙6章1～4節による説教─

長谷川潤（四日市教会牧師）

　子供たち、主に結ばれている者として両親に従いなさい。それは正しいことです。「父

と母を敬いなさい」。これは約束を伴う最初の掟です。「そうすれば、あなたは幸福になり、

地上で長く生きることができる」という約束です。父親たち、子供を怒らせてはなりませ

ん。主がしつけ諭されるように、育てなさい。	 （エフェソの信徒への手紙6章1～4節）
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てかと言えば、神様は、両親を媒介として、子

供たちを養い、育てる通路をつくられたからで

す。ですから、両親は神様の代理人なのです。

そうすると、当然、神様を畏れ敬って、愛する

ならば、両親を敬って、両親の言うことによく

耳を傾けて従うべきなのです。

　さて、子供たちが幸福となって長生きするた

めには、やはり、両親の責任が重大となって来

ます。それで、特に両親がどのように子供に向

き合うべきかで、最後の4節に注目しましょう。

　『父親たち、子供を怒らせてはなりません。

主がしつけ諭されるように、育てなさい』。

　親がよく陥る過ちは、イエス様が子供を託し

ていらっしゃることを忘れてしまって、自分の

思い通りに扱ってしまうことです。そんな時、

親は、子供の支配者になっています。そんな親

に対して、子供は怒りを覚えるでしょう。また、

“こんな親なんかいらない”と思ってしまうか

も知れません。そのように思うこと自体、既に

心の中で秘かな殺人を犯してしまっているので

す。このようになってしまっては、決して幸福

とは言えません。また、そのように子供を扱う

ことは、子供のストレスとなって、それが肉体

的、精神的ないろんな症状となって現れること

でしょう。それこそ長生きできないかも知れま

せん。それで、親が子供の支配者になることは、

イエス様に仕える態度ではないのです。使徒パ

ウロは、全ての人間関係に当てはまる態度とし

て、第5章21節に次のように書いています。

　『キリストに対する畏れをもって、互いに仕

え合いなさい』。

　親が子供を支配することは、イエス様を畏れ

敬わない態度に他なりません。イエス様に全く

感謝していない、ありがたさを全く覚えていな

い態度に他ならないのです。

　それで、イエス様に感謝するならば、どのよ

うに子供と向き合うべきかで、次のように言わ

れていることに注目したいと思います。『主が

しつけ諭されるように、育てなさい』。やはり、

イエス様のように子供を育てること、つまり、

イエス様を模範として子供を育てることが必要

なのです。そうしますと、イエス様を模範とし

て子供を育てるとは、どういうことなのかが問

題となりますが、この態度は、両親ばかりに求

められるものではありません。大人として、子

供たちに向き合う時にも求められる態度でしょ

う。よく、幼児教育において、子供と同じ視線

で向き合うことが大事ということが言われま

す。まして、子供をしつけ諭そうとするならば、

そのように向き合うことが必要かも知れませ

ん。上から睨んで見下すような態度で、しつけ

諭すならば、子供は恐怖を感じるだけでしょう。

　イエス様がしつけ諭されるように子供を育て

る、それは、神様がどのような御方でいらっしゃ

るかということに深く関わっているのです。神

様は天にいらっしゃいます。神様はその天から

私たち人間とどのように関わって下さるので

しょうか。神様は、その天から私たちを睨んで

見下ろしていらっしゃるのでしょうか。そして、

私たちに恐怖を覚えさせて、何か悪いことをし

たならば罰を与えると脅していらっしゃるので

しょうか。決して、そうではありません。神様

は、そんな御方ではありません。神様は、何と

私たちへと身を屈めて、私たちを抱き上げるよ

うにして救って下さる御方なのです。そういう

神様のことが、聖書全体を通じて、繰り返し書

いてあるのですが、たとえば、旧約聖書の『ホ

セア書』という書物の第11章4節に次のように

書いてあります (P.1416)。

　『わたしは人間の綱、愛のきずなで彼らを導

き／彼らの顎から軛を取り去り／身をかがめ

て食べさせた』。

　天から身を屈めて、人間と向き合って下さる

神様、この神様を唯一現された御方が、イエス

様に他なりません。まさにイエス様は、私たち

へと身を屈めて、私たちを抱き上げて救って下

さる神様でいらっしゃいます。自らの御命を犠

牲とされて、私たちを救って下さる神様なので
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す。そして、ある時、イエス様は、身を屈めて、

子供を抱き上げられ、手を置いて祝福されたの

です（マルコ10:16）。このイエス様のように、

子供と真剣に向き合って、子供の身になって、

しつけ諭すこと、それが、イエス様のように子

供を育てることなのです。

　そして、何よりも必要な態度、それは、自分

の身をもって、人が生きる上で何が最も大事な

のかをしつけ諭すことです。人が生きる上で最

も大事なことは、神様を畏れ敬うことに他なり

ません。旧約聖書の『箴言』の第1章7節には、『主

を畏れることは知恵の初め』とあります。また、

旧約聖書の『コヘレトの言葉』の第12章13節

には、『すべてに耳を傾けて得た結論。「神を畏

れ、その戒めを守れ」。これこそ、人間のすべ

て』とあります。この神様を畏れ敬うことこそ

が、幸福の原点で、長生きの出発点なのです。

私たちの周りのお父さんたちやお母さんたちの

中には、この不確かな時代をどのように生きて

行ったら良いのか、その明確な指針のないまま

に、行き当たりばったりの人生を送っている方

がいらっしゃるかも知れません。そういう親の

姿を見て育つ子供たちも当然そのようになって

しまいます。

　神様を畏れ敬うことから全てが始まることを

聖書を通じて教えられます。私たちが、子供た

ちが、親たちが、一緒に聖書の御言葉に耳を傾

けることによって、神様を畏れ敬う心が豊かに

培われることを願っています。アーメン。
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1. 概要

　上福岡教会教会学校は伝道開始1年後の1963

年7月21日の開校以来、現在にいたるまで、地

域の子どもたちへの福音伝道と契約の子どもた

ちの信仰教育に励んできました。現在、毎日曜

日朝の CS 礼拝及び分級の時間に、20数名の子

どもたちが集っております。また、12名の教

師（補）と2名の奏楽等の奉仕者が携わってい

ます。

2. 基本方針

　私たちは1973年に「教会学校教師の心得」

という文書を作成しました。これは、日本キリ

スト改革派教会憲法（礼拝指針）に基づき、上

福岡教会の教会学校の基本的枠組み、組織、運

営のしかたを文書化したものです。それによる

と、「教会学校とは教会での教育活動が主とし

て行われる組織」で、本来は成人まで含まれま

すので、成人を対象とした「成人科」に対し、

幼少年を対象としたいわゆる教会学校を「こひ

つじ科」と呼びました。（タイトルの「こひつ

じ科」はこのような意味で使われていますが、

以降はこれを教会学校と称します。）この「教

会学校教師の心得」に基づき教会学校の活動は

なされております。ただ、1973年当時と現在

の状況はかなり異なっている部分もあり、そ

れが、後述のように現在の教会学校の課題にも

なっております。

3. 沿革

　1963年の開校より1980年ほどまでの期間は、

周りが新興住宅地でもあり多くの地域の子ど

もたちが教会学校に出席し、生徒は60～70名、

教師は約20名でした。この時期の生徒の多く

が未信の家庭の子どもたちでした。また、この

頃より独自の教案を作成することによりカリ

キュラムを組んでいました。（今でも教案は独

自に作成しておりますが、現在は「教会学校教

案誌（中部中会教育委員会発行）」に基づき教

案が作成されております。）この時期に、地域

から教会学校に出席していた子どもたちが成長

し多数受洗する恵みが与えられました。彼らは

今日教会において役員また信徒として重要な働

きを担っております。また、教会には契約の子

も順調に与えられておりましたので、月1回礼

拝後の時間に「契約の子のクラス」を開始しま

した（1969年）。

　その後の1980年代には地域の子どもたちの

出席が次第に減少していきました。はっきりと

分析したわけではありませんが、周辺の子ども

人口の減少、塾やスポーツや習い事の増加など

が影響したと考えられます。これにより、教会

学校の出席者数は減少していき、相対的に契約

の子の比率が高くなってきました。しかしなが

ら、少数ですが地域の子どもたちの出席も現在

にいたるまで継続しております。また、このこ

ろから契約の子どもたちが順次信仰告白にふさ

わしい年齢に成長し、順調に告白に導かれたこ

とは大きな祝福でありました。このように教会

学校での契約の子の比率が高くなり、契約の子

の教育が重要性を増す一方で、地域の子どもた

ちへの伝道にもかなりの工夫と労力を割いた時

期でした。

　1999年より熊田雄二牧師が上福岡教会の後

任牧師として赴任され、その後教会学校および

関連する働きに新しい試みが始まり、教会学校

日曜学校・教会学校訪問

上福岡教会教会学校（こひつじ科）紹介
上福岡教会教会学校教師会
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もまた新しい展開をしていきますが、これにつ

いては後述します。

4. 主な集会・年間行事

　毎日曜日のスケジュールは下のようになって

います。

2005年バーベキュー（巾着田）

2005年夏季学校（秩父） 2005年クリスマス

　年間の主な行事は次のとおりです。下表は

2005年度の行事です。

行　　事 月　日

進級式 1/10

光の子の日 4/10

イースターエッグ作り 3/26

イースター 3/27

バーベキュー 7/9

＊夏季学校（宿泊） 8/26～8/27

収穫感謝祭 11/27

クリスマスケーキ作り 12/24

クリスマス 12/23

修了式 12/25

Am	9:00～	9:10 教師祈祷会 祈祷と当日の打合せ

　	9:10～	9:15 礼拝準備 さんびか練習など

　	9:15～	9:40 礼　拝
さんびか、祈り、十戒、せいしょ、説教、献金、主の

祈り

　	9:40～10:15 分　級 イサク科（幼）、ヨセフ科（小低）、ダビデ科（小高）

ダニエル科（中高）は9:15より別室で礼拝分級を行う（第三主日は合同礼拝）

＊第二主日は、朝礼拝説教時にこども礼拝、午後にジュニア礼拝を行います。
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　教師会は第三主日の午後に持たれます。報告

と教案の検討、行事計画と反省などと説教演習

などの研修を行います。また、第一主日昼食時

に教会学校役員会を持ち、役員の打合せを行い

ます。

5. 新しい取り組み

	─こひつじ文庫、こども礼拝、ジュニア礼拝─

　2000年に教会学校教師会の提案により、毎

月第四土曜日の午後に地域の子どもたちにも大

きく門戸を開き、「こひつじ文庫」が始められ

ました（内容は、絵本やお話しと工作、賛美や

祈り、おやつなど）。この活動の目標は、神様

に創造された人間としての言語の活動を生き生

きと豊かに養うこと、また、キリストにあって

信頼できる人間関係を互いに築きあげて行くこ

とです（みつけた！	えほん＆ともだち）。現在、

この奉仕を願い出た教会学校教師を責任者とし

て立て、教会員のボランティアスタッフの協力

により運営されており、その活動報告は教会学

校教師会になされております。開始以来、子ど

もとその親御さんを教会につなげるよい働きを

なしております。開始から6年が過ぎ、現在で

は、第三水曜日午前の「乳幼児クラス」、また

第二土曜の午後の小学校高学年、中学生による

「ジュニアクラス」と拡大しています。これは

乳幼児を持つ母親やこひつじ文庫で育ち高学年

になった子ども達からの希望で始まりました。

　また2001年より第Ⅱ主日朝、伝道礼拝の説

教時に出席している子どもの信仰教育のための

「こども礼拝」を、午後には青少年の信仰生活

の充実のために「ジュニア礼拝」が持たれるよ

うになりました。教会修養会、また様々な機会

こひつじ文庫ジュニアクラスからバンドが結成さ
れる

こひつじ文庫　真剣に工夫してます
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での教会学校教師や母親たちの意見から「こど

も礼拝」が、一人の高校生の意見から「ジュニ

ア礼拝」がもたれるに至りました。「こども礼拝」

は熊田牧師の指導のもとに4人のスタッフ（内

2名が一月おきにこどもメッセージを担当）に

よって行われています。また、「ジュニア礼拝」

は、青年を中心にした奉仕者と協力伝道者によ

り行われています。

6. 現状分析と課題

①教会学校の子どもたちが主に契約の子であ

る状況は過去 20 年以来続いており、また今

後もその状況は変わらないのではないかと思

われます。これまで順調に信仰告白者が与え

られてきたことは感謝です。教会学校は契約

の子の信仰教育の課題を常に自覚してきまし

た。現在、契約の子の信仰教育プログラムと

して新たな広がりができてきております。「こ

ども礼拝」、「ジュニア礼拝」、「こひつじ文庫」

などがそうです。また、教会の第二次長期計

画（2006 年からの 15 年間）に記されている

ように、私たちは教育的伝道に励もうとして

います。教会における教育活動に教会全体が

取り組む機運が満ちています。いわゆる教会

学校の活動と新たな取り組みを効果的に組み

合わせ、教会全体が教育活動に取り組む体制

作りがこれからの課題です。

②教会学校に継続的に出席している地域の子

供たちも少数ですがおります。しかし、中学

高校と成長するとなかなか教会に来ることが

難しくなり、教会から離れてしまいます。こ

れらの子どもたちが教会に、特に公同の礼拝

につながる工夫が必要です。そのためにもま

ずはより多くの地域の子供たちが教会に足を

向けることができるような取り組みが必要で

す。「こひつじ文庫」はそのような展開も可

能であるかもしれません。2006 年 11 月に、

いよいよ新会堂が完成し、とても良い条件の

場所が与えられて移転しますので教会学校の

新たな展開のチャンスであると思っていま

す。

③教会学校教師がなかなか起こされない状況

が続いています。現在の教会学校教師の構成

は、かつて地域から教会学校に通い、受洗し

た信徒と外から転入加入した信徒でこの教会

で育った契約の子はわずかです。上福岡教会

の教会学校教師として任命され奉仕をするに

は、個々の教師にかなりの覚悟が必要である

という印象は少なからずあるのは事実です。

これが教会生活の長い契約の子が二の足を踏

む理由かもしれません。全か無かではなく、

可能な範囲での奉仕（例えば奏楽）をしてい

ただくなどの工夫もしてきましたが、教会の

教育活動がいわゆる教会学校の範囲以上の広

がりを見せてきた今、より多くの教会員が教

育に携わることのできる奉仕のスタイルの多

様化が求められるのではないかと考えていま

す。	 	 	 　（文責　門脇献一）

7. 参考資料

　日本キリスト改革派上福岡教会20年史　30

年史　40年史
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　「本誌の基本方針～教会（日曜）学校像につ

いて～」（相馬伸郎編集長執筆、第21号掲載）

を編集部の三名の教師によって展開するシリー

ズも、今回が最終回です。私の担当は「基本方

針」の5、6です。5は「教会形成の一環として

の日曜学校－教師会と教師」、6は「伝道する

日曜学校像」です。すなわち、教師会のことと

日曜学校伝道のこととを扱うことになります。

　なお、このところは相馬編集長による連載「日

曜学校教師会のために」の第11回「教師会形成」

と第12回「種まき伝道にあらず」（いずれも『教

会学校教案誌』（以下『教案誌』）第20号掲載）

に対応していますので、ぜひご参照くださるよ

うお願い致します。

1.	教師会の形成について

	 ─とくに相互研鑽について

　ローマの信徒への手紙10章17節に「実に、

信仰は聞くことにより、しかも、キリストの言

葉を聞くことによって始まるのです」とありま

す。信仰はキリストの言葉を聞くことによって

始まる－この事情は、大人も子どもも同じです。

日曜学校教師は、子どもたちに福音のみ言葉を

語り、教えるつとめを担っています。大切なつ

とめです。福音は、大人にはわかるけれども子

どもたちにはまだわからないというものではあ

りません。かえって子どもたちのほうが、大人

たちよりも福音をよく理解するということは、

ふつうに起こることです。子どもたちはみ言葉

をとてもよく聞いています。

　子どもたちに福音を語り伝える－この大切な

つとめを担うために、ここではとりわけ日曜学

校教師会における教師たちの相互研鑽の重要性

を強調したいのです。どの教会でも教師会は月

に一度程度でしょうし、時間もかぎられていま

す。諸行事の準備や事務連絡に追われることも

しばしばでしょう。けれどもあえて、み言葉を

ともに学びあう時間を自覚的に確保していただ

きたいと思います。

　その第一は教案研究です。『教案誌』の各単

元についてともに語り合いながら、ポイントを

確認しあいます。牧師が解説するというしかた

もありますが、やはり少々準備がたいへんでも、

教師たちが分担して発表するほうがよいでしょ

う。

　関連して申し上げるなら、私は『教会学校教

案誌』は実に周到な教案誌だと思います。けれ

ども、そうであるだけに『教案誌』にあまり頼

らないでいただきたいのです。周到なテキスト

が備えられているとしても、日曜学校の説教の

場合にもやはり語る者がみ言葉と向き合い、黙

想し、語るべき言葉を与えられるよう祈り求め

つつ準備することが不可欠であると考えます。

その手間（と言ってよいかどうかわかりません

が）を惜しまずに毎回の説教を準備するなら、

かならず子どもたちに届きます。そして、その

ような備えのあるところでこそ『教案誌』はほ

んとうに力になるのだと思います。私は牧師で

すが、私自身も日曜学校の礼拝で教師たちが子

どもたちに語るみ言葉にしばしば慰められ、励

まされる経験をしてきました。

　教案研究をかさねていく中で、教師たちがひ

とりのキリスト者として主のみ前に自分のすが

たを見つめ直すということも起こったようです

（これは当たり前に起こることです）。前任の

教会でも、ある教師は当時個人的な悩みの中に

教師会の学びのために３

み言葉をわかちあうために
木下裕也（『教会学校教案誌』編集委員）
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あったのですが、サムエル記上17章の「ダビ

デとゴリアト」の箇所を子どもたちに語ること

になって、今自分の前にゴリアトのように立ち

はだかっている問題にどのように向き合うのか

ということを真剣に祈り問いつつ、信仰のたた

かいの中で準備をされたということがありまし

た。この教師の教案研究の発表を聞けば、同席

している教師たちも（具体的にどのような状況

があったのかが明かされなかったとしても）こ

の先生のみ言葉の奉仕のために祈るでしょう。

　神と向き合うということにおいては、大人も

子どももありません。教師も子どもたちも、と

もに福音の恵みをわかちあって生きるのです。

教師たちが自分がお話を担当する主日の聖書箇

所を、子どもたちに語る以前にまず自分自身に

与えられたみ言葉として聞き、み言葉の恵みを

喜び、感謝しつつ子どもたちに語るなら、その

お話の語りかたは必ず変わってくるはずです。

そして日曜学校の礼拝そのものも変わってくる

はずです。神の言葉そのものに力があるからで

す。

　教案研究のほかにも、いろいろなしかたでみ

言葉の奉仕の相互研鑽をなし得るでしょう。た

とえばおたがいの聖書の説き明かしについて批

評しあうことも有益です。それから、読書会を

持つこともよい学びとなります。毎号の『教案

誌』所収の諸論文をぜひお用いください。加藤

常昭先生の『子どものための説教入門』なども

よいでしょう。

　み言葉の相互研鑽については、各教会の日曜

学校教師会にゆだねきるのではなく、中会とし

てもその機会を（毎年11月の研修会のほかに

も、まとまったかたちで）提供することが必要

ではないかということを、教育委員会でもずい

ぶん前から話し合っています。近い将来に何ら

かのしかたで実現できればと思っています。

2.	日曜学校伝道について

　日曜学校には契約の子たちも集いますから、

契約の子たちの信仰告白の準備教育ということ

が日曜学校の重大な使命であることは言うまで

もありません。カルヴァンも、契約の子らに聖

書とカテキズムを教えることを、ふさわしく聖

餐を受けさせるための備えとしてとらえていた

ようです。けれども、日本は今なおミッション・

フィールドです。近隣の、未信者の子どもたち

も日曜学校にやってきます。従ってそうした子

どもたちに福音を宣べ伝える働きもまた日曜学

校の大切な使命です。

　契約の子の教育と、未信者の子どもたちへの

伝道。ふたつの働きの兼ね合いについて論じら

れることもあるかと思います。しかし、子ども

たちにみ言葉を語るという面からすれば、むし

ろ両者をあまり区別して考えないほうがよいよ

うにも思います。つまり、契約の子たちにも、

近隣の子どもたちにも、み言葉は届きます。福

音のもたらす喜びは、ひとしく子どもたちをと

らえます。福音の喜びをともにわかちあう中で、

契約の子どもたちは信仰告白へと導かれ、未信

者の子どもたちは洗礼へと導かれていきます。

そのことを踏まえたうえで、契約の子教育と未

信者の子どもたちへの伝道の、おのおの固有の

点について考えたらよいのだと思います。

日曜学校伝道ということに関してひとつのこと

だけに触れておきたいと思います。それは、未

信者の子どもたちに寄り添うということです。

前任の教会では、複雑な家庭環境のもとに置か

れている子どもたちが幾人か来ていました。彼

らは日曜日のかなり長い時間を教会で過ごして

いました。そうした子どもたちにとって教会が

ひと息つける場所であるなら、それが彼らがみ

言葉に触れるひとつの動機となるのだと考えま

す。最初は日曜学校の時間に来てくれなくても、

やがて来てくれるようになるでしょう。日曜学

校のみならず、子どもたちを受け入れる教会全

体の度量と言うか、牧会力が求められているこ

とを覚えます。

（名古屋教会牧師、中部中会教育委員会委員長）
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教師の声

日曜学校教師になって─その恵みと課題─
吉住早苗（豊明教会日曜学校教師）

　私は洗礼を受けて間もない頃、誘われるまま

に日曜学校の教師になりました。ですから、私

の信仰に与えた日曜学校の影響は、計り知れな

いものがあります。日曜学校の教師になって、

子どもたちと一緒にみ言葉を学ぶ楽しさを知り

ました。私は日曜学校の礼拝がとても好きです。

礼拝の中では教師としての自分と、神様の子ど

もとしての自分を感じながら、お話を聞いたり

賛美したり、祈ったりしています。こうして自

分自身が礼拝で受けた恵みや、イエス様はいつ

も私たちと一緒にいて愛してくださっていると

いう喜びを、子どもたちに伝えられたらいいな

と思っています。

日曜学校礼拝のお話

　豊明教会では礼拝のお話を教師が交代で行

なっています。前牧師がいらっしゃった時は、

牧師と長老が中心になってお話してくださり、

その他の教師は三ヶ月か四ヶ月に一回お話をし

ていました。しかし、昨年から今年にかけての

無牧の期間には、四人の教師がそれぞれ毎月一

回礼拝のお話をすることになって、大変鍛えら

れました。

　礼拝のお話はわずか10分足らずですが、そ

の準備にかかる時間のなんと膨大なことでしょ

う。礼拝のお話をするためにみ言葉と向き合う

ことが、こんなにしんどいことだとは思いませ

んでした。じっくりみ言葉と向き合うことで、

自分の罪がはっきりと示されます。けれども、

こんな罪人の私をイエス様は愛してくださって

いるという恵みも豊かに示されて、平安に満た

されます。

　自分の力ではとてもみ言葉を語ることはでき

ないと毎回痛感して、み言葉を語らせてくださ

いという切なる祈りが繰り返されます。子ども

たちは正直で、準備不足だったり子どもの目線

に立ったお話でなかったりした時には話を聞い

てくれません。でも礼拝の後、子どもの方から

「今日のお話グーだった」と言ってくれると、

子どもたちの心にみ言葉が届けられたのかなと

うれしくなります。

　礼拝のお話をするためには苦しいところを通

らなければなりませんが、その苦しみ以上の豊

かな恵みを神様からいただいています。神様と

子どもたちのために捧げる奉仕を通して、自分

自身が一番恵みを受けているなあと感じるこの

頃です。

分級の子どもたち

　私は小学上級科のクラスを内藤先生と一緒に

担当しています。このクラスには小5のＨくん

と小6のＫくんがいて、二人とも赤ちゃんの時

から教会に来ています。今年のクリスマスには

一緒に信仰告白と受洗をしたいという願いを

もっており、教会全体で祈り求めています。

　Ｋくんは両親ともにクリスチャンで、信仰告

白も家族の喜びの中で待ち望んでいますが、Ｈ

くんはお母さんがクリスチャンで、クリスチャ

ンではないお父さんはＨくんが洗礼を受けるこ

とに反対しています。でもＨくんは、受洗が正

式に決まったら、自分の口でお父さんにその決

心を打ち明けて、洗礼を許してもらおうと考え

ています。その気持ちがお父さんにわかっても

らえるように、Ｈくんの信仰が守られるように

祈るばかりです。

　二人が幼稚科の時にも私が担当していました
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が、その頃に比べて二人とも見違えるように大

きくなり、しっかりしてきました。教案誌では

4月から9月まで旧約聖書の物語を読んできま

したが、前のサイクルで旧約聖書を取り上げた

時の話もよく覚えており、子どもたちの記憶力

と吸収力に驚かされます。

　学んだことに対する疑問も鋭くて、教師も一

緒に考えさせられます。8月6日の「葦の海を

渡る」では、試練に遭うとすぐに不信仰に陥る

イスラエルの民であっても、神様の憐れみに

よってエジプト人の手から救われたことがテー

マになっていますが、神様は憐れみ深いのに、

どうしてエジプト人のことは助けてくれなかっ

たのかと質問されました。

　また9月24日の「モーセの死」では、内藤先

生が「どうしてモーセのお墓はどこにあるかわ

からないようにされたと思う？」と聞いたら、

「お墓を拝んじゃうから」と的確に答えていま

した。

　毎月第一主日にはお祈り会をしています。隣

に座った人のためにとりなしの祈りをします。

始めた頃はＫくんもＨくんも恥ずかしがってい

ましたが、だんだん思いやりのあるお祈りがで

きるようになってきました。Ｋくんは、「明日

からのサッカー大会で、Ｈくんが勝っても負け

ても楽しくサッカーができますように、活躍で

きますように。」とＨくんのために心のこもっ

たお祈りをしていました。

　こうした子どもたちの成長を間近で継続して

見ることができるのは、本当に大きな恵みであ

り、日曜学校教師の特権であると思います。神

様は確実に子どもたちの心を捉えて、救いへと

導いてくださっています。

地域の子どもたちへの伝道

　豊明教会の日曜学校では、季節ごとに地域の

子どもたちに向けた伝道集会を開いています。

他にも母の日や父の日工作などは主の日の分級

の時間に行なって、たくさんの子どもたちが集

まります。しかし、行事の時には集まる地域の

子どもたちが、普段の日曜学校にはなかなか来

てくれないというのが大きな課題です。

　バイブルスクールは今年初めて試みた行事

で、夏休み中に二日間行ないました。他の行

事は午後から2時間ほどの集まりですが、バイ

ブルスクールは午前10時から午後3時までとい

う少し長めの時間を取りました。長く一緒にい

ることは子どもたちにとって大切なことのよう

で、いつもの集会とは違って、抱っこやおんぶ

をせがむ子もいるほど、うちとけた雰囲気で楽

しい会となりました。

　バイブルスクールが終わった翌日の日曜学校

礼拝に来てくれた地域の子どもは二人いまし

た。しかし、そのうちの一人は礼拝のお話が

始まると、途中で帰ってしまいました。地域の

子どもたちにみ言葉を伝える難しさを感じまし

た。

　そんな折、豊明教会の近くで子どもへの虐待

があったことがニュースになりました。豊明市

の私の実家の近くでも、母親が赤ちゃんを殺し

てしまう痛ましい事件が起こりました。

　これらの事件によって、今だれかの助けを求

めている子どもたちが確実に私たちのすぐ近く

にいることを思わされました。こうした子ども

たちのために、私に何ができるのか模索してい

ます。また、教会が本当に地域に開かれていく

ことの大切さを感じています。

　「施すべき相手に善行を拒むな　あなたの手

にその力があるなら。出直してくれ、明日あげ

よう、と友に言うな　あなたが今持っているな

ら。」（箴言3:27，28）というみ言葉に、鋭く

問われています。
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副読本のご案内



─ 17 ─

聖書研究・説教展開例・分級展開例　
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１　たとえをもって語られる

①主イエスは、しばしば印象深いたとえで、神の

国の恵みと神秘を語られました。たとえで語る

ことによって、深い真理を分かりやすく語るこ

とができます。主イエスは、神の国を説くにも、

けっして抽象的な原理を語るのでなく、神の国

が、どのように現実の人間の生活のなかで、生

き生きとした姿を現わすかを物語りました。主

イエスの「語り」の最も優れた方法が、たとえ

話であったことは、だれも異論がないでしょう。

②たとえで語ることは、深い真理を分かりやす

く、鮮明なイメージで伝えるという利点があり

ます。深い真理を、具体的な事例で示すという

方法が、神の国の教えに相応しいことを、主イ

エスはよく弁えておられました。

２　種を蒔く人が……出て行った

①種を蒔く人の姿は、いつでも厳粛です（ミレー

の『種蒔く人』）。どんな種であれ、一粒一粒に、

大切な命が宿っているからです。「涙と共に種

を蒔く人は、喜びの歌とともに刈り入れる」と

あるように（詩編126編）、命あるものを一度

土に返す痛み（涙）と、やがて来る実りと収穫

の喜びが、「蒔く」という一つの行為に凝縮さ

れているのです。

②たとえでは、種が落ちてゆく「土地」の違いが、

種の運命を大きく左右する様子が、鮮やかに描

き出されます。同じ種、同じ蒔き方ですが、種

を受け止める土地の違いが、「失意」と「収穫

の喜び」を分けてしまうのです。種蒔くことは、

報われない行為でもあります。それでも、種を

蒔くために出て行く。それはまさしく御国の伝

道者イエスのお姿でもあると思います。学生時

代に、はじめて出席した聖書研究会で開かれた

ページがこのたとえでした。読み終わって、そ

れぞれどの言葉を心に刻んだかを語り合うので

すが、指導された宣教師が、「見よ、種まきが

種をまきに出て行った」（口語訳）を選ばれた

ときの感銘を今も忘れません。

３　御言葉を聞いて悟る人に

①たとえの焦点は、御言葉をどのように聞いてい

るかにあります。

　　御言葉の種は、「道端」にも落ちてゆきます。

どこに落ちるかは「種」の責任ではありませ

ん。どんな心で御言葉を聞くかが、実りと不毛

を左右するのです。道端は、御言葉にまったく

心を開かない聞き方です。神様の呼びかけに対

する、どんな感受性も持ち合わせない不幸な土

地です。

②「石だらけの所」では、石の上に降りたわずか

の「露」で、一時的に芽を出しますが、自分に「根」

がありません。一時的な心の抑揚に支配されな

い信仰生活を目指すべきです。

③「茨の中」も、御言葉の実りを妨げます。「世

の思い煩いや富の誘惑」で、せっかくの信仰が

かき乱されます。一途にキリストへと向かうた

めに、なくてならないものは多くない、という

主イエスの御言葉を心に刻むべきです。

④「良い土地」になって御言葉を受け入れましょ

う。はじめから「道端」に定められた人はいま

せん。御言葉の届かない場所、御言葉が蒔かれ

ない土地はないのです。御言葉を蒔き続けてく

ださる主イエスの愛と信頼に、悔い改めと信仰

をもって応えるなら、私たちも「良い土地」で

あり、豊かな実を結ぶのです。	 （小野静雄）

	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 聖書研究

	 テキスト　マタイによる福音書13章1～9節、18～23節
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　新しい一年が始まりました。皆は、お正月の間、

何度も「明けましておめでとうございます」と言っ

たり、聞いたりしたと思います。もうお正月の気

分も薄れてきたかもしれません。けれども、先生

は、新しい年の最初の礼拝式に皆さんに、心から

「おめでとう」と挨拶したいと思います。神さまは、

皆さんに、おめでとうと祝福しておられます。ど

うしてかというと、僕たち私たちが、今朝、一年

の初めの日曜日に、神さまの教会に来て、礼拝を

捧げることができているからです。礼拝で神さま

の御言葉を聴くことができているからです。世界

中で、こんなにすばらしい恵み、こんなにすごい

幸せはないからです。

　「一年の抱負」という言葉を聴いたことがあり

ませんか。この一年の目標を立てるのです。学校

での抱負は何ですか。それなら、日曜学校での抱

負はありますか。皆で考え、発表しあうのも楽し

いですね。

　今年の一年。どんな一年になるのでしょうか。

どんな一年になったらよいと思いますか。実は、

どんな一年になるのか、多くの人たちが心配して

います。そこで、なんとか悪いことが起こらない

ようにと、神社に行ったりする人が多いのです。

けれども先生は、信じています。それは、教会で

神さまの御言葉を聞き続けている僕たち私たち

は、必ず、神さまの祝福が豊かであるということ

です。

　今、読んだたとえ話のなかで、イエスさまは、

「良い土地に落ちた種は実を結んで百倍にもなっ

た」と仰いました。種というのは、イエスさまの

御言葉のことです。種が実を結び百倍になる。こ

れが、イエスさまの御言葉を聴いて悟る人の姿だ

と教えてくださいました。これは、イエスさまの

お約束なのです。僕たち私たちのこの一年も、教

会でイエスさまの御言葉を聞き続けるなら、必ず

天国の実りを結べるわけです。それは、どんな実

でしょうか。パウロ先生は、こう教えています、「霊

の結ぶ実は、愛であり、喜び、平和、寛容、親切、

善意、誠実、柔和、節制です。」九つの実はすべ

て良いものばかりです。天国の実です。神さまが

僕たち私たちを、天国に入る子どもにふさわしく

	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書13章1～9節、18～23節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問69、70

〔単元のねらい〕

　新しい年を迎えました。心を新たにして、日曜学校の奉仕にあずかってまいりましょう。私どもの務

めは、神の生ける言葉を子どもたちに「信仰をもって」伝えることです。御言葉を「信仰をもって」教

えることです。伝える御言葉には、力があります。しかしそこで改めて問われるのは、私どもの信仰です。

本日のたとえを語るときにこそ問われてまいります。つまり、自分自身が一人のキリスト者として、豊

かな実を結んでいる、結びつつ前進しているという「明るい信仰」です。もし、昨年、私どもが神の言

葉を聴き続けて歩んで来たのであれば、私どもは間違いなく、主イエスの約束された豊かな実を結びつ

つあるのです。この信仰によって、このたとえは力を発揮します。私どもが語る御言葉とは、十字架で

死なれた「一粒の麦」である主イエス御自身のものだからです。教師こそ、御言葉を聴く人であるべき

です。そして信じる人であるべきです。「イエスさまはあなたをよい畑として見て、種を蒔かれている！」

と言い抜く信仰です。願わくは、この一年もまた、御言葉の力を体験する一年となりますように。自分

のために、否、子ども達のためにこそ。

「賢い人って、誰のこと？」
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整えてくださるのです。また、この地上で天国、

神さまの御国を広げてゆく働きをさせてくださる

のです。これが、イエスさまの約束です。イエス

さまは、僕たち私たちをそのようにしてあげると

約束してくださいました。また、イエスさまは、

僕たち私たちをそのようにしたくてたまらないの

です。

　そのために、イエスさまは、いつもお話をされ

るとき、とても真剣です。イエスさまは何度も、

お話を始める前にこう仰いました。「耳のある者

は聞きなさい。」これは、真剣に、よーく聞きな

さいということです。

　先生も、お話をしている今も、いつでも、この

イエスさまの御言葉、口癖のような「耳のある者

はよく聞きなさい。」という御言葉の大切さを思

います。皆も学校や幼稚園で先生のお話を毎日、

聞くでしょう。でも、友達と話をしていたり、頭

の中で他のことをあれこれ考えたりしていると、

先生の大切なことを聞きそこなうことがあるで

しょう。もしも、「明日は学校がお休みです。」と

か、「明日は、テストをします。」とか言われたのに、

聞き損ったら、大変なことになりますよね。それ

なら、イエスさまの御言葉は、学校の先生の言葉

とどっちが大切ですか。もちろんイエスさまです

ね。イエスさまの御言葉は、命の言葉です。100

倍も実を結べる言葉です。天国に入ることもでき

る言葉です。反対に、天国に入れなくなってしま

うことにもなるのです。

　天国に入れない人は、どんな人なのでしょうか。

最初は、道端に落ちた種でした。人が歩く道は、

コンクリートの道ではなくても、種が落ちても決

して、根っこが生えません。土が固いからです。

それは、イエスさまの言葉を聞くには聞くのです

が、神さまの御言葉として聞かない人のことを意

味しています。ただの人間の言葉と同じに考える

のです。「昔のすごく有名で、偉い人の言葉らし

いよ。」「へー、そうなんだ。でも、それがどうし

たの。僕には関係ないね。」それくらいのお話と

聞く人のことです。

　二番目は、石だらけで土の少ない地に落ちた種

です。確かに土があります。だから、根っこが生

えて行きます。ところが、伸びるぞ、と思うとす

ぐに、石にぶつかります。そうすると、もうそれ

以上、伸びませんから、枯れてしまいます。そ

れは、神さまの御言葉を最初は、喜んで聞くので

すが、その後で、必ずやってくるこんな言葉に負

ける人のことです。「イエスさまより、教会より、

楽しいことがあるよ。」とか、「キリスト教や教会

の教えを深く信じるのは、いけないこと。間違い。」

最初は、良かったのに、人間の言葉に負けてしま

うのです。

　三番目は、茨の中に落ちた種です。「もっと、

君の役に立つ教えがあるよ。」とか「塾に行った

ほうが、もっと豊かな実を結べるよ。日曜学校よ

り大切なんだよ。」誘惑です。

　これまでの三つの場所は、結局、御言葉を聞い

て、悟らない人のことです。信じない人のことで

す。それなら、御言葉を信じる人、信じ続ける人

はどうなるのでしょうか。100倍の実です。すご

い祝福です。どうすれば、今年、100倍の実を結

べるようになるのでしょうか。それは、イエスさ

まの御言葉を心にしっかりと信じることです。一

番、大切な言葉とすることです。他のどんな人の

お話、本より、イエスさまやイエスさまのことが

書かれている聖書を大切にするのです。一番は、

日曜学校の礼拝です。そして、二番は、「いのぱ

ん」です。毎日、家でもお祈りするのです。その

ようなお友達は、間違いなく、良い地に落ちた種

です。この種は、イエスさまのことを意味してい

ます。イエスさまは、一粒の種として十字架で死

なれた後、何百、何千、何億、何百億、数え切れ

ない人間を神さまの子どもの仲間、天国に入れて

くださいました。すごい力があるのです。イエス

さまは、御言葉を信じている僕たち私たちの心の

中に宿ってくださいます。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書13章8節

ところが、ほかの種は、良い土地に落ち、実を結んで、

あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍にもなった。
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	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 幼稚科

〈分級では〉

　新年を迎えることが出来た感謝を主に捧げてか

ら分級を始めましょう。

　教会によっては、お餅つきのイベントをしてい

るところもあるかもしれませんね。

　この分級でも今年一年の神様とお友達に対する

思い（抱負）を書いた凧を飛ばして遊んでみるの

もいいかもしれません。

〈分級のねらい〉

　四種類のそれぞれの状況は、私たちクリスチャ

ンにとっても当てはまるのではないかと思います。

　イエス様が、その生涯を通じ父なる神様に対し

て、私たちのために常に従順だったことを思うと、

自然と御言葉を聞く態度を考えさせられます。そ

のイエス様に背中を押されて、イエス様と共に信

仰を育んでいきましょう。

〈展開例〉

①それぞれの土地をイメージしたものを画用紙に

色を塗ったりしてつくる。良い地には茶色く染

めた綿を使うと良いかもしれない。

②先生が、種をイメージしたビーズなどを使って

その種を適当に配置された地の上に蒔く。ここ

でメッセージの復習もかねてそれぞれ質問した

りして、それぞれの地に落ちた種はどうなり何

を表すかを示す。

③良い地に落ちた種（信仰）が成長していくのは

誰のおかげかも示す必要がある（コリント一3：

6）。

④最後にみんなでそれぞれ自分の種を決め、「神

様お願いします。」などの合言葉を言って良い

地に蒔くのもいいかもしれない。

〈おいのり〉

　神様、御言葉をありがとうございます。みんな

を良い地に入れてください。そして神様と一緒に

成長していくことが出来ますように。

良い土地に落ち、実を結んで、あるものは百倍
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	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様のみことばを信じて従う人には、豊かな実

りが約束されていることを分かち合う。

　心を新たに、喜びと希望を持って新年をスター

トする。

〈展開例〉

1. みなさんは学校の授業で、種をまいたことが

あるでしょう。小さな小さな一粒の種でも、お

水をあげたり、陽に当てたり、一生懸命お世話

をすれば、花が咲き、実がなります。とても嬉

しいですね。でも、もし途中で枯れてしまった

り、よく育たないとがっかりします。（できれ

ば、鉢植えの花、稲または麦の穂、米や小豆な

ど、何かしら実物を持ってきて見せ、お互いの

経験などを具体的に話し合う。）

2. イエス様が教えてくださった、よい土地に落

ちて百倍、六十倍、三十倍の実をつけた種は、

どんな人のことでしょう？	

　→聖書をよく読む人、神様のみことばを聞いて

そのとおりにする人、などの答えに導く。

3. 今みなさんは、まだ種から芽が出たところで

すね。これからどんな花が咲き、実を付けるで

しょうか？　新しい年、神様から祝福をたくさ

んいただいて、豊かに成長したいですね。今年

の目標、挑戦したいことはなんですか？

　→それぞれの思いに耳を傾け、励ます。ひとり

ひとりの置かれている状況や、興味、関心の

あるところを知り、今後のコミュニケーショ

ンに用いたい。

〈おいのり〉

　神様、私たちに新しい年を与えてくださり感謝

します。神様のみことばが世界中の人々に宣べ伝

えられ、豊かな実を結ぶ年になりますように。主

イエス・キリストの御名によってお祈りします。

アーメン。
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	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　実を結ぶよい土地となるために。

〈展開例〉

1. 種と土地は何を表しているのでしょう

①種とは　→　（答）神の言葉

　（ヒント）種には命がある。同じように人に命

を与えることができるもの。生きていて力があ

るもの（ヘブル4章12節）　

②土地とは　→　（答）神の言葉を聞く人の心

　（ヒント）神の言葉はどこにまかれる？

2. 四つの土地

①「道ばた」とは「固い心」のことです。

　　心を固く閉ざしているので、種である神の言

葉が心に入っていきません。神の言葉を理解し

ようとしない心、受け入れようとしない固い心

です。サタンが来て御言葉を取っていってしま

うので、心には残りません。

②「石だらけの所」とは「浅く薄っぺらな心」の

ことです。

　　土は少しあるので芽は出るのですが、根がな

いので日に照らされると枯れてしまいます。御

言葉を喜んで受け入れるのですが、教会へ行っ

ていることでからかわれたり、反対されたりす

るとつまずいてしまうのです。教会に来なく

なってしまったり、神様から離れてしまいます。

③「茨の中」とは「思いわずらいや誘惑でふさが

れた心」です。

　　せっかく芽が出て伸びようとしても、茨に邪

魔されて大きくなれません。茨とは、心の中に

あるいろいろなものです。自分を幸せにしてく

れそうな楽しいこと、しなければならない勉強

や生活の心配などです。それらが神様より大切

になると、神の言葉はそれらにじゃまされて成

長できません。

④「よい土地」とは「やわらかい心でしっかり御

言葉を受け入れる心」です。

　　よい耳でしっかりと御言葉を聞き、理解し、

深いところに、根をはるようにしっかりと受け

入れる心です。そういう人は御言葉を自分の中

で成長させ、100倍もの実を結ぶのです。

3. よい土地としていただくために

・神様の言葉を心の耳をすませて聞きましょう。

礼拝の説教を聞くとき、また自分で聖書を開いて

読むとき、「神様、あなたの御言葉を正しく理

解できるように助けてください」と、祈りましょ

う。

・聞いた御言葉を静かに考えましょう。

　御言葉をとおして、神様が私にどんなことを教

えておられるのかを、静かに思い巡らしましょ

う。

・聞いた御言葉が自分の中で成長するために、御

言葉を覚えましょう。

　御言葉を聞かず、種をまくことや心を耕すこと

をなまけたりしていると、心は固くなったり、雑

草がはえてきて実を結ぶことはできません。私た

ちは毎日、心の中に種をまき、耕し、深く植え付

けていただくことが大切です。

4. デボーションノートを作ろう（デボーション

とは神様の前に静り、神様と交わること）

　用紙に年月日、聖書箇所（聖書箇所は教案誌の

最後にある「いのちのパン」を利用してもよい）、

要約（どんなことが書いてありますか）、心に残っ

た御言葉、神様はあなたに何を教えていますか、

などの見出しを書く。（各見出しの下に記入のた

めの空白を作る）

　デボーションのやり方の例　

　1. 聖書箇所をよく読む　2. デボーションノー

トに記入する　3. お祈りする
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今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

69、70が挙げられています。

問69　御言葉とは何ですか。

答　　生ける神の言葉、イエス・キリストです。

書かれた神の御言葉である聖書と、聖霊な

る神さまが語られる神の御言葉としての教

会の説教を通して、私たちは、イエスさま

と一つに結び合わせられます。

問70	 御言葉は、どのようにしてあなたに救いの

恵みを与えるのですか。

答　　私たちが、神の御言葉である聖書と説教に

正しく聴き従うことによってです。御言葉

をよく聴くことこそ、神さまへの愛と奉仕

です。

※み言葉の説教をどのように聞くべきか、ハイデ

ルベルク信仰問答は次のような問答で記してい

ます。長いので、覚えるのは難しいかもしれま

せんが、紹介してください。

ハイデルベルク信仰問答

問84	 聖なる福音の説教によって、天国はどのよ

うに開かれまた閉ざされるのですか。

答	 次のようにです。すなわち、キリストの御

命令によって、信仰者に対して誰にでも告

知され	明らかに証言されることは、彼ら

が福音の約束を	まことの信仰をもって受

け入れる度ごとに、そのすべての罪が、キ

リストの功績のゆえに、神によって真実に

赦されるということです。

　　　しかし、不信仰な者や偽善者たちすべてに

告知され	明らかに証言されることは、彼

らが回心しない限り、神の御怒りと永遠の

刑罰とが、彼らに留まるということです。

　　　そのような福音の証言によって、神は両者

をこの世と来るべき世において裁こうとな

さるのです。

※御言葉について教えている、ウェストミンス

ター小教理問答問89・90は、11月12日に出て

きました。覚えているかどうか、もう一度おさ

らいしておきましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問89	 御言葉は、どのようにして救いに有効とさ

れますか。

答	 神の御霊が、御言葉を読むこと、特に説教

を、罪人に罪を自覚させて回心させるため、

また信仰によってきよめと慰めのうちに救

いに至るまで建て上げるために、有効な手

段とされます。

問90	 御言葉が救いに有効となるには、御言葉を

どのように読み、また聞かなければなりま

せんか。

答	 御言葉が救いに有効となるには、私たちは、

勤勉、準備、祈祷をもってこれに傾聴し、

信仰と愛をもって受けいれ、私たちの心の

うちに蓄え、私たちの生活の中で実践しな

ければなりません。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ルカ8：15

　月曜日　　詩編119：18

　火曜日　　ヤコブ1：25

　水曜日　　詩編19：8

　木曜日　　ローマ15：4

　金曜日　　箴言8：34

　土曜日　　ペトロ一2：1～2

先生方へ①

いよいよ最後のタームになりました。今年度

は、教理問答を、文字通り「問答」という言

語活動をしながら、先生と生徒の間の対話を

生み出し、生徒が心に御言葉を蓄えていく助

けとなるよう、これを行うことを目的として、

分級展開例を記してきましたが、いかがだっ

たでしょうか。

	 1月7日	 「種まきのたとえ」	 中学科
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１ おどろくべき養い

①5000人を養う主イエスの奇跡は、四つの福音

書すべてに記されています。つまり「福音」を

語る際に、どうしても省くことのできない出来

事として、主イエスの弟子たちに記憶されてい

るのです。

②出来事の要点は、主イエスが五つのパンと二匹

の魚で、5000人の人々（しかも数えてみたの

は男だけの数）を、養ってくださった。それだ

けの人々が空腹を満たされてなお、弟子たちが

残りのパンを集めると、十二の籠にいっぱいに

なったのです。これらの要点では、四つの福音

書の記述はまったく共通です。

２ ヨハネ福音書の叙述の特徴

①ヨハネ福音書は、豊かな給食を受けた群集の中

に、主イエスへの誤解が広まって、もはや収拾

がつかなくなる様子を描きます。主イエスを「預

言者」とみなす者、この方を「王」として戴こ

うとする者。イエスを預言者、王と見ること

は、かならずしも全面的に間違いとは言えませ

ん。しかし、その理解はきわめて浅いとことに

留まっています。

②人々の誤解を解くために、この福音書では主イ

エスの長大な説教が続きますが、語れば語るほ

ど、その誤解は大きくなり、ついには、大勢

のものが主イエスのもとを離れる結果になりま

す。

　ヨハネ福音書では、自分のささやかな「弁当」

を差し出した「少年」に光を当てる読み方も魅

力的でしょう。

３　主イエスと共に考える

①「この人たちに食べさせるには、どこでパンを

買えばよいだろうか」。主イエスは、弟子フィ

リポに尋ねておられます。御自分では何をすべ

きかを知っておられ、あえてフィリポを試みて

おられるでのす。主イエスから問われることは、

主イエスと共に考えることです。

②もう一人の弟子アンデレも、大麦のパン五つと

魚二匹をもった少年を見つけて主イエスに報

告します。「けれども、こんなに大勢の人では、

何の役にも立たないでしょう」。これがフィリ

ポの出した結論です。二人の弟子は、この行き

詰まりの中で、主イエスと共に考えることを学

びます。そのことを通して、主イエスはご自分

の思考、ご自分の決意の中に、彼らを招こうと

されます。

③大きな難局の中で、自分の無力さがひしひしと

心を圧迫する。キリスト者も教会も、繰りかえ

し同じことを経験します。主イエスなら、この

難局をどう乗り越えられるか。信仰に生きると

は、主イエスと共に考え祈る習慣を身につける

ことです。

４　まことの過越し、神の小羊

①ヨハネ福音書の5000人給食は、単なる空腹の

満たしでなく、キリストこそ、命にいたるまこ

との糧、「天から降って来たパン」であるとい

う、大きな使信へと展開されます（33、51節他）。

その使信を導入するため、ヨハネ福音書は「ユ

ダヤ人の祭りである過越祭が近づいていた」と

注意を促しています（4節）。

②パンを取り、感謝して人々に分け与える主イエ

スの姿は、最後の晩餐の食卓で、弟子たちの

記憶に鮮明に再現されます。そして、教会は

5000人給食を、自分たちの「聖餐」の食卓の

中でも、繰りかえし「想起」します。主イエス

が与えるまことのパン。それは永遠の命にいた

る真実の糧です。ヨハネ福音書の「給食」は、

キリストを食べて生きる信仰の真髄に、私たち

を招きます。	 （小野静雄）

	 1月14日	 「5000人の給食」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨハネによる福音書6章1～15節
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　今、イエスさまは、山にいます。イエスさまは、

いつものように神さまのこと、神さまの御国のこ

とをお話しておられます。その日もまた、大勢の

人々が、イエスさまのもとにやってきました。大

人の男の人だけでも、5000人がいます。女の人や、

子ども達を数えたら、一万人、いへもしかすると

2万人くらいの人たちがイエスさまのお話を聞こ

うとして集まってきたのです。野球場とか、サッ

カースタジアムなら二万人入るところがあります

ね。でも、ユダヤにはそのような施設はありませ

ん。イエスさまは山にいるのです。皆は、一生懸命、

イエスさまのお話を聞こうとして集まっているの

です。この人たちは、どんな人たちなのでしょう

か。イエスさまは、この人たちをご覧になって、「あ

あ、かわいそうな人々だ」とお腹をぎゅっとつか

まえられたように、憐れみの心を強くもたれまし

た。それは、この人たちに神さまの正しい教えを

告げてくれる人がいなかったからです。神さまの

命のことば、命の種を蒔いてくれる人がいなかっ

たからです。この大勢の人たちは、まるで羊飼い

から離れて、さまよっている羊の群れのように見

えていたのです。

　さて、夕方になりました。イエスさまの説教が

終わりました。夕方になれば、どうなるかという

と、そろそろお腹がすいてきます。イエスさまは、

そのとき、隣にいた弟子のフィリポにこう言い

ました。「この人たちは、お腹をすかしているね。

どこでパンを買ったら、皆に食べさせることがで

きるでしょうか。」フィリポは、びっくりして言

いました。「イエスさま、ご覧下さい。これだけ

の人たちですよ。ちょっとだけ食べてもらうにし

ても、たぶん、200万円くらいはかかります。」

　フィリポさんが言うのも、よく分かります。だっ

て、二万人もいたら、一個100円のパンをひとつ

だけしかあげられませんよね。先生だったら、夕

食を、100円のハンバーガー一個だけで済まさな

ければならないのだった、すごく困ります。

　イエスさまのこのお話をそばで聞いていた人

に、一人の少年がいました。なんと、この少年

は、自分のためにお弁当を持っているのです。お

麦のパン五つと魚二匹です。焼き魚か、煮魚か分

かりませんが、このお弁当をつくったのは、お母

さんかもしれません。先生の勝手な想像ですが、

このパン五つと二匹の魚のお弁当は、この少年一

人の夕食ではなかったのではないでしょうか。先

	 1月14日	 「5000人の給食」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書6章1～15節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問69、62

〔単元のねらい〕

　主イエス ･キリストは、神の国の到来の宣言を、その力あるしるしによって確かなものとされた。教

会は、この神の国の先触れであり、しるしである。教会の頭は主イエスであり、その全存在は、キリス

トの体である。今も、主イエス ･キリストは教会を通して御国を拡大し続けておられる。ヨハネによる

5000人の給食の奇跡は、一人の少年が取り上げられる。子どもが、主イエスの御心の実現のために深

く関わったという出来事である。我々のカリキュラムにおいてヨハネによる福音書を選択したのは、こ

の少年に注目したいからである。子らと主イエスとが織り成すこの物語のなかで、子らの信仰と神の御

子イエスさまの力ある働きが今も、織り成されて進むことを教え、励ましたい。私どもこそ、日曜学校

の働きが成人の奉仕によってのみ担われるのではないことを、心すべきであろう。なお、既刊第11号

にも筆者による当該テキストからの説教が掲載されています。

「僕のお弁当は、誰のもの？」
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生は、お父さんやお母さん、兄弟の分、つまり、

その少年の家族みんなが食べる夕食だったのでは

ないかなぁと思います。それにしては、本当に貧

しいものです。でも、当時の人たちは、そのよう

にわずかなものを神さまに感謝して、食べていた

のです。さて、その少年は、イエスさまのお話を

聞いていました。そして、イエスさまが、お弁当

を持っていない大勢の人たちのことをかわいそう

に思っておられることを知ったのです。お弟子さ

んたちと相談していることを知ったのです。そこ

で、この少年は、いても立ってもいられなくなっ

たのだと思います。そばにいた弟子のアンデレに、

言いました。「あのぉ、このお弁当をイエスさま

に差し上げます。イエスさまに、お伝え下さい。」

アンデレは、考えました。「うーん、ありがとう。

でもね、君のお弁当一つくらいでは、何にもなら

ないよ。まぁ、仕方がない。イエスさまにお話だ

けしてみるよ」「イエスさま、そういうわけです。

何の役にもたちませんね。」

　すると、イエスさまは、喜びにあふれて仰せに

なられました。「人々を座らせなさい」皆が、シー

ンとなって座りました。するとイエスさまは、大

麦のパンを手にとって、感謝の祈りを捧げまし

た。大人の礼拝式に出ているお友達は、聖餐のと

き、先生がパンを手にもって頭の上に上げて、イ

エスさまの御言葉を語っているのを見たことがあ

るでしょう。少し似ている仕草ですね。イエスさ

まは、そのパンを配り始められました。するとど

うでしょう。五つのパンがイエスさまの御手の中

で、どんどん、増えてゆきます。配っても配って

もなくなりません。皆、どんどん配って行きます。

食べながら配ります。魚も同じようにして配られ

ます。どんどん、配ります。どんどん増えてゆき

ます。皆は食べながら、配ります。どんどん、配っ

て、どんどん食べて、皆、とうとう、みんなのお

腹は、いっぱいになってしまいました。

　この少年のお弁当は100倍になりましたね。い

へ、もっとすごいことになったのですよね。これ

は、イエスさまの奇跡です。神さまの御子の力で

す。でも、そのためには、確かに、一人の少年の

すばらしい信仰の心と従う心がありました。

　今、実は、僕たち私たちの住んでいる地球では、

一日に、一つのハンバーガーを分け合って食べて

いる子ども達がたくさんいます。イエスさまを信

じている僕たち私たちは、どうすればよいでしょ

うか。奇跡は起こるでしょうか。

　先週は、種まきのたとえ話を聴いて礼拝を捧げ

ました。イエスさまは今、僕たち私たちに命の種、

御言葉の種を蒔いてくださいます。それは、僕た

ち私たちが、必ず、100倍も実を結ぶことを信じ

ておられるからです。だったら、僕たち私たちは、

ご飯を食べるときには必ず、自分のためだけでは

なく「日用の糧を今日も与えたまえ」、「食べられ

ない人たちにもご飯を届けてください」とお祈り

しないではおれませんね。十戒の最後の言葉に「む

さぼってはならない」とあります。もし、あなた

が、イエスさまのために、持っているものを差し

出すなら、働き始めるなら、今も、イエスさまが

奇跡を起こされます。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙6章13節

また、あなたがたの五体を不義のための道具として罪に任せてはなりません。

かえって、自分自身を死者の中から生き返った者として神に献げ、

また、五体を義のための道具として神に献げなさい。
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	 1月14日	 「5000人の給食」	 幼稚科

〈分級では〉

　イエス様のお働きには、どんな小さな者の奉仕

でも用いられます。むしろ小さい者を用いられる

ことがしばしばあります。

　今日の箇所のほんの一部分登場する少年も見逃

せません。イエス様はその少年の持っていたお弁

当を通して驚くべき大きなしるしを与えられまし

た。

　私たちは謙遜にさせられ、信じて行うならどん

な小さな働きでも、イエス様によって大きな働き

へと用いられると信じます。子供たちの素直な信

仰生活を認め、共に成長していきましょう。

〈分級のねらい〉

　ここのお話では、着目する箇所によっていろい

ろなメッセージが生まれるかもしれませんが、箇

所全体からの視野に立ちつつ少年に注目したいも

のです。

〈展開例〉

①先週使った種まきの道具があれば、その小さい

種をイメージしたものから、百倍の実を結ぶと

ころを見せるため、大きめの紙（新聞紙）を丸

めて筒状にし、内側に丸まった紙を引っ張り出

していって伸ばす（実を結ぶ過程を表現するた

め）。

②①の様子を見せながら、今日のお話の少年の差

し出した小さなお弁当をイエス様が用いられ、

大きなしるしをあらわされたその様子を話す。

　この小さなものをイエス様は感謝され、大きな

ものへと用いられたその素晴らしさを子供たち

と分かち合いたい。

③また少年の気持ちはどんなだったかを想像し、

子供たちと話し合うのもいいかもしれない。

※注意としては、①の先週使った「種まきのたと

え」のものを使う場合は、先週の話と混同しな

いように区別が必要。

〈おいのり〉

　神様、みんなのもっているものは小さいかもし

れませんが、神様がそのお働きのためにお使いく

ださい。

「この人たちに食べさせるには、どこでパンを買えばよいのだろうか」
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	 1月14日	 「5000人の給食」	 小学科下級

〈ねらい〉

　この素晴らしい奇跡に、小さな子どもの行いが

用いられていることに思いを寄せ、私たちもイエ

ス様のために、喜んで献げることができるように

勧める。

〈展開例〉

1.5000人以上の人たちが、イエス様からおなか

いっぱいのお食事をいただいたお話でしたね。

そのお食事は最初、誰の、どんな食べ物でした

か？

　→少年が自分のお弁当（五つのパンと二匹の魚）

を差し出したことを確認する。

2. 私たちはいつも神様からたくさんの食べ物を

いただいていて、おなかをすかせて困ることは

ありませんね。でも、世界中には食べるものが

なくて死んでしまう人もたくさんいます。その

人たちのために、私たちができることはなんで

しょうか？

　→その人たちのためにお祈りする、献金する、

など。また、食べ物を残さない、感謝してい

ただくことも、大切であることを伝えたい。

〈つくってみよう〉

「しおりを作ろう」

○用意するもの

　色画用紙3色（台紙、魚、パン用）、リボンま

たはきれいなひも、サインペン、はさみ、のり、

穴あけパンチ

①しおりとして適当な大きさに切った台紙（これ

がお弁当箱！）を渡す。

②魚・パン用の色画用紙を配り、魚二匹・パン五

つを好きなように切り抜く。（お弁当箱に全部

入るようにね！）

③魚とパンを台紙にのりで貼り、裏には名前やみ

ことばをサインペンで書く。

④パンチで穴を開け、リボンまたはひもを通す。

〈おいのり〉

　神様、小さな子どもも用いてくださり、イエス

様のお手伝いをさせていただけることをありがと

うございます。私たちにできることを教えてくだ

さい。そして、喜んで神様にお仕えすることがで

きますように。主イエス・キリストの御名によっ

てお祈りします。アーメン。



─ 30 ─

	 1月14日	 「5000人の給食」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様こそ私たちに与えられた命のパンであ

る。

〈展開例〉

1. どれだけのパンが必要だったのでしょう

　　男が5000人ほどであった、と書いてありま

す。女の人や子どもを入れると、どれほど多く

の人がいたことでしょう。

　　これらの人が、たとえば一人200円分のパン

を食べたとしたら、男の人だけで100万円分の

パンが必要です。一人１個でも5000個以上の

パンが必要です。トラックで運ばないと持って

こられないでしょう。

2. イエス様の問いの意味

　　イエス様は弟子たちに次のようにいわれまし

た。「この人たちに食べさせるには、どこでパ

ンを買えばよいだろうか」

　　これほど大勢の人たちに食べさせるパンを弟

子たちが用意できないことを、イエス様はよく

わかっておられました。そのうえでこの問いを

されたのです。

　　それは、弟子たちに考えさせ、弟子たちがど

のように答えるかを試すことによって、イエス

様がこれからしようとしておられることの中

に、弟子たちを招こうとされたのです。

　　「ここには五つのパンと二匹の魚しかない。

しかし、そんなものは何にも役に立たないだろ

う」というのが弟子たちの答えでした。

3. わたしは命のパンである

　　イエス様が五つのパンと二匹の魚を取って

人々に分け与えられると、パンと魚は、配って

も配ってもなくなりませんでした。人々は欲し

いだけパンと魚をお腹いっぱい食べました。

　　「わたしは命のパンである。わたしのもとに

来る者は決して飢えることがなく、わたしを信

じるものは決して渇くことがない」という御言

葉の真理を、目に見える形で、食べて満腹する

形であらわしてくださったのです。

　　イエス様こそ、私たちに永遠の命を与えてく

ださる生きた命のパンそのものです。私たちに

永遠の命を与え、豊かに養い、あふれるばかり

に満たしてくださいます。

4. 五つのパンと二匹の魚の壁飾りを作ろう

　〔用意するもの〕フェルト（いろんな色）、ピン

キングばさみ、ボンド、ハサミ、厚紙

　（作品の例）	

　・フェルトを四角に切って厚紙に貼る。

　・それよりも一回り小さくフェルトをピンキン

グばさみで切って上から貼る。

　・さらに魚とパンの形に切ったフェルトを貼

る。
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	 1月14日	 「5000人の給食」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

69、62が挙げられています。問69は先週出て

きましたので、そちらを参照してください。

問62	 第十戒で神さまが願っておられること　

は、何ですか。

答	 神さまは、私たちに必要なものを与えてく

ださいます。

	 しかし、人は、少しでも多くのものを自分

のものにしようと欲しがります。むさぼり

の心こそ、偶像礼拝です。それを考え、実

行してはいけない、ということです。

	 むしろ、神さまは、私たちの心を	人の幸

せを願うように造り変えてくださいまし

た。

	 ですから、私たちは神さまから与えられた

ものに満足し、感謝し、人に与えることを

喜びとするのです。

※自分に与えられたものに満足するばかりでな

く、他人に分け与えることまでできるようにな

れ、ということは、旧約の昔から神さまに求め

られていますが（例えば、レビ23：22「畑か

ら穀物を刈り取るときは、その畑の隅まで刈り

尽くしてはならない。収穫後の落穂を拾い集め

てはならない。貧しいものや寄留者のために残

しておきなさい。わたしはあなたたちの神、主

である」）、そういった教えが引照聖句として挙

げられている戒めはむしろ、第八戒の「盗んで

はならない」の方です。つまり分け与えないこ

とは「盗み」なのです。ウェストミンスター小

教理問答問75の答にあるように「他人の生活

状態を不当に妨げる事、あるいはその恐れのあ

る事」に当たるからです。確認してみましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問74　第八戒では、何が求められていますか。

答　　第八戒が求めている事は、私たち自身と他

人との富や生活状態を正当に確保し、向上

させることです。

問75　第八戒では、何が禁じられていますか。

答	 第八戒が禁じている事は、何事であれ私た

ち自身または隣人の富や生活状態を不当に

妨げる事、あるいはその恐れのある事です。

※問74の引照聖句の中に申命記22：1～5があり

ます。この箇所の中に三度「見ない振りをして

はならない」という言葉が記されています。ま

た、テモテ一5：8は「自分の親族、特に家族

の世話をしない者がいれば、その者は信仰を捨

てたことになり、信者でない人にも劣ってい

ます」と言っていますが、「家族の世話をしな

い」とは「家族が幸せに生きる権利を盗んでい

る」と考えるので、「信仰を捨てたことになり」

という強い表現となって表れています。「神の

御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、ま

たは母なのだ」と言ってくださったイエスさ

ま。5000人以上の人たちを、見捨てておけない、

と憐れんでパンを与えてくださったイエスさま

のお心は、第八戒の真髄と言えるのではないで

しょうか。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ローマ6：13

　月曜日　　テモテ一5：8

　火曜日　　レビ25：35

　水曜日　　申命記22：1～4

　木曜日　　出エジプト23：4～5

　金曜日　　エフェソ4：28

　土曜日　　ローマ12：15

先生方へ②

今号で紹介している問答は、具体的な問題に

ついての興味深いやり取りが多く、暗唱用と

いうよりは、皆で一緒に考えるきっかけとな

る材料を提供してくれるものと言えます。具

体的すぎて、皆の意見が分かれたり、表現が

引っかかったりするかもしれません。
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　非常に印象的な御言葉である。ここで為された

主イエスの奇跡は、8章にある奇跡のように、単

に嵐を鎮められた奇跡ではない。嵐の中で、主イ

エスが自ら近づいて来られて弟子たちを励まされ

た奇跡である。この御言葉における救いは、嵐を

鎮める神の力というよりも、嵐の中で、恐れと苦

難の中で、沈みそうになる舟の中で、その中にあっ

ても、主が共にいて「安心せよ。恐れるな。」と語っ

てくださるという平安、主が共におられることの

強さである。33節は、「弟子たち」と限定して書

いて良さそうなところを、わざわざ「舟の中にい

た人たち」と不特定多数を示すような言葉で記さ

れている。世々の教会はこの波にもまれる舟とそ

の船員の姿に、自分たち自身の姿を重ね合わせて

励ましを受けてきた。

１　主イエスの祈りと弟子の危機（22～25節）

　弟子たちに舟で漕ぎ出せと命じられた主イエス

は山で祈られた。山は神に近い場所を暗示する。

主は何を祈られたのか、それを聖書は記さない

が、弟子たちの弱さのため、飼い主のいない羊の

ようにさまよう人々の弱さのために祈られたとも

考え得る。一方で弟子たちは危機に陥っていた。

水に飲み込まれるということは旧約聖書の時代か

ら、苦難、不安、そして死に飲み込まれることの

象徴とされてきた。彼らは、ガリラヤ湖の何スタ

ディオンか沖合、つまり数百メートル沖合で、生

きるか死ぬかという状態に追い込まれていた。し

かしその間にも主イエスの弱い者たちへの祈りは

続き、さらに主は祈るだけに留まらず、自ら山を

下りて、夜明けと共に漕ぎ悩む舟に向かって歩み

寄って来てくださる。

２　弟子たちの不信仰（26～27節）

　この時こそ主イエスによって助けていただくこ

とが最も必要だったはずの弟子たちは、近づいて

こられる主イエスを拒み、救い主を幽霊、すなわ

ち自分を襲う敵対者とまで見なし、必死に自分の

手で自分自身を持ち上げようと悪戦苦闘してい

た。しかしたとえ私たちが神の不在を感じ、神か

ら見放されたのではないかと恐れる時にも、そこ

に主イエスが届いて来てくださる。

３　ペトロの疑いと主イエスの助け（28～33節）

　31節の「疑う」という言葉には、「心が二つに

分かれる」という意味がある。ただ主イエスだけ

に向かっていたペトロの心は、ここで二つに分か

れてしまった。彼の中で、目の前の風と波の力が、

主イエスが共におられるという現実と並んで膨ら

み、さらに大きく広がっていった。その瞬間、ペ

トロは水の中に沈み始めた。

　しかし主イエスは沈みかけているペトロにすぐ

に手を伸ばし、御手によってしっかりと捕まえて

くださる。主イエスは決して沈むことのないお方

であり、沈まない主イエスが私たちの手をしっか

りと握ってくださっている限り、私たちが沈むこ

とはない。苦難の時、誰もが「信仰の薄い者よ、

なぜ疑ったのか」と主に問われざるをえない。し

かし主イエスはそう問われながらも、そこで沈ま

ないようにしっかりと手を握ってくださってい

る。確かに私たちの信仰は弱く、しばしば強く揺

さぶられて沈みかける。しかし主イエスはこの小

さな信仰をも受け入れてくださり、「なぜ疑った

のか」と諭し、新しく信じ直すことへと、私たち

の小さな信仰をもう一度起き上がらせて、励まし

強めてくださる。	 （吉岡契典）

	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書14章22～33節



─ 33 ─

　5000人の男の人たちに食べ物を与えられたイ

エスさまは、お弟子さんたちだけを舟に乗せて行

かせました。イエスさまは、たった一人山でお祈

りする必要があったのです。もうあたりはすっか

り暗くなってしまっています。舟を漕ぎ出した弟

子たちは、何時間か漕げば、簡単に向こう岸まで

つけると考えていました。ところが、1キロくら

い岸から離れたあたりから強い逆風が吹いてき

て、なかなか前に進めませんでした。夜中、逆風

にあおられて大変な目にあってしまったのです。

　夜が明けようとしたときです。イエスさまは、

弟子たちのところに行かれました。夜明け前は、

一番暗いときです。弟子たちは、イエスさまが近

づいて来られるのを見て、おびえてしまいました。

「幽霊だ」と言った弟子もいます。先生は、お弟

子さんたちが驚くのも、無理もないと思います。

どうしてでしょう。誰だって、真っ暗な海の上を

歩いている人間を見たら、その人間が自分たちの

ほうに向かって歩いてくるとしたら、びっくりす

るのは当然でしょう。

　ただし、近づいて来た人は、イエスさまです。

弟子たちは、イエスさまのお姿であることはわ

かったと思います。でも、信じられないのです。「あ

れは、イエスさまの幽霊だ。イエスさまが幽霊に

なってしまった。イエスさまは、死んでしまった

のかもしれない。」弟子たちの、頭のなかは真っ

白になってしまったのではないかと思います。

　イエスさまはすぐに声をかけられました。「安心

しなさい。わたしだ。恐れることはない。」こう言っ

て、ご自身であることをお示しになられます。お

弟子さんたちは、イエスさまが何万という人にお

腹いっぱいにご飯を食べさせられたのを、昨日見

たばかりです。イエスさまは、聖書を正しく、分

かりやすく教えてくださったり、信仰を教えてく

ださる立派な先生ということだけではないことは、

それで明らかになったはずです。お弟子さんたち

にも、分かってきたはずです。ところが、この事

件で、お弟子さんたちは、まだまだイエスさまが

どのようなお方なのかがよく分かっていなかった

ことが、ばれてしまいました。でも、イエスさま

の方では、改めて、海の上を歩くお姿をお見せに

なられることによって、ご自身が神さまの御子で

あることを、はっきりとお示しになられたのです。

　さて、このお話は、それだけで終わりませんで

した。ペトロが海の上に立っておられるイエスさ

まに答えて言いました。「主よ、あなたでしたら、

わたしに命令して、水の上を歩いてそちらに行か

	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書14章22～33節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問27、33

〔単元のねらい〕

　ペトロは、主イエス ･キリストに命じられるままに、海の上を歩く。それは、信じて歩むということ

がどのようなものであるのかを示す、大いなるしるしです。信仰とは、主イエス ･キリストにのみ目を

留め、主の招きに従って歩むことだからです。その意味で、信仰者とは、地上にあって誰でも海の上を

歩くような奇跡の体験を重ねることなのです。海の上を歩くこと、それが信仰の生涯なのです。それは、

子ども達の信仰も同じです。子ども達も、信仰の戦いを知り始めています。主イエスに目を留めて、進

み行くことを励ますこと。たとい、沈みかけても、主が必ず御手を伸ばして捕まえてくださることを教

えましょう。

「君も、海の上を歩いて行ける」
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せてください。」

　びっくりするような言葉です。ペトロは、どう

してそんなことを言ったのでしょうか。単純に、

嵐のなかでイエスさまが来てくださったことが、

嬉しかったからでしょうか。イエスさまなら、自

分だって、海の上を歩かせてくださることがおで

きになると考えたのでしょうか。それとも、弟子

たちのリーダーとして、自分もイエスさまのよう

に歩いてみせたかったのでしょうか。はっきりと

は分かりません。しかし、聖書が告げるのは、イ

エスさまが、「来なさい」と仰った、本当に命令

してくださったということです。

　さぁ、ペトロは、どうしたでしょう。命じられ

るままに、舟を降りました。そして海の上に立っ

たのです。そればかりか、一歩一歩、イエスさま

の方に歩き始めたのです。何歩、歩いたのでしょ

うか。ペトロは突然、強い風に気がつきました。

そして怖くなりました。すると、どうでしょう。

沈みかけてしまいました。ペトロは、またもやとっ

さに大声を出しました。「主よ、助けてください。」

すると、イエスさまは、さっと手を伸ばして、力

強い御手で、ペトロをつかまえてくださったので

す。そして、イエスさまは、お叱りになられまし

た。「信仰の薄い者よ、何故、疑ったのか。」

　今日のお話は、僕たち私たちに何を伝えるために

マタイによる福音書の中に記されたのでしょうか。

　一つは、イエスさまが本当に、神さまの御子

で、天も地も、目に見えるものも見えないものも、

すべてのものをお造りになられた神さまであるこ

と。二つ目は、イエスさまは、弟子たちが悩み苦

しんでおられるときに、助けに来てくださるお方

であること。だから、心配する必要がないこと。

三つ目は、イエスさまがお命じになられるなら、

海の上を歩くこともできること。その他にも、理

由があると思います。

　でも、このお話は、それで終わりません。ペト

ロが何故、沈んでしまったのか、分かりますか。

それは、ペトロが強い風に気がついたからです。

でも、強い風が吹いていたのは、最初からですよ

ね。でも、ペトロは最初、イエスさましか目に入

りませんでした。とにかく、イエスさまのところ

に早く近づきたい。そう考えて、イエスさまだけ

をめざし、イエスさまだけを見て、歩き始めたの

です。ところが、いよいよイエスさまに近づいた

とき、心に余裕ができました。余裕というのは、

それまでは、イエスさまだけを見ていたのに、風

を見たということです。イエスさま以外を見たの

です。そして、自分が海の上を歩いていることに、

もしかすると、余裕、自分の力のように思えてき

たのかもしれません。とにかく、ペトロは、イエ

スさまから目を離したのです。すると一気に、沈

みかけました。

　それは、何を意味しているのですか。それは、

信じて歩むということは、イエスさまから目を離

さないことだということです。イエスさまから目

を離したら、信仰の生活はできなくなるのです。

でも、イエスさまを見ていると、僕たち私たちは、

神さまの子として、神さまの祝福のうちに、イエ

スさまと一緒に歩めます。それこそが、奇跡のな

かの奇跡です。先生も、何度も経験してきました。

この教会も、何度も何度も、奇跡を経験してきま

した。（例話を……）

　けれども正直に言うと、かっこいいことばかり

ではなかったのです。沈みかけたこともありまし

た。でも、今、先生は、ここでこのお話をしてい

ます。この聖書のお話を、先生自身の経験として、

この教会の今の経験としてお話しているのです。

　イエスさまは、今も生きておられます。イエス

さまは、近づきたいとお願いする人に、「来なさ

い」と命じてくださいます。イエスさまだけに目

を注ぐ人には、今でも、海の上を歩くような不思

議な、すばらしい奇跡を経験するのです。これか

らも、イエスさまから目を離さないで歩きましょ

う。日曜学校の礼拝に出席することが、一番です。

	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 コリントの信徒への手紙	二	4章18節

わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。

見えるものは過ぎ去りますが、見えないものは永遠に存続するからです。
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	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 幼稚科

〈ねらい〉

　「安心しなさい。わたしだ。怖れることはない。」

と声をかけ、その存在を明らかにして下さるイエ

ス様。大嵐や、波にのまれそうな時、一歩たりと

も前に進めないような時にも、見守っていて下さ

る。そしてイエス様から、近づいてきて下さる。

私たちの歩みをいつでも見守っていて下さるイエ

スキリストから私たちもペトロのように目を離さ

ないで信じ信頼して、神様に愛されていることを

喜び、神様を愛して、歩んでいきましょう。

〈展開例〉

　子どもの頃、「忍者ハットリくん」というアニ

メがありました。ハットリくんが水の上を歩いて

いたのを覚えています。右足が沈まないうちに左

足を出し、左足が沈まないうちに右足を出せば、

水の上を歩けるのになあ……とハットリくんを見

ながら考えていました。でも、ペトロさんは、水

の上を歩いたのですよ。あら、ふしぎ。どうやっ

て？　イエス様を信じる信仰によって歩いたんで

すよ。素晴らしい。

　イエス様は、神様にお祈りするために一人で山

に登りました。ガリラヤ湖に浮かんでいるお弟子

さんたちの舟を見守っておられました。すると風

のために大波になり、舟はゆらゆらゆれて、前に

進めなくなりました。真夜中の月明かりの中、イ

エス様が湖の上を歩いて弟子たちの舟に近づいて

きました。でも、弟子たちは、「あ、幽霊だ」と言っ

ておびえ、舟の中は大騒ぎになりました。イエス

様はすぐ、声をかけられました。「安心しなさい。

わたしだ。怖れることはない。と励ましてくれま

した。イエス様は私たちがあわてたり、怖いとき、

困ったとき、悩んだとき、このときと同じように

見守っていて下さって、すぐきてくださり、助け

て下さいます。「私がそばにいつも一緒にいます

よ」と声をかけ、励まして愛して下さるお方なの

です。イエス様を信じるとき、どんな不安なこと

でも消えてなくなるのです。お弟子さんたちはう

れしくなり、どんな嵐も怖くなくなりました。

　ペトロさんが立って、イエス様に、「主よ、あ

なたでしたら、私に命令して、水の上を歩いてそ

ちらに行かせて下さい。」といいました。ペトロ

さんは、愛するイエス様に近づきたい、おそばに

ゆきたいと思ったのです。ペトロさんは、イエス

様は神様なので、イエス様の命令があれば、水の

上でも歩けるという強い信仰を持ったのです。イ

エス様は、ペトロの信仰を知って、「来なさい。」

と言われました。ペトロはうれしくて、大喜びで

嵐の中、舟からおりて、水の上を歩きました。一

歩一歩、大好きな愛するイエス様の目を見ながら、

歩いていきました。イエス様と目と目が合い、心

がイエス様だけを考えているとき、恐れは全くあ

りませんでした。ほんとうに、心から信頼してい

ました。

　その時、激しい風と大波がペトロにおそいかか

りました。ペトロさんは、イエス様から目を離し

てしまい、怖くなりました。その時、突然沈みか

けました。「主よ、助けてください。」とペトロさ

んは大声で叫びました。イエス様は、すぐに、力

強い手を伸ばして、沈みかけて死にそうになった

ペトロさんを捕まえ、引き上げて助けて下さいま

した。「どうしてわたしから、目を離したのです

か。どうして私を信じないで怖がったのですか。」

とペトロさんの不信仰をしかりました。ペトロさ

んは愛のおしかりを受けて、もうイエス様から目

を離さないようにしよう、イエス様をどんな時に

も信じ、信頼しようと思いました。

　私たちもこのところからイエス様の愛と力強い

救いと、平安を知りました。お弟子さんたちと同

じように、教会学校に来て、「わたしだ。」という

神、イエスキリストを信じ、信頼して、信仰を告

白し続ける生活をしましょう。
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	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 小学科下級

〈ねらい〉

　イエス様を心から信じ、信頼して歩む、という

ことを分かち合う。このドラマティックな奇跡を、

情景と共に深く印象づけたい。

〈展開例〉

1. 皆さんは船に乗ったことはありますか？強い

風が吹き、波が激しくなって船が揺れたらとて

もこわいですね。その他に、皆さんがこわいと

思うことはなんですか？

　→地震・火事・雷・暗闇？	子どもたちのこと

ばに、耳を傾ける。

2. 自分の力ではどうしようもない時、私たちは

どうしたらいいのでしょう？神様が助けてくだ

さると、心から信じることができますか？　先

生たち、大人でもこわいことはたくさんありま

す。でも、神様を信じているから、安心するこ

とができるのです。

〈絵を描こう〉

○用意するもの

　画用紙、クレヨン（時間に余裕があれば絵の具

も）

○礼拝でのお話を思い起こし、分かち合いながら、

それぞれに絵に表現する。

　できあがった絵は、一回り大きい色画用紙など

に貼り、題（「嵐を鎮める主」）・学年・名前を

書きこんで、しばらく教会に掲示すると良い。

絵について他の子どもたちや先生に声をかけら

れれば励みになるし、教会員に教会学校の働き

を覚えていただくことにもつながる。

〈おいのり〉

　神様、私たちがこわい時、そばにいて助けてく

ださい。どんな時も神様を信じて従うことができ

ますように。主イエス・キリストの御名によって

お祈りします。アーメン。

「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか」
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	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神の子、イエス様から目を離さないで歩む。

〈展開例〉

1. 嵐の中で

　　弟子たちは一晩中、舟をこいでいました。こ

いでもこいでも強い風と波で、思うように舟は

進みません。あたりは真っ暗です。弟子たちは

どんなに心細かったでしょう。体もくたくたに

疲れていました。こんなとき、イエス様が一緒

にいてくれればと思ったに違いありません。

2. 突然、イエス様が……

　　夜が明けるころ、イエス様は湖の上を歩かれ

るという、私たちの思いもつかない方法で近づ

いて来られました。弟子たちは幽霊だと思い、

恐ろしくなりました。

　　そんな弟子たちにイエス様は、「わたしだ。

恐れることはない」と語りかけられます。「わ

たしだ」という言葉は「わたしはある」とい

う意味です。「幽霊などではない。わたしだよ」

という意味だけでなく、「わたしは神である」

という意味です。わたしはあなたを助ける神で

あるとおっしゃっているのです。

3. わたしも歩かせてください

　　ペトロは「あなたでしたら、わたしに命令し

て、水の上を歩かせてください」といいました。

ペトロは「神の子、イエス様、あなたでしたら」

といっているのです。「まことの神であるあな

たの言葉があれば、私も水の上を歩くことがで

きます」という信仰です。

　　このペトロにイエス様は「来なさい」といわ

れました。ペトロは主イエスの御言葉に信頼し、

水の上を歩き始めました。

4. 風を見て恐ろしくなり……

　　突然、ペトロは沈み始めます。強い風を見て

恐ろしくなったからです。イエス様だけを見つ

めて歩き始めたときには、強い風がふいていて

も怖いとは思いませんでした。しかし、ペトロ

の心の中に、この風が自分を溺れさせてしまう

かもしれないという恐怖が生まれました。

　「主よ、助けてください」とペトロは叫びました。

イエス様はすぐに手を伸ばし、ペトロを捕まえ

てくださいました。それからすぐに嵐は静まり

ました。

5. 信仰の薄い者よ

　　イエス様はペトロに向かって「信仰の薄い者

よ、なぜ疑ったのか」といわれました。

　　ペトロはイエス様を信じて歩き始めました。

しかし、風を見たとき、イエス様を信じる信仰

と強い風に対する恐怖で、心が二つに分かれて

しまいました。

　　イエス様を信じていれば怖いものがなくなる

のではありません。私たちもペトロのように恐

怖で心が支配されそうになることがあります。

しかし、イエス様はすぐに助けに来てください

ます。「わたしだ。恐れることはない」と力強

く私を導いてくださいます。

6. みことばカードを作ろう

・きれいな絵や色のついたメッセージカード（名

刺大）を用意する

・それぞれが暗記したい御言葉を書く

・誰かにプレゼントしてもよい

　（聖書箇所の例）詩編50：15、ヨハネ16：33、

ヘブル13：5、イザヤ40：31、イザヤ43：4、

一ヨハネ4：16、ヨハネ14：6、マタイ11：28、

ペトロの手紙一5：7、ヨハネ14：18、ローマ8：

28、テサロニケ一5：16～18
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	 1月21日	 「湖の上を歩く主イエス」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

27、33が挙げられています。

問27	 イエスさまの王としてのお働きは何です

か。

答	 私たちの王さまとなってくださることで

す。弱い私たちが悪に滅ぼされないように

戦い、私たちを従わせ、治め、お守りくだ

さいます。

	 この王さまこそ真の王さまです。ですから、

私たちは心を込めて従います。

問33	 聖化の歩みとは何ですか。

答	 神さまの子どもとして、罪に死に、神さま

の御子イエスさまのお姿に似せられていく

ことです。神さまに愛されている喜びのう

ちに、私たちも神さまを愛して歩みます。

※問27はウ小教理では問26、問33はウ小教理で

は問35にあたります。ご参照ください。

※人生において、嵐とも思えるような状況に遭っ

た時、どうしても揺らいでしまうわたしたち人

間……。ペトロを責めることはできません。天

地創造の父なる神、その御子イエス・キリスト

を堅く信じることへと導かれたいものです。次

に記すカテキズムは以前にも出てきたものです

が、覚えているかどうか、おさらいしてみましょ

う。

ハイデルベルク信仰問答

問28	 神の創造と摂理を知ることによって、わた

したちはどのような益を受けますか。

答	 わたしたちが逆境においては忍耐強く、順

境においては感謝し、将来については	わ

たしたちの真実な父なる神をかたく信じ、

どんな被造物も	この方の愛からわたした

ちを引き離すことはできないと確信できる

ようになる、ということです。

	 なぜなら、あらゆる被造物はこの方の御手

の中にあるので、御心によらないでは	動

くことも動かされることもできないからで

す。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　コリント二4：18

　月曜日　　ヤコブ1：3

　火曜日　　テサロニケ一5：16～22

　水曜日　　詩編55：23

　木曜日　　ローマ5：3～5

　金曜日　　ローマ8：38、39

　土曜日　　使徒17：24～28

先生方へ③

そのような教理問答を、有無を言わさず暗唱

させるのは、正しくありません。立ち止まっ

て、その文言で納得できるか、できないとし

たら、問答の文章のほうが正しくないのか、

自分の至らなさゆえに納得できないのか、聖

書に聞く必要があります。前号でお勧めした

ように、教理問答の引照聖句を、一緒に一つ

一つ丁寧に開いて読む作業をして、話し合っ

てみてください。結論を急ぐ必要はありませ

ん。時間内で話し合えるだけ話し合って終っ

てしまってもいいのです。自分で考える力を

引き出してあげられるように導きたいもので

す。そのような話し合いを導くためには、教

師の側での準備と祈り・黙想が不可欠にな

ります。どうぞよき備えができますように

……。
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　私たちの信仰の本質と、教会の本質とがこの御

言葉の中に現されている。

　

１　主イエスの問いかけへの人々の反応

  （13～14節）

　「イエスとは誰か」ということについて、この

時人々の間に定まった見方はなかった。ここで述

べられている様々な反応は、確かに主イエスの中

に神の働きを見る好意的な声ではあったが、同時

にイエスはキリスト（救い主）ではなく、メシア

には及ばないという留保付きの声であった。

２　主イエスの問いかけへのペトロの応答

 （15～17節）

　しかしペトロの口が、イエスを救い主メシア、

つまりキリストであると真理を告白した。イエス

がメシア・救い主であり生ける神の子であるとい

うこと、これこそ信仰の本質を表す告白である。

信仰とはこの事実を告白し信じることである。そ

してこの告白がペトロの口から突如発せられたこ

との裏には、神の導きがあった。イエスが神であ

り救い主であるという告白は、私たちの内側に

宿ってくださる神が、そこまで私達を導いてくだ

さるゆえに成せる告白である（コリントー12:3）。

主イエスへの正しい信仰告白は、それを告白して

いる者が既に神に結び付けられていることの証明

である。

３　主による教会の建設（18～20節）

　主イエスが語られたペトロへの御計画とは、彼

を教会の礎とするという厳かなものであった。カ

トリック教会はこの箇所を教皇制度の根拠とし、

教皇はペトロの職務を受け継ぐ者であり、教皇こ

そが教会の土台であるとしてきた。しかしプロテ

スタント教会はペトロの告白とその信仰こそが、

教会の土台であると理解している。しかし何より

重要なことは、その信仰という土台を据えてくだ

さるのが主であるばかりか、さらにその土台の上

に教会を建て上げてくださるのも、他ならぬ主御

自身であるということである。教会は主のもので

あり、そうであるからこそ「陰府の力もこれに対

抗できない」のである。「陰府の力」とは死の神

である「ハデスの門」という言葉であり、当時人

は死によって、決して帰ってくる事の出来ない死

者の国のその門の中に閉じ込められてしまうと考

えられていた。しかし主の教会において、人間に

とって克服不可能な死の力さえも無力なものとな

るのである。「つなぐ」とは「排除する」、つまり

禁ずるという意味を持っており、一方「解く」と

は「許可する」、つまり天の国への入場を許すと

いう言葉である。すなわち教会は、天国の門を地

上において開閉させ得る程の重要な存在なのであ

る。

　ペトロはこの後、この告白にもかかわらずその

同じ口から、「私は主イエスを知らない」と三度

も語った。彼は主に信仰を言い表しながらも依然

として弱さの中にあったが、主はペトロの告白と、

彼への約束を無にはされなかった。主はペトロの

罪を十字架によって清算し、すべてを赦してくだ

さり、ペンテコステの日には彼に聖霊を注いで、

彼を約束どおり教会の土台として用いてくださっ

た。

　このペトロの歩みを、彼の上に建てられた私た

ちの教会もまた歩む。教会に集う私たちは、弱く

不確かな者であるが、教会を建て上げ、今もその

上にかしらとして立たれている方は、唯一確かな

お方である。私たちと教会はこの方によって立つ。

	 （吉岡契典）

	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書16章13～20節



─ 40 ─

　主イエスは、お弟子さんたちを連れて、フィリ

ポ・カイサリアというところに行きました。フィ

リポ・カイサリアというのは、ガリラヤの北、ヘ

ルモン山の麓に位置する高原地方で、ヘルモン山

からの地下水が湧き出す、湧き水の豊かなところ

で、緑も濃く、有名な避暑地でした。主イエスの

時代には、多くの外国人が、このフィリポ・カイ

サリアを訪れていたようです。しかし、そこはま

た偶像礼拝が盛んな場所でもあり、とりわけ、皇

帝礼拝のための施設が設けられてからは、有名な

皇帝礼拝の場所でもありました。

　主イエスは、いったいどうして弟子たちをフィ

リポ・カイサリアに連れて行ったのでしょうか。

避暑地に連れて行って休息するためであったの

か、まさか偶像礼拝、皇帝礼拝をするためではな

いでしょう。主イエスは、このフィリポ・カイサ

リアで弟子たちに問いかけられました。「あなた

がたはわたしを何者だと言うのか」。

　主イエスと弟子たちのまわりには、多くの異教

の神々、偶像がありました。皇帝礼拝をしている

人々もあります。立派な施設があって、さまざま

な神々が神として礼拝されています。その中で、

主イエスは弟子たちに問いかけます。「あなたは、

わたしのことを何者だと言うのか」、「目の前にい

るこのわたしに何を見るのか」。

　主イエスが弟子たちに問いかけられた状況は、

今の日本のわたしたちの状況に似ていると思いま

す。日本で生きていると、まわりには多くの偶像

があり、異教の神々に囲まれています。人はそれ

ぞれ思い思いに神々を礼拝し、お守りを持ったり、

占いをしたりしています。そして、日本は、数十

年前まで、天皇という神がいると言っていた国で

もあります。同じ人間であるのに、その人のこと

を神であると言っていたのです。そのような中で、

主イエスは、わたしたちにも問いかけておられま

す。「あなたがたは、わたしを何者だと言うのか」。

　このとき、おそらくほかの弟子たちも口々に自

分の思いを告白したでしょう。その中で、弟子た

ちを代表して、ペトロさんの告白が聖書に書き留

められました。ペトロは主イエスに答えました。

「あなたはメシア、生ける神の子です」。メシアと

いうのは「救い主キリスト」ということです。ペ

トロさんは、「あなたこそまことの救い主、キリ

ストであられます。あなたこそ生けるまことの神

です」と告白しました。

　この告白はとても驚くべきことです。まわりの

人々は、主イエスのことを預言者の一人であると

考えていたようです。主イエスは、しばしばたい

	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書16章13～20節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問22、23

〔単元のねらい〕

　この箇所は、次主日の御言葉とあわせて、マタイ福音書における主イエスの歩みにおいて、一つのク

ライマックスを構成している御言葉である。主イエスの地上の生涯の最大のクライマックスは、なんと

言っても十字架である。その地上の歩みの半ばにおいて、その十字架を見通すことができるような、一

つの頂点がここにある。ここにおいて、主イエスが「まことの神」、「救い主」であることが明らかにさ

れるのである。そのために、ペトロの口が用いられて、信仰を告白する。これは、御父が与えたもうた

信仰告白である。この告白を通して、主イエスこそまことの神、救い主であると告白できる幸いを知っ

て感謝したい。また、キリストを土台として建てられる教会においてこそ、真実にこの信仰に生きるこ

とができるのであって、教会が与えられている幸いを共に喜び、感謝したい。

「あなたこそ救い主、生ける神の子です」
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へん力ある御業、奇跡を行い、病の人をいやして

おられました。そのような不思議な御業を見て、

だれしも、この人はふつうの人ではないと思って

いました。しかし、それでも、「人」であると思っ

ていました。預言者の一人であろうと思っていた

のです。もちろん、主イエスは、「人」であられ、

一人の人間です。しかし、主イエスは、御父がお

遣わしくださった独り子なる神、救い主であるお

方でもあります。ペトロはそのことを信じて、目

の前にいる主イエスに対して、「わたしはあなた

をただの『人』とか、『預言者』とは思いません。

あなたはまことの神であられます。あなたは、御

父がお遣わしくださった救い主、キリストであら

れます」と告白したのです。

　この告白は、まわりの多くの偶像の神々、偽り

の神々をきっぱり拒否するということにほかなり

ません。偶像や皇帝を礼拝することを拒否して、

「あなたこそまことの神の御子であられます」と

告白して、主イエスを礼拝したのです。

　主イエスは、このペトロの信仰告白を喜ばれま

した。「あなたは幸いだ。あなたにこのことを現

したのは、人間ではなく、わたしの天の父なのだ」。

このような信仰告白は、ペトロ自身の心の中から

生み出されたものではなく、天の父から授けられ

たものであるということです。ペトロに人間の力

ではない、神の御力が確かに働いていること、そ

のことを主イエスは喜ばれました。

　わたしたちは、主イエスのことをなんと言って

告白するのでしょうか。「あなたこそまことの救

い主、人となられた生ける神の子です」と告白で

きるでしょうか。できるならば、それは、神の御

力が働いて、御父がわたしたちに与えてくださっ

た信仰の告白なのです。「主イエスさまこそ救い

主、まことの神さまです」と言うことができる、

そのような心を与えてくださった神さまをほめた

たえて、感謝いたしましょう。

　主イエスは、このような信仰を喜ばれ、ペトロ

におっしゃいました。「あなたはペトロ。わたし

はこの岩の上にわたしの教会を建てる。陰府の力

もこれに対抗できない」。「この岩の上に」と言わ

れます。「この岩の上に」とは、ペトロの告白し

た「信仰告白の上に」ということです。そして、

ペトロの信仰告白は、「主イエスこそまことの救

い主」というものでした。ですから、「キリスト

の上に」、「キリストを土台として」教会が建てら

れるということです。

　主なる神、御父は、御自身の独り子イエス・キ

リストを土台として、教会を建ててくださいます。

だからこそ、「陰府の力もこれに対抗できない」。

主イエスの御業、神の愛から、わたしたちを引き

離すことはだれもできないのです。

　わたしたちは、この主イエス・キリストを土台

とする教会に集められて、神さまを礼拝していま

す。教会に集められて、主イエス・キリストに結

び合わせられてこそ、「主イエスさまこそ生ける

神の御子、まことの救い主キリストです」と告白

できます。教会が与えられて、お友だちと一緒に

集まって、「イェスさまがいちばん！」と言って

賛美できることは、とてもすばらしいことですね。

教会が与えられ、信仰の友だちが与えられている

ことを喜びましょう。教会に来ることを大切にし

て、ペトロの信仰告白、「主イエスさま、あなた

こそ生ける神の子キリストです」という告白を自

分のものといたしましょう。主イエスさまと父な

る神さまが働いてくださって、神さまの愛から離

れることのないように、いつもわたしたちを守っ

てくださっています。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書16章16節

シモン・ペトロが、「あなたはメシア、生ける神の子です」と答えた。
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	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 幼稚科

〈ねらい〉

　幼い子どもたちは、今は親に連れられて毎週教

会へ通ってきます。しかし、いつの日か、自分の

口で信仰を告白することを待ち望み、私たちは教

会学校で子どもたちと共に歩んでいます。

　今日の箇所では、主イエスが「まことの神」「救

い主」であることが明らかにされます。そのため

に神様の導きによりペトロの口が用いられて、信

仰を告白します。

　私たちも子どもたちも「主イエス様こそ救い主、

まことの神様です」と告白できることを神様に感

謝しましょう。

〈展開例〉

　ある時、イエス様がお弟子さんたちに、「あな

たたちは、私を何者だと思いますか」って質問し

たんだよ。（イエス様の絵を見せるとよいでしょ

う。）

　みんなだったら、なんて答えますか。「イエス

様はどんな方ですか」（一人ずつ聞くのもよいで

しょう。もし、「神様」といった答えが返ってき

たら、いっぱいほめてあげましょう。また、それ

は、神様が言わせて下さったことも伝え、共に感

謝しましょう。）

　すると、お弟子さんの一人ペトロさんがこう答

えました。「あなたはメシア、生ける神の子です。」

これは、「あなたはただの人ではなく、まことの

神様、そして、救い主、天国へと導いて下さるお

方です」という意味です。

　みんなもこのペトロさんのように神様によって

イエス様のことが告白できるとよいですね。

　それでは、続けて言ってみましょう。

　「イエス様、あなたこそ救い主、生ける神の子

です」

〈おいのり〉

　神様、小さい私たちも、ペトロさんのように「イ

エス様こそ生ける神の子キリストです」と言える

ようにして下さい。そして、主イエス様と神様が

働いて下さって、神様の愛から離れることのない

ように、いつも私たちを守っていて下さい。アー

メン。

「あなたはメシア、生ける神の子です」
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	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 小学科下級

〈ねらい〉

　自分の信仰を神の前で告白し、言い表すことの

大切さ、重要さをペトロの信仰告白を通して理解

を深め、確信へと導く。また、異教の地に於いて

様々な神理解がなされている中で、我々のとるべ

き態度（信仰告白）がどんな逆境にも耐えられしっ

かりと地上でつながれること、そしてそれが天の

国の鍵を授けられる特権へと導かれることを共に

喜びを持って語り合えるようにしたい。

〈展開例〉

　みんなは神様のことを信じていますね。それを

誰かに教えたことはありますか？　誰でもいいで

す、お友達でも、誰でもいいです。それを伝える

ときになぜだかドキドキしてしまうかもしれませ

んね。見たこともない神様を信じているって言う

と、お友達などが変な風に感じてしまわないかと

か、神様っていないって言う人がたくさんいるっ

ていうことをみんなは知ってるからだよね。

　「神様なんていないんだよ」

　「そんなの信じているなんて信じられない」

という人たちの前で、

　「神様って絶対いるんだ！」

というのはとても勇気のいることです。

　本当の神様を伝えるのは、とっても難しいこと

なのです。でもね、それよりドキドキしてしまう

ことがあるんだ。何だと思う？　それは神様に向

かって「神様、信じています！」とハッキリ言う

ことなんだ。私たちの弱い心をすべてご存知な

のに「神様を信じます」なんて、本当に神様の前

で言えるかなぁ？　どうだろう？　これはとって

も大切なことなんだよ。実は、このことをキチン

と心で信じて、言えることができれば、信じてい

ない人にもちゃんと伝えられるんだ。ペテロさん

の信仰をもう一度しっかり聖書から学んでみよう

ね。

　ペトロさんはイエス様に

　「あなたはメシア、生ける神の子です。」

とハッキリ言いました。メシアとは救い主、私た

ちを罪から救ってくださる方、ということです。

私たちもペトロさんのようにハッキリ神様を信じ

ます、と言えるようになりたいですね。

〈ワーク〉

1. ペトロさんはイエス様に

　　「あなたは○○○、生ける神の子です。」と言

いました。

　○○○は何かな？

　→メシア

2. イエス様はペトロさんに

　　「天の国の鍵をあげよう。」と言いました。ど

うしたら私たちもその鍵をもらえることができ

るかな？

　→神様の前でハッキリ「神様を信じています。」

と答えることができたら。

3. その鍵はどんな形をしているか、絵を書いて

みよう。

　→絵は色々想像豊かに書かせるのも良いし、想

像で言わせるのも楽しい。何れにしても信じ

ることによって私たちに大きな恵み、特権が

与えられることを期待させたい。

4. どうやったら神様に自分が信じていることを

お伝えできるかな？

　→自由に話し合おう。洗礼式や信仰告白時に神

と教会の前で誓約することなどを話し、理解

を深めてもよい。

〈おいのり〉

　神様、私たちに神様のことを信じる心をお与え

ください。そしてハッキリと言い表すことができ

ますように、私たちの信仰を強めてください。主

イエス・キリストの御名によってお祈りします。

アーメン。
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	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様を生ける神の子と告白できる幸い。

〈展開例〉

1. イエス様ってどんな方？

　　人々はイエス様のことを「洗礼者ヨハネ」「エ

リヤ」「エレミヤ」「預言者の一人」などといっ

ていました。偉大な人、神から遣わされた預言

者の一人として見ていたのです。

　　あなたは「イエス様とはあなたにとって、ど

んな方ですか」と聞かれたら何と答えますか。

　・立派な生き方をした偉い人

　・十字架で殺されてしまったかわいそうな人

　・神の御子、私の救い主

2.「わたしを何者だと言うのか」

　　今の世の人々もイエス・キリストをいろいろ

ないい方で表します。立派な生き方を教えた人、

人格者、偉大な宗教指導者、キリスト教を始め

た人など。

　　イエス様を信じるとは、イエス様にならって

正しい生き方をすることだと思っている人もい

ます。でもそれは道徳であって信仰ではありま

せん。

　　ペトロはこう答えました。「あなたはメシア、

生ける神の子です」。ペトロはイエス様を単な

る偉い先生ではなく「真の神の御子、救い主で

す」と告白したのです。

3.「あなたは幸いだ」

　　イエス様はそんなペトロに「あなたは幸いだ」

といわれました。ペトロが正しい答えをしたの

で、ほめたのではありません。「そのように告

白できるようにしてくださったのは、神様の力

によるのです。ペトロ、あなたはその祝福を受

けたのだ」といっているのです。

　　ペトロは、イエス様が病気の人を癒されたり、

5000人の人々を満腹させたり、嵐を静めるな

どの、多くの力あるみわざを見てきました。そ

のようなみわざをとおして、神様はペトロに正

しい信仰告白の備えをしてくださいました。

　　イエス様を正しく告白することは、人の力で

はできないことです。父なる神様が与えてくだ

さるものです。ですから「イエス様こそ生ける

神の御子、救い主です」と告白できる人は、本

当に幸いな人なのです。

　　イエス様を神の御子と信じる人は、困難や誘

惑に押しつぶされてしまわないように、神様の

恵みの力でおおっていただけます。神様は信じ

る私たちを神の御子イエス様によって、終わり

までその信仰を守り支えてくださいます。

4. この岩の上に教会を建てる

　　イエス様は「この岩（信仰告白）の上にわた

しの教会を建てる」といわれました。

　　教会はイエス様を信じる人たちの集まりで

す。神様は教会につながる私たちにも、ペトロ

が告白したのと同じ信仰を与え、神の恵みで満

たしてくださいます。どんな悪しき力も教会に

打ち勝つことはできません。

5. 考えてみよう

①もし、イエス様が神の御子でなかったら……

　　「生ける神の子です」といったペトロの信仰

告白を受け入れたイエス様は、大嘘つきになっ

てしまいます。

②イエス様はあなたにとってどんな方？

　（その人の生き方があらわされます）

　・趣味としてのイエス様（気の向いたときにだ

けお祈りしたり、教会に行く）

　・スーパーマンとしてのイエス様（困ったとき

だけ思い出して、助けを求める）

　・まことの神の御子、私の救い主（どんなとき

でもイエス様を信頼し、従っていく）
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	 1月28日	 「ペトロの信仰告白」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22、23が挙げられています。問23の方を記し

ます。

問23	 主イエス・キリストとお呼びするのはなぜ

ですか。

答	 イエスとはお名前で「罪からの救い主」、

キリストはお働きを表し、「神さまから油

を注がれた方」という意味です。このお方

が私たちの主として与えられました。です

から、私たちは、喜びと感謝をもって主イ

エス・キリストとお呼びするのです。

※「キリスト」の意味について、カルヴァンが書

いたジュネーヴ教会信仰問答は次のように答え

ています。

ジュネーヴ教会信仰問答

問34	 次に「キリスト」という名は何を意味しま

すか。

答	 この言葉は彼の職務をさらに良く表すもの

です。すなわち、彼は御父から、王として、

祭司として、預言者として、「油注がれた

もうた」ことを意味します。

問35	 どういうふうにして、あなたはそのことを

知っているのですか。

答	 聖書ではこの三つの役目に油注ぎを適用す

るからです。そして、私たちのいうこの三

職はしばしばキリストに帰せられていま

す。

問36	 しかし、どのような種類の油を彼は注がれ

たもうたのでしょうか。

答	 それは目に見える油ではありません。昔の

王たち、祭司たち、預言者たちを聖別する

に当たって用いられたのは、そのような目

に見える油でしたが、それよりも優れた油、

すなわち聖霊の恵みであります。それは外

的な油注ぎの指し示す真理そのものです。

※イエス・キリストを告白する文言として、次の

どちらかのカテキズムを暗唱出来るようになり

ましょう。ウ小教理の「神の選民の」は「あな

たの」と言い換えて生徒たちに問いかけてみる

と、実感が湧いてくるかもしれません。

ウェストミンスター小教理問答

問21	 神の選民のあがない主とは、どなたですか。

答	 神の選民の唯一のあがない主は、主イエ

ス・キリストです。このかたは、神の永遠

の御子でありつつ、人となられました。そ

れで、当時も今もいつまでも、二つの区別

された性質、一つの人格をもつ、神また人

であり続けられます。

ハイデルベルク信仰問答

問18	 それでは、まことの神であると同時にまこ

との正しい人間でもある、その仲保者とは

いったいどなたですか。

答	 わたしたちの主イエス・キリストです。こ

の方は、完全な贖いと義のために、わたし

たちに与えられているお方なのです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ16：16

　月曜日　　イザヤ61：1

　火曜日　　詩編45：8

　水曜日　　テモテ一2：5～6

　木曜日　　ヘブライ7：24～25

　金曜日　　ルカ2：11

　土曜日　　マタイ1：21～23
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　イエス様は、山の上で、顔は太陽のように輝き、

服は光りのように白くなりました。イエス様が

モーセとエリヤと話し合っていることは、ペトロ

にも分かりました。そのとき、ペトロは、仮小屋

を三つ建てましょうと語ります。ペトロらしい発

言と言えましょう。その気持ちは分かります。こ

のような栄光に輝くイエス様の姿を見続けていた

かったのです。いつでも、イエス様がモーセとエ

リヤと話せる場所を用意しておきたいのです。ま

た、ペトロは、イエス様の栄光の姿を留めおくた

めに、自分でも何かできることがあると思ってい

ます。

　そのようにペトロが語っているとき、光輝く雲

が覆い、天から声がありました。そのとき、三人

の弟子たちは、これを聞いてひれ伏し、非常に恐

れました（6節）。彼らは、その光を見ること、また、

天からの声を聞くことに耐えられず、恐れの余り

に顔を地に伏せたのです。この出来事は、好奇心

をそそるものであるより、聖なる光景への畏敬、

畏怖、恐れを呼び起こすものです。ペトロが気軽

に口を挟めるような状況とは、全く違うのです。

人間の目が見続け、人間の耳が聞き続けるには、

余りにも眩しすぎる光栄であり、御声です。です

から、この物語を語ろうとする者は、まず、畏敬

の念をもってテキストを向き合うことから始めね

ばなりません。

　7節によれば、彼らは、イエス様から、手で触

れていただき、立ち上がることができました。弟

子たちが顔を上げたとき、モーセとエリヤは見え

ず、イエス様も以前の姿であったかもしれせん。

しかし、ここに真の礼拝があります。栄光の主の

輝きを知り、栄光の主を見続けることができない

自分を知るとき、人は、ひれ伏すしかないのです。

同時に、そのとき、イエス様が手を差し伸べ、私

たちの顔を上げ、イエス様を見る者としてくださ

います。私たちは、イエス様の憐れみによって、

見ることができないことを見、聞くことができな

い声を聞く恵みへと、招かれています。

　今日のテキストは、文脈を正しく理解し、話し

の流れを掴むことが、特に大切です。弟子たちは、

イエス様が十字架に進まれる直前に、栄光の主の

御姿を拝することを許されました。ここに現れた

モーセとエリヤは、旧約を代表する二人であり、

旧約聖書の律法と預言を象徴的に表わしていま

す。ルカによる福音書の平行記事によれば、十字

架が律法と預言を満たすものであることを、彼ら

は話し合ったのでしょう。モーセとエリヤによっ

て代表される旧約聖書全体の教えが、十字架のな

かで成就します。

　イエス様ご自身の本当の姿は、今日の箇所が示

していますように光り輝く栄光の姿です。そのお

方が、光りと輝きを消し、十字架の暗さのなかに

入ってきてくださいました。これは、私たちの罪

のためです。十字架の暗さは、私たちの罪の暗さ

です。イエス様は、十字架の暗闇のなかにあって

も、栄光の主であり、光り輝くお方であります。

弟子たちは、「これは私の愛する子、私の心に適

う者、これに聞け」という声を聞きました。十字

架に進み行くなかで、弟子たちは、イエス様が神

様の愛する御子であることを覚えることができる

ように、この出来事は起こったのです。

　また、終末の完成前に現れるエリヤとは、洗礼

者ヨハネのことです。律法学者は、新しいエリヤ

の到来を預言できますが、洗礼者ヨハネがその預

言の成就者であることを知りません。そして、ヨ

ハネは、無惨な殺され方をします。エリヤの後に

現れた真の救い主イエス様も、彼らによって、殺

されます。光が消されてしまいそうです。しかし、

イエス様は、三日後に復活されます。そして、復

活後に弟子たちは、栄光の主を語り始めます。闇

は光に勝つことはありません。暗闇が、この世と

私たちの心を被うかもしれません。しかし、それ

は、罪の暗さであっても、イエス様の暗さではあ

りません。何が起きても、どのような暗闇のなか

でも、栄光の主を仰ぎましょう。	 （岩崎　謙）

	 2月4日	 「山上の変貌」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書17章1～13節
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　今朝も、聖書の御言葉を一緒に聴くことができ

て嬉しいです。先ほど聴いた御言葉、びっくりし

ましたね。何が起きたのでしたか。

　主イエスは三人の弟子たちを連れて、山に登ら

れました。ペトロ、ヤコブ、ヨハネの三人を連れ

て、高い山に登られた。おそらくはお祈りをする

ためです。ときどき、主イエスは、人々から離れ

て、静かなところに行って、お祈りをされます。

三人のお弟子さんだけを一緒に連れて、お祈りを

するために山に登られました。そのお祈りをして

いるときに、驚きました。お弟子さんたちの見て

いる前で、主イエスの姿が白く光り輝くように変

わったのです。顔は太陽のように輝いて、服は光

のように白くなりました。主イエスさまが、白く

明るく光り輝いておられたということです。これ

はいったい何事でしょうか。見ていると、さらに

驚いたことに、モーセとエリヤが現れて、主イエ

スさまと話をしておられます。これはいったいど

ういうことなのでしょうか。

　このことがわかるためには、少し戻って、お話

ししなければなりません。先週のことを思い出し

ましょう。先週は、主イエスとお弟子さんたちが

フィリポ・カイサリアに行ったお話でした。ペト

ロさんが「あなたこそ生ける神の子、まことの救

い主キリストです」と信仰を告白して、主イエス

はとても喜ばれました。「あなたはペトロ。わた

しはこの岩の上にわたしの教会を建てる」とおっ

しゃって、神の子救い主キリストを信じる信仰の

上にこそ教会を建てると約束されました。

　先週のお話はそこまででしたが、そのペトロの

信仰告白のあと、続いて、主イエスは弟子たちに

いろいろな話をなさいました。主イエスがこれか

ら何をなさるのか、救い主キリストとしてどのよ

うなお働きをされるのか、ということについてで

す。主イエスが「神の子救い主キリスト」である

ならば、救い主キリストは何をしなければならな

いのか、何のために遣わされているのか、主イエ

スはお弟子さんたちにお話しされました。

　そのお話はお弟子さんたちにとって、驚くべき

ものでした。主イエスは、御自身が十字架につけ

られて殺されると、そうおっしゃったからです。

苦しみを受けて殺されるとおっしゃったのです。

	 2月4日	 「山上の変貌」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書17章1～13節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問22、24

〔単元のねらい〕

　先週の箇所と一つに結ばれている御言葉である。主イエスは、ペトロの信仰告白を受けて、御自身の

救い主キリストとしての働きが十字架にあること、苦しみを受けて殺されることにあることを明らかに

された。マタイ16章21節～28節をお読みいただきたい。ここで主イエスが明らかにされた救い主キリ

ストの姿は、このときの弟子たちの受け入れられるものではなかった。ペトロに与えられた信仰告白

は、まことに天の御父が現したものであった。こうして、とまどいと不安、恐れの中に置かれた弟子た

ちに、恵みの出来事が与えられる。それが今朝の御言葉である。主イエスは、まことの人であられるが、

同時に真実に神の御子であられ、栄光の内に光り輝くお方である。それは、とりわけ、苦難を経て栄光

を受けられるのである。その栄光をかいま見る機会を与えられて、弟子たちの信仰は守られ、強められ

た。やがて復活の主イエスと出会い、聖霊を注がれて、弟子たちは、この出来事の意味を悟ることになっ

たであろう。主イエスのお姿が変わった驚きを子どもたちと共有し、「これに聞け」と約束されている、

この神の約束に信頼することに立つことへと子どもたちを招きたい。

「白く光り輝く主イエスさま」
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今、わたしたちは、あまり驚かないかもしれませ

ん。でもよく考えましょう。わたしたちは、教会

に来て、最初から、十字架につけられたお方とし

て主イエスさまを知っています。でも、このとき

のお弟子さんたちは、まだ主イエスの十字架を知

りません。主イエスは、まだ十字架につけられて

おらず、弟子たちと生活を共にして、福音を宣べ

伝えていました。また、お弟子さんたちにとって、

救い主キリストとは、イスラエルの国を再建して、

ダビデの王国を打ち立てる、地上の王様のことで

ありました。イスラエルの国は、今はローマ帝国

に支配されている。そのローマの支配を打ち破っ

て、ダビデの王国を回復してくださる。そのよう

な英雄であったのです。主イエスは、やがて立ち

上がって、そのような英雄として活躍される。弟

子たちはみな、そのことを期待していました。で

すから、ペトロは、十字架につけられるとおっしゃ

る主イエスをさえぎって、そんなことを言っては

いけませんと、主イエスをさとそうとしたほどな

のです。けれども、逆に主イエスは、そんなペト

ロをおしかりになりました。「あなたはわたしの

邪魔をするのか」とおっしゃって、厳しくペトロ

をおしかりになったのです。

　そのように、御自身が十字架につけられて殺さ

れる。そうしてこそ救い主としての働きを成し遂

げることができる。あなたたちも自分を低くして、

自分の十字架を背負いなさいと、主イエスは弟子

たちにお教えになりました。そのようにお教えに

なりながら、ガリラヤへと帰って来たのです。お

弟子さんたちは、主イエスのお話はどういうこと

であるのか、とまどいながら帰って来ることにな

りました。主イエスさまのおっしゃることは本当

であろうか。主イエスさまのお言葉を信じてよい

のであろうかと、迷ったり、疑ったりする心が湧

き起こっていたかもしれません。

　そのような迷いや疑いを解決する近道は何か。

主イエスはそのことをご存じでした。それはお祈

りすることです。主イエスと一緒にお祈りするこ

と。だから、主イエスは、お弟子さんを連れて山

に登り、一緒にお祈りをしました。そして、天の

御父は、そのお祈りに答えてくださいました。す

ばらしい出来事を与えて、お弟子さんたちに答え

てくださいました。

　お祈りしていると、主イエスさまの姿が光り輝

いてきました。白い光に包まれて、これは、神の

御子の栄光の光です。主イエスさまはまことの神

さまであり、神の御子であられる。そのことは確

かなことであると、不思議な出来事を通して証し

されたのです。モーセさんとエリヤさんが現れて

主イエスと話をします。旧約の預言者であるモー

セとエリヤさんです。主イエスさまがこれからな

さろうとしておられることは、旧約聖書において

預言され、約束されていることなのです。旧約聖

書は、主イエスの十字架を指し示しています。そ

して、光り輝く雲に覆われて、天からの声が聞こ

えます。「これはわたしの愛する子、わたしの心

に適う者。これに聞け」。天の御父が、この主イ

エスこそまことの神の御子、神の御心に適うお方

であると、そうはっきりとおっしゃいました。こ

のお方に聞いて、信頼すればよいのです。このお

方を疑う必要はない。そういうことです。

　主イエスさまが十字架につけられ、苦しまれて

殺される。これはたいへんつらいこと、悲しいこ

と、厳しいことです。しかし、その道を通ってこ

そ、主イエスは、栄光を受けられます。そこに神

の御心があるのです。

　お弟子さんたちは、このような不思議な出来事

を心に刻んで、やがて主イエスがよみがえられた

ときに、この救い主キリストの御業を知り、理解

することができるようにと整えられました。主イ

エスさまは、十字架を堪え忍んで、その苦しみを

経て栄光をお受けになるお方です。主イエスの十

字架のお姿を見つめてこそ、まことの神としての

み姿、その栄光を見ることができます。聖書は、

この主イエスを見つめなさいと、わたしたちに語

りかけているのです。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書17章5節

これはわたしの愛する子、わたしの心に適う者。これに聞け。
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	 2月4日	 「山上の変貌」	 幼稚科

〈ねらい〉

　主イエスは私たちに必要な助けを与えてくださ

る。だからどんな時でも主の言葉を聞き、ただ主

に信頼して歩んでいこう。

〈展開例〉

　ある日、イエス様はペトロとヤコブ、ヨハネの

三人のお弟子さんたちだけを連れて、お祈りをす

るために高い山に登られました。お祈りをしてい

ると驚いたことに、お弟子さんたちのいるところ

でイエス様のお姿が変わってきました。顔は太陽

のように輝き、服は光のように白くなりました。

そしてもっと驚いてしまうのがそこにモーセとエ

リヤが現れて、イエス様とお話をはじめました。

　ペトロは「主よ。私たちがここにいるのはすば

らしいことです。お望みでしたら私がここに仮小

屋を三つ建てましょう。ひとつはあなたのために、

ひとつはモーセのために、もうひとつはエリヤの

ために」と言いました。でもあんまり驚いてしまっ

て、本当は自分でも何をいっているのかわかって

いませんでした。

　ペトロが話しているうちに今度は光り輝く雲が

出てきて、イエスさまとモーセとエリヤを包み込

んでしまいました。すると光り輝く雲の中から「こ

れは私の愛する子、私の心に適う者。これに聞け」

という声がしました。三人のお弟子さんたちはそ

の声を聞くとなんだかとても怖くなって、顔をあ

げて見ていられなくなりました。気がつくとイエ

ス様が三人の手をとって、「起きなさい、恐れる

ことはありません」と言われました。顔を上げる

ともうイエス様はいつものお姿でほかには誰もい

ませんでした。

　雲の中から「これは私の愛する子」と言われた

のはどなたでしょうか。父なる神様ですね。父な

る神様がご自分からイエス様は神の子です、と

はっきりおっしゃっているのです。素晴らしいで

すね。イエス様は怖がって下を向いたお弟子さん

たちに「恐れることはありません」といって手を

とってくださいました。私たちがこまっていると

きも、イエス様は必ず手をとってくださいます。

だからどんな時でも神様の声を聞き、神様にしっ

かりつながって歩いていきましょうね。

〈おいのり〉

　神様、弱い私たちが倒れてしまってもいつも助

けてくださることをありがとうございます。どう

か私たちがいつでもどこでもどんな時でも神様の

声を聞いて従っていけるように助けてください。

声が雲の中から聞こえた
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	 2月4日	 「山上の変貌」	 小学科下級

〈ねらい〉

　イエス様は信頼していた三人（ペトロ、ヤコブ、

その兄弟ヨハネ）だけを連れて、祈りに没頭する

ために高い山に登られた。これから苦しみを受け

る使命を確認するためであっただろう。すると、

イエスの姿が目の前で見ることが困難なほどで光

り輝いた。目をあけると旧約を代表する二人と共

に話し、イエスの姿は権威ある者の姿として描写

され、その聖書全体、歴史全体にもこの光景の意

味の深さを読者に伝えようとしている。子供たち

にはその驚くべき光景が前週のペトロの信仰告白

と、この後起こる事態（十字架）との応答である

ように、できるだけ的然に伝えるようにしたい。

〈展開例〉

　イエス様はお祈りをするためにペトロさん、ヤ

コブさん、その兄弟のヨハネさん三人を連れて、

高い山に登られました。誰にもじゃまをされずに

じっくりとお祈りするためです。すると、イエス

様の姿が顔は太陽のように輝き、服は光のように

白くなってしまいました。みんなは太陽を見たこ

とがありますか？　まぶしすぎて見ることができ

ませんね。イエス様の顔が太陽のようになってし

まって見ることができなくなってしまったので

す。まぶしい中よく見てみると旧約聖書出てくる

モーセさんとエリヤさんがなんとイエス様とお話

をしていたのです。すると天から「これは私の愛

する子、私の心に適う者。これに聞きなさい」と

声が聞こえてきました。そこにいた弟子たちはひ

れ伏しとても驚きました。

　神様は見ることはできませんが、実はいつも光

り輝いています。その神様を私たちは本当は見る

ことができないのに、イエス様ご自身が地上に降

りてくださって見えるようにしてくださいまし

た。感謝しましょう。

〈ワーク〉

1. イエス様のお姿が変わり、顔が太陽のように

輝き、服は光のように白くなりました。イエス

さまはいったいどのようなお方なのでしょう

か。

　→まことの神であるお方。神の尊い独り子。だ

から、「これはわたしの愛する子」という声

がしたのですね。

2.「これに聞け」という声が雲の中からしました。

これとはどなたのことですか。

　→主イエス・キリスト

3. イエス様に聞くとは、わたしたちにとって、

どういうことですか。

　→自由に話し合おう。聖書の御言葉に信頼して、

学ぶこと。礼拝に出席して、説教を聞くこと。

イエス様に依り頼んで、ただこのお方に信頼

すること。

〈おいのり〉

　神様、まことに信頼して、聞き従うべきお方、

主イエス様を与えてくださり、ありがとうござい

ます。十字架につけられ、私たちのために死んで

くださるお方にこそ依り頼むことができますよう

に。主イエス・キリストの御名によってお祈りし

ます。アーメン。
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	 2月4日	 「山上の変貌」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様が栄光に満ちた方であることを学ぶ。

〈展開例〉

1. 輝くお姿

　　イエス様はペトロ、ヤコブ、ヨハネをつれて

高い山に登られました。お祈りをしていると突

然、イエス様のお姿が変わりました。顔は太陽

のように輝き、服は光のように白くなりました。

　　スポットライトが当てられて、白く輝いたよ

うに見えたのではありません。イエス様の内側

から神様の光が輝き出したのです。

　　それはイエス様が人間の姿をとる前、神様の

ところにいらっしゃったときの、聖く輝く栄光

のお姿でした。

2. モーセとエリヤが

　　いつの間にかモーセとエリヤが立っていて、

イエス様と語り合っていました。

　　モーセとエリヤは、もう何百年も前に天国に

行った預言者です。彼らは、イエス様がこれか

ら十字架にかかって死なれることについて話を

していました。

3. 神様の声

　　すると雲の中から神様の声が聞こえてきまし

た。「これはわたしの愛する子、これに聞け」

　弟子たちは恐ろしくなり、ひれ伏しました。

4. この出来事の意味

　①イエス様は、栄光に輝く神様であること

　　このお姿こそ神の御子の本当のお姿です。

　　イエス様は、私たちが想像できないくらいす

ばらしく、栄光に満ちたお方です。

　②イエス様の十字架が神様の御心であること

　　モーセとエリヤは旧約聖書を代表する預言者

です。この出来事から、イエス様が十字架に

かかることは、旧約聖書の時代からの神様の

救いの御計画だということがわかります。

　　ペトロはこの出来事を目撃したとき、理解で

きませんでしたが、イエス様が復活されたあ

と、このときのことを思い出して、イエス様

の救いは確かであると力強く伝えています。

（ペトロの手紙二1章16～19節）

　③私たちも変えられる

　　イエス様がこの世に再び来られるとき、信

じる私たちも栄光の体に造り変えられます

（フィリピ3章21節）。また、主と同じ姿に日々

造りかえてくださるとの、すばらしい約束が

与えられています（コリント二3章18節）。

5. ワークシート

　　イエス様の栄光のお姿を記している箇所で

す。下線にあてはまる言葉を入れましょう。下

の文字の中に答えが隠されています。探してみ

ましょう。（縦、横、斜めで言葉をさがす。同

じ字を二回使ってもよい）

　①「そのとき、人の子が大いなる力と　　　　

をおびて　　　　に乗って来るのを、人々は

見る。」（ルカ21章27節）〈再臨のイエス様〉

　②「しょくだいの中央には、人の子のような方

がおり、足まで届く　　　　を着て、胸には

　　　　をしめておられた。その頭、そのか

みの毛は、白い　　　　に似て、　　　　の

ように白く、目はまるでもえさかる　　　　、

足はろでせいれんされた、しんちゅうのよう

に　　　　、声は　　　　のとどろきのよう

であった。」（ヨハネの黙示録1章13～15節）

〈天でのイエス様〉

　　　　あ　ゆ　ら　ぽ　ほ　く

　　　　る　き　じ　の　せ　も

　　　　か　ん　お　こ　ろ　も

　　　　が　の　え　い　こ　う　　

　　　　や　お　お　み　ず　し

　　　　き　び　よ　う　も　う

【答え】	えいこう　くも　ころも　きんのおび

	 ようもう　ゆき　ほのお　かがやき

	 おおみず
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	 2月4日	 「山上の変貌」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

22、24が挙げられています。問24を記します。

問24	 主イエス・キリストは、私たちの救いのた

めに、どのようなお働きをしてくださった

のですか。

答	 主イエス・キリストは、私たち罪人の身代

わりとして十字架に死に、三日目に永遠の

いのちによみがえられました。ですから、

私たちは、罪赦されて	神と共に永遠に生

きる祝福に生かされています。

※あがない主としてイエスさまは、預言者・祭

司・王の職務を「へり下り」と「高挙」とのど

ちらの状態においても果たされる、とカテキズ

ムは教えます。今日のお話にでてくるようなイ

エスさまの高い状態のお姿を見る時、同時に、

この後十字架に向かわれるということ、更に低

い状態のお姿をも取られたということを覚える

必要があります。私たち罪人は高い者への賛美

は惜しまないのに、低い状態にある者を忘れ、

ないがしろにしてしまう傾向があるからです。

実際、今日のお話で光り輝くイエスさまの姿を

見たペトロは、十字架の時、イエスさまを否定

してしまいました。

ウェストミンスター小教理問答

問27	 キリストのへり下りは、どの点にありまし

たか。

答	 キリストのへり下りは、次の点にありまし

た。キリストが生まれられたこと、それも

低い状態であられたこと、律法のもとに置

かれたこと、この世の悲惨と神の怒りと十

字架ののろいの死とを忍ばれたこと、葬ら

れたこと、しばらく死の力のもとに留まら

れたことです。

問28	 キリストの高挙は、どの点にありますか。

答	 キリストの高挙は、次の点にあります。キ

リストが三日目に死人の中からよみがえら

れたこと、天に昇られたこと、父なる神の

右に座しておられること、終わりの日に世

をさばくためにこられることです。

ハイデルベルク信仰問答

問43	 十字架上でのキリストの犠牲と死から、わ

たしたちはさらにどのような益を受けます

か。

答	 この方の御力によって、わたしたちの古

い自分が	この方と共に十字架につけられ、

死んで、葬られる、ということです。それ

によって、肉の邪悪な欲望が	もはやわた

したちを支配することなく、かえってわた

したちは	自分自身を感謝のいけにえとし

て、この方へ献げるようになるのです。

問45	 キリストの「よみがえり」は、わたしたち

にどのような益をもたらしますか。

答	 第一に、この方がそのよみがえりによって

死に打ち勝たれ、そうして、御自身の死

によって	わたしたちのために獲得された

義に	わたしたちをあずからせてくださる、

ということ。第二に、その御力によって	

わたしたちも今や新しい命に生き返らされ

ている、ということ。第三に、わたしたち

にとって、キリストのよみがえりは	わた

したちの祝福に満ちたよみがえりの確かな

保証である、ということです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ7：1～13

　月曜日　　ローマ4：25

　火曜日　　コリント一15：16～20

　水曜日　　ペトロ一1：3～5

　木曜日　　エフェソ2：4～6

　金曜日　　コロサイ3：1～4

　土曜日　　フィリピ3：20～21
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　ルカによる福音書では、この「善いサマリア人」

の喩えに続いて、「マルタとマリア」の物語が始

まります。この流れを、「隣人を愛すること」と

「神様を愛すること」の対比と見ることも可能で

す（27節）。つまり、私たちの助けを必要として

いる隣人を助けることで示す愛と、私たちが足も

とに座って御言葉を聞くことをもって示す愛との

対比です。静と動の両者の愛が、永遠の命に至る

道筋となっています。

　「善いサマリア人」は喩えという文学ジャンル

に属しています。物語の細部に意味を持たせて理

解するより、全体から一つのメッセージを聞き取

るべきです。全体が語っていることは、隣人愛と

は何かです。また、喩えを解く鍵の言葉は、「そ

れを実行しなさい」（28節）と「あなたも同じよ

うにしなさい」（37節）の繰り返しにあります。

隣人愛とは何かを知っているという認識のレベル

で留まっていることはできません。隣人愛の実践

が中心テーマです。行いが問われています。ここ

に、イエス様の御言葉を聴く厳しさがあります。

自分の実践を顧みることなしに、イエス様に近づ

くことはできません。

　イエス様が、この喩え話を語ることによって言

おうとされたことは、律法学者の自己正当化を打

ち砕くことです。彼は、永遠の命を受け継ぐため

には神様への愛と隣人愛とが必要なことを知って

います（27節）。イエス様が、知っているだけで

は駄目で、「行いなさい」（28節）と最初の実践命

令を語られたとき、彼は「隣人とは誰ですか」と

いう問いによって自分を正当化しようとしました

（29節）。彼は、隣人愛の実践でも自信があったの

でしょう。もし、イエス様が、「隣人とは同胞の

ユダヤ人です」とお答えになられたなら、「私は、

同胞の民族の悲惨を憂い、これほどの犠牲を払っ

て愛しています」と語り始めていたかもしれませ

ん。しかし、イエス様は、彼に「善きサマリア人」

の喩えを語ることによって、隣人愛の欠如を認め

ざると得ない地点まで彼を追い込みました。

　イエス様の鋭さは、ユダヤ人律法学者に、隣人

愛の模範者としてサマリア人を提示したことにあ

ります。それも、ユダヤ人の祭司もレビ人も行う

ことができなかったことを、サマリア人が行って

います。そして、彼が助けたのは、エルサレムか

らエリコの町に至る途上であることを覚えるな

ら、おそらくユダヤ人です。ユダヤ人の宗教的指

導者が同胞の苦境を知りつつ通り過ぎるなかで、

サマリア人が自己犠牲を払ってユダヤ人を助けて

います。イエス様は、これと同じ実践をユダヤ人

律法学者に求めました。彼は、サマリア人の苦境

を見たならば、自己犠牲を払ってサマリア人を

助けるという隣人愛の実践へと進まねばなりませ

ん。これをせずして、自分は隣人愛の戒めを守っ

ているという自己正当化に留まることはできませ

ん。

　この喩えを理解するには、当時のユダヤ人とサ

マリア人との対立を念頭に置くことが必要です。

ユダヤ人はサマリア人を蔑視しています。そのサ

マリア人がユダヤ人の宗教的指導者に見捨てられ

たユダヤ人を助けています。隣人愛とは、民族的

垣根を越えるものです。「その人を見て憐れに思

い」（33節）という心の震動が、民族の違いやあ

らゆる違いを超えさせる力となって、助けを必要

としている人の傍らに、自らを立たせます。イエ

ス様の問いかけは、この心を持っているかです。

この心がないなら、ユダヤ人であることも、祭司

やレビであることも、自らの誇りとはなりません。

　当時の社会的文脈を覚えるとき、この喩えは革

命的とも言える新しさをもっています。そのこと

に驚くなかで、私たちの関心は、喩えを超えて、

喩えを語られたイエス様ご自身に向かいます。こ

れだけの実践を要求できるイエス様とは誰なの

か。また、イエス様ご自身の隣人愛とは何か、つ

まり十字架の愛に、思いが向かいます。その時、

私たちは深い悔い改めをもって、イエス様の足も

とで御言葉を聴く弟子になるように導かれます。

	 （岩崎　謙）

	 2月11日	 「善いサマリア人」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書10章25～37節
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　もうすぐ学年が終わりますね。この一年で、皆

さんもたくさん友だちが出来たでしょうか。子ど

ものころ「本当の友だちは自分が困っている時に

も離れずにいてくれて手を差し伸べてくれる人

だ。そういう友だちができるといいね、そしてま

ず自分がそういう友だちになってあげなさい」と、

学校の先生から言われたことをよく覚えていま

す。例えば、誰かが教室でいじめられて、力の強

いいじめっ子の方にみんながついたとしても、い

じめられている子のために最後までそばにいるの

が本当の友だちだと言えるかもしれません。そん

な友だちが一人でもいれば、その人は本当に幸せ

ですね。それだけで生きていく力がわいてきます。

勇気がわいてきます。私たちにはそういう友だち

がいるでしょうか。今日はそんなことを考えなが

ら神様のお言葉に聞きたいと思います。

　イエス様は、聖書の学者さんからこういう質問

を受けました。「先生、何をしたら永遠の命を受

け継ぐことができるでしょうか？」イエス様を試

して、何かおかしなことを言ったらおとしめてや

ろうとたくらんでいたのです。でもイエス様は平

気で答えられました「それはあなたも知っている

でしょう、聖書の先生なのだから。聖書に何と書

いてあるか、あなたの考えを言ってみてくださ

い。」ムムっとしたかもしれませんが、学者さん

はこう答えました。「神様を愛することと、私の

隣人を自分のように愛することです。」それを聞

いてイエス様は言われました。「そうです、それ

が正しい答えです。分かっているではないですか。

ではその通りに行えばよい。大事なのはそれを実

行することです。そうすれば永遠の命を得られま

すよ。」これを聞いて学者さんは腹を立てました。

あなたは頭ではそれを知っていても、実行できて

いないと責められたように思ったからです。でも

彼は、自分は家族や友だちのことをちゃんと愛し

ていると思っていました。そしてそうやって、愛

して当たり前の人を愛することで、十分に「隣人

を愛している」ことになると思っていたのです。

だからイエス様に「では隣人とは誰のことを言う

のですか？」と問い返します。

　イエス様は答えられました。「ある人が旅行を

していました。エルサレムから自分の村のエリコ

に帰っていく道の途中で追いはぎに襲われて、着

ている服をはぎ取られて、血まみれになるまで殴

られて、死んだようになってしまいました。そこ

へまずこの人と同じユダヤ人で、神殿で働く祭司

が通りかかりました。でもその人を見ると逃げる

ようにして道の向こう側を通っていきました。次

にレビ人が来ました。この人もユダヤ人です、仲

間のはずです。でも同じようにさっさと行ってし

まいました。こうして二人の仲間に見捨てられた

のです。でもそこに一人のサマリア人が通りかか

りました。彼は血だらけのその人を見ると憐れに

〔単元のねらい〕

　善きサマリア人のたとえから、私たちのために命を捨ててくださった主イエスの愛を見つめたい。こ

のテキストから隣人愛を学ぶことにとどまらず、むしろそのようにして律法主義的倫理教育に陥ってし

まわぬように注意して、徹底的にキリストの福音を語るように心がけたい。そのようなキリストへの集

中だけが、その危険を回避するだろう。そして子どもたちと共に、キリストの愛に促され、それぞれの

隣人のもとに派遣されたい。

「あなたの隣人は誰ですか？」

	 2月11日	 「善いサマリア人」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書10章25～37節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問4
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思い、近寄って怪我の手当てをしてくれて、自分

のろばにのせて、宿屋に連れて行って介抱してく

れました。でもお世話をしてもらいながら、その

人は不思議でなりませんでした。どうしてこのサ

マリア人は、ユダヤ人のわたしを介抱してくれる

のだろう。いつも私たちはサマリア人のことを馬

鹿にして、差別してきたのに。あいつらと友だち

になってはいけないと……。でもサマリア人のそ

の人はそんなこと気にもしていないように、懸命

に介抱してくれました。そして翌日になると宿屋

の主人にお金を払って、『私はもう行かなければ

なりませんが、この人を介抱してあげてください。

お金が足りなければ、後でまた払いますから』と

言って出発していきました。」

　このようにお話になった後で、イエス様は学者

さんに問いました。「この三人の中で誰が追いは

ぎに襲われた人の隣人になったと思いますか？」

学者さんは、決まりが悪そうに答えました。「……

助けてあげたサマリア人です。」そこでイエス様

は言われました「行きなさい、あなたも同じよう

にしなさい。」

　このイエス様のお話をどう思いますか。最後の

イエス様の質問に皆さんならどう答えますか。こ

の質問はこういう風に言い換えることもできるで

しょう、「この三人の中で誰が襲われた人の“本

当の友だち”になったと思いますか？」その答え

は、皆さんにもよく分かっていると思います。

　こういう友だちになることができるでしょう

か。先生は「できません」と言うしかありません。

皆さんはどうでしょう？	隣人になるとは、この

サマリア人のように、その人が本当に苦しい時に

そばに居続ける本当の友だちになるということで

す。自分のお金や時間を捨ててまで、このサマリ

ア人は襲われた人の本当の友だちであろうとしま

した。私たちはなかなかそのように人を愛するこ

とが出来ません。そういう自分の愛の貧しさや、

弱さ、勇気のなさを悲しく思います。それは私た

ちの“罪”なのです。罪人である私たちは、どう

しても他人より自分を大切にしてしまう。

　では私たちは永遠の命を受け継ぐことができな

いのでしょうか。私たちの罪を見続けるならば、

そうなります。でもイエス様を見上げるならば、

答えは変わります。私たちがするべきことは、自

分の弱さにため息をつくことではなくて、私たち

のために本当の友だちになってくださったイエス

様のことだけを考えることです。サマリア人は襲

われた人のために自分のお金や時間を捨てました

が、イエス様は私たちのために命を捨ててくださ

いました。それは私たちのことを愛してくださっ

たからです。「友のために自分の命を捨てること。

これ以上に大きな愛はない。（ヨハネ15:13）」と

イエス様は言われましたが、私たちの友となるた

めに、その言葉どおりに十字架で死んでくださり、

神様の怒りを私たちの身代わりに受けてくださっ

たのがイエス様です。

　イエス様はそのようにして、御自分を愛するよ

りもさらに大きな愛で、私たちを愛して愛しぬこ

うとしてくださいました。イエス様のことを友だ

ちにしたくない人たちのために、そのようにして

くださったのです。今日のお話のサマリア人が、

自分を馬鹿にして嫌っていたユダヤ人を助けたよ

うに、イエス様は、自分に唾を吐きかけ、十字架

にかけて汚い言葉を浴びせた人間たちのために、

私たちのために、自分の命を捨てて、本当の友だ

ちになってくださいました。

　私たちはこのイエス様を信じることで、罪赦さ

れ、永遠の命を受け継ぐことができます。このイ

エス様が、どんな時も、私たちの本当の友だちで

いてくれます。だから私たちは、たとえ世界中の

人から見捨てられても、一人ではありません。私

たちが本当に苦しい時こそ、イエス様はそばにい

てくださいます。そのイエス様が命じられます。

「行きなさい。そしてあなたも同じようにしなさ

い。」私たちも誰かの隣人になることができます

ように、一緒に祈りましょう。	 （坂井孝宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネの手紙	一	3章16節

イエスは、わたしたちのために、命を捨ててくださいました。

そのことによって、わたしたちは愛を知りました。

だから、わたしたちも兄弟のために命を捨てるべきです。
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	 2月11日	 「善いサマリア人」	 幼稚科

〈ねらい〉

　主イエスは私たちのために御自分の命を捨てて

十字架にかかって下さった。この主イエスがどん

な時も私たちの本当の友達でいてくださる。私た

ちも隣人が本当にこまっているときに助けてあげ

られる人になろう。

〈展開例〉

　みなさんは普段はあまり仲がよくないお友達が

とても困っているときに助けてあげられますか？

　イエス様はあるときこんなお話をされました。

　あるひとりのユダヤ人がエルサレムエリコへ旅

行をしている途中で強盗におそわれてしまいまし

た。お金だけでなく洋服も盗られ、自分で動けな

いくらいひどいけがもしてしまいました。そこへ

神殿で働く祭司が通りかかりました。でもひどい

怪我をしている人をみて、何も助けないで行って

しまいました。次に通ったのは神様の御用をする

レビ人でした。この人も祭司と同じように何も助

けてあげようとしないで行ってしまいました。最

後にやって来たのはユダヤ人と仲の悪いサマリア

人でした。このサマリア人は動けないでいるユダ

ヤ人を見てかわいそうに思い、そばに来て傷の手

当てをし、自分のロバに乗せてやどやに連れて行

きました。次の日になるとやどやの主人にお金を

わたして、けがをしたユダヤ人の手当てをしてく

れるように頼みました。

　祭司もレビ人も神様にお仕えする人ですし同じ

ユダヤ人なのに、傷ついて困っている人をほった

らかしにしていってしまいました。サマリア人は

そのころユダヤ人ととっても仲が悪かったのに、

自分のお金や時間を捨ててまで傷ついたユダヤ人

を助けてあげました。さあ、この三人の中で傷つ

いたユダヤ人の本当のお友達は誰でしょう？　普

段はとっても仲が悪くても、困ったときに助けて

くれたサマリア人ですね。私たちはこのサマリア

人のように、誰かの本当のお友達になれるでしょ

うか。自分がそんをしてまで、というのはむずか

しいですね。

　イエス様は十字架にかかった時に、自分を十字

架にかけた人たち、私たちもその一人だけれど、

その人たちのために「どうぞ彼らを許してあげて

ください」と父なる神様にお祈りしました。ご自

分の命を捨てて、私たち一人一人のために十字架

にかかってくださったのですね。そのイエス様が

どんな時でも友達でいてくださいます。私たちも

このイエス様を見上げるとき、心の中に愛が生ま

れて、周りの人が困っているときに、心から助け

てあげられると思います

〈おいのり〉

　神様、イエス様が私たちの身代わりとなって十

字架にかかってくださりありがとうございます。

私たちもイエス様が愛してくださったように、周

りの人を愛することが出来るようにしてくださ

い。

「行って、あなたも同じようにしなさい。」
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	 2月11日	 「善いサマリア人」	 小学科下級

〈ねらい〉

　となり人とは何か、譬えなどを用いて集中的に

学びたい。発展的に、隣人とはとなりに座ってい

る人、隣の家、隣の学校、隣の国……。神を喜び、

愛と平和をもたらす源流がこの隣人愛であること

を具体的に結び合わせて理解していきたい。

〈展開例〉

　ある法律や聖書に詳しい人がイエスさまを

ちょっと困らせようと色々考えていました。そこ

で、質問をしました。「先生、何をしたら永遠の

命をいただくことができますか？」

　そこでイエスさまは言いました。

　「律法、聖書にはなんて書いてありますか？　

あなたはそれをどうやって理解していますか？」

　「『心を尽くし精神を尽くし、力を尽くし、思い

を尽くしてあなたの神である主を愛しなさい。ま

た、隣人を自分のように愛しなさい。』と聖書に

書いてあります。」

　イエスさまは、

　「正しい答えですね。では、あなたが隣人にな

りなさい。そうすれば永遠の命がいただけます。」

　聖書に詳しい先生は、自分はそんなこととっく

に実行していると思って、イエスさまに更に言い

寄りました。神様の言葉をちゃんと心で聞いてそ

れを実行できる人、その人が永遠の命をいただく

ことができるんですが、この人は実行していませ

んでした。

　この後に出てくるイエスさまのお話で、怖い人

に襲われてしまった人が道ばたに倒れている人の

話を聞きました。倒れている人を無視する人、知

らんぷりして通り過ぎてしまう人は、永遠の命を

いただくことができません。それはその人の隣人

になっていないからです。困った人のことを助け

てあげられる人、自分のように隣の人を愛するこ

とができる人、そのような隣人になりなさい、と

言われました。頭で「分かった！」とだけ思わな

いで、それをちゃんと行いなさい、と言われまし

た。

〈ワーク〉

1. 聖書に詳しい人はどうしてイエスさまを困ら

せようとしたのでしょう。

　→自分が誰よりも聖書に詳しく、自信があった

から。また、自慢することで自尊心を高めよ

うとする、誰にでもある罪として理解したい。

しかし神様の前では全く太刀打ちできない。

2. 旧約聖書にある「心を尽くし精神を尽くし、

力を尽くし、思いを尽くしてあなたの神である

主を愛しなさい」（申命記6：5）を開いてみよ

う。

3.「隣人を自分のように愛しなさい。」も旧約聖

書です。レビ記19：18を開いてみよう。

4. 今、となりにいる人が病気で困っていたとし

ます。あなたはどうやって助けてあげますか？

　話し合ってみよう。

　→自分のように気遣い、神様に祈る。そのこと

が隣人愛に繋がることを子供と共に理解して

いきたい。

〈おいのり〉

　神様、私たちはつい自分のことばかり考えてし

まいます。神様、どうか自分のように隣人も助け

ることができますように。そして永遠の命を受け

継ぐ者となりますように。主イエス・キリストの

御名によってお祈りします。アーメン。
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	 2月11日	 「善いサマリア人」	 小学科上級

〈ねらい〉

　隣人を愛するとは？

〈展開例〉

1. 隣人とは誰ですか

　　イエス様は「何をしたら永遠の命を受け継ぐ

ことができるでしょうか」と尋ねた学者に、「隣

人を自分のように愛しなさい」といわれました。

（ここでいう学者とは律法学者のことで神様の

掟を詳しく研究し、指導する人です）

　　するとこの学者は、心の中でこう思いました。

「私は家族を愛している。仲間のユダヤ人も愛

している」。それで、自分の正しさを示そうと

していいました。「では、わたしの隣人とはだ

れですか」。そこでイエス様は、ひとつの物語

をもって答えられました。

2. 誰が隣人になったのか

　祭司・レビ人

　・襲われた旅人と同じ信仰を持つユダヤ人。神

様に仕える人。

　→見て見ぬふりをした。関わりたくなかった。

　サマリア人

　・ユダヤ人から軽蔑され嫌われていた人。

　　サマリア人とユダヤ人は敵対関係にありまし

た。（注を参照）

　→旅人を見て憐れに思い、介抱した。

　　イエス様の問い	 「だれがこの人の隣人に

なったと思うか」

　　イエス様は「だれが隣人ですか」とはいって

いません。「だれが隣人になったと思うか」と

問うています。

　　この人は私の隣人だから愛する。この人は私

の隣人ではないから愛さなくてもよいのだ、な

どと勝手な区別をしてはならないのです。

　　誰が隣人なのかが問題ではなく、助けを必要

としている人の隣人に、あなたがなりなさい、

あなたも行って同じようにしなさいとイエス様

はおっしゃっています。

3. そんなことができるの？

　　もし、あなたの嫌いな人が助けを必要として

いたら、その人のことを心から心配したり、助

けてあげることができますか。

　　私たちには難しいことです。でもイエス様は、

私たちのそのような罪を、よくご存じです。

　　イエス様は私たちのこの罪を背負って十字架

におかかりになり、罪を滅ぼし、よみがえられ

ました。十字架の上でイエス様は、御自分をの

のしる人たちのために祈られました。このお方

だけが本当の意味で人を愛することができるの

です。

　　イエス様の愛をいただくときに私たちは初め

て、関わらないようにと道の向こう側を通るの

ではなく、憐れみの心を持って近づくことがで

きます。

　　あなたの助けの手を必要としている人が、あ

なたの周りにいるはずです。イエス様はそのた

めにあなたを、その人の近くにおいてくださっ

ているのです。

　　「わたしたちが愛するのは、神がまずわたし

たちを愛してくださったからです。」

	 （ヨハネの手紙一　４章19節）

（注）サマリアは北王国イスラエルの首都。紀元

前722年、アッシリア王国によって陥落。イス

ラエルの指導者たちはアッシリアに捕囚として

連れて行かれ、また外国から多くの人々がサマ

リアに移住した。この結果、異教の宗教が持ち

込まれ、偶像礼拝も強いられ、その後、雑婚も

行われるようになった。そのため純粋なユダヤ

人たちはサマリア人と交際せず、蔑視するよう

になった。サマリア人たちは彼ら自身の礼拝す

る聖所、祭司職、宗教的儀式を作り出した。

4. 寸劇（台本は次ページ）

　配役　旅人、強盗、祭司、レビ人、サマリア人、

宿屋の主人、ナレーター（できれば小道具も用

意する）台本を見ながら簡単な動作をつけて演

じる。
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〈善きサマリア人の劇〉

（※漢字が読めない場合はルビをふるとよい）

ナレーター　ここはエルサレムからエリコに下る

道です。なんか、こわそうな道です。旅人は帰

りの道を急いでいました。

旅人　ああ、おそくなってしまったなあ。急いで

家に帰ろう。（強盗登場）

強盗　ヤイヤイヤイ！	ちょっと待ちな！

旅人　わあ～！	おまえたちはだれだ？

強盗　見てわからねえか！	おれは強盗だ。さあ

さあ、その荷物をだまってみんなおいていきな。

（紙の棒などでなぐる）

旅人　痛い、痛い！やめてくれ！たすけてー

……、ううう……。（旅人、倒れる）

ナレーター　ああ、たいへんです。旅人は強盗に

おそわれてしまいました。誰か助けてあげない

と死んでしまいます。だれか通らないでしょう

か。あっ、向こうから祭司がやってきました。

神様のお仕事をする人です。

祭司　おや！	人が倒れている。どうしたんだろ

う。強盗におそわれたんだろうか。でも、これ

からお仕事だし、時間もないなあ。服もよごれ

たら困るからなあ。だれかまた助けてくれる人

がいるだろう。悪いが、このまま通り過ぎよう。

ナレーター　あれあれ。祭司は行ってしまいまし

た。早く助けてあげないと、旅人は死んでしま

うかもしれないのに……。あっ、まただれか来

ます。レビびとのようです。神様のために働い

ている人ですから、きっと助けてくれるでしょ

う。

レビ人　「自分自身を愛するように、他の人を愛

しなさい」

　そうだ、そうだ。そのとおり。

	 ここらへんはぶっそうな道だから早く行かなけ

れば。こわい、こわい。

	 あれっ！	あんなところに人が倒れているじゃ

ないか。かわいそうに。きっと強盗にやられた

んだろう。助けてやらないとだめかな……。い

や、もしかして近くにまだ強盗がいるかもしれ

ない。早く行かないと、こっちまであぶないぞ。

しらんぷり、しらんぷり。

旅人　う～ん……。たすけて～。

ナレーター　あれあれ、レビびとは行ってしまい

ました。もうすぐ暗くなります。早く助けてあ

げないとたいへんです。あっ！	まただれか来

ました。あれはサマリヤびとです。みんながき

らっている、サマリヤびとです。サマリヤびと

と旅人のユダヤ人はとてもなかが悪いんです。

また通り過ぎていくのでしょうか？

サマリヤ人　もうすぐ暗くなるなあ。急がないと。

	 あれっ！	あんなところに人が倒れている。（す

ぐかけ寄る）

	 ど、どうしたんですか？	あれあれ、こんなに

ひどいケガをして……。

	 ひどいなあ！	きっと強盗にやられたんだ。

	 しっかりするんですよ！（手当をする）

	 よっこらしょ！（抱きかかえる）さあ、早く、

近くの町へ急ごう！

ナレーター　サマリヤびとは、旅人を近くの宿屋

に連れて行きました。

	 そして、きずの手当を宿屋の主人にたのみまし

た。

サマリヤ人　ところでおかみさん、私は明日の朝

早く出かけなければなりません。

　すみませんがこの人が元気になるまで、めんど

うみてもらえませんか。

宿屋の主人　	 いいですよ。安心していってらっ

しゃい。

サマリヤ人　それはよかった。（お金を取り出す）

とりあえず、これだけ払っておきます。もし足

らないようだったら、帰りにまた払いますから

ね。よろしくお願いします。

旅人　こんなにもよくしていただいて。なんてお

れいを言ったらよいか……。私たちユダヤ人は、

あなたがたサマリヤびとにいじわるをしたり、

ひどいことをしてきたのに……。それなのにあ

なたはユダヤ人の私を見捨てないで、親切にし

てくださった。私の命をも助けてくださった。

サマリヤ人　神様が喜んでくださることをしただ

けです。早くよくなって下さいね。

旅人　はい、本当にありがとうございます。

ナレーター　さて、この旅人のとなりびとになっ

た人は、だれだったのでしょうか。

　旅人のてきであったサマリヤびとでした。

　「あなたも行って同じようにしなさい」とイエ

スは語っておられます。
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	 2月11日	 「善いサマリア人」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして子どもカテキズム問4が

挙げられています。

問4	 私たちの神さまが私たちに望んでおられる

ことは何ですか。

答	 神さまを愛することと、家族やお友だちを

愛することです。

※十戒の要約を次の問答で確認してみましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問42	 十戒の要約は何ですか。

答	 十戒の要約は、心をつくし、精神をつくし、

力をつくし、思いをつくして、主なる私た

ちの神を愛すること、また自分を愛するよ

うに私たちの隣人を愛することです。

※これを言えた「律法の専門家」は「では、わた

しの隣人とはだれですか」と質問しました。追

いはぎに襲われた人は、三人にとって「家族や

お友だち」ではなく、知らない人だったと思い

ます。知らない人、さらには敵でさえも愛せよ

とイエスさまは教えられます。

※追いはぎに襲われた人は半殺しにされたとあり

ます。放っておけば死んでしまう状態でした。

見殺しも殺しかもしれません。自分で手をかけ

て殺さなければ「殺してはならない」という戒

めを守っていることになるのかどうか、次のカ

テキズムを見ながら、一緒に考えてみましょう。

ハイデルベルク信仰問答

問107	しかし、わたしたちが自分の隣人を	その

ようにして殺さなければ、それで十分なの

ですか。

答	 いいえ。

	 神はそこにおいて、ねたみ、憎しみ、怒り

を断罪しておられるのですから、この方が

わたしたちに求めておられるのは、わたし

たちが自分の隣人を自分自身のように愛

し、忍耐、平和、寛容、慈愛、親切を示し、

その人への危害をできうる限り防ぎ、わた

したちの敵に対してさえ善を行う、という

ことなのです。

ジュネーヴ教会信仰問答

問197	殺人を犯しさえしなければ差し支えないの

ですか。

答	 決してそうではありません。すなわち、こ

こで語りたもうのは神でありますから、単

に外的な行ないに律法を課するだけでな

く、さらに心の感情に対しても、むしろ特

に後者にたいして課せられるからでありま

す。

問198	いわば「隠された殺人」とでも言うべき種

類のものがあることを暗に言われ、それに

ついて神がここで私たちの注意を喚起して

おられるとあなたは見ているわけですね。

答	 その通りであります。すなわち、憤りや憎

しみ、そして何らかの害を与えようとする

欲望は、神の前に殺人と看做されるのであ

ります。

問199	憎しみを少しも抱きさえしなければ、私た

ちがこの戒めを十分果たしたことになるの

ですか。

答	 決してそうではないのです。というのは、

主なる神は憎しみを罪として審き、隣り人

を傷つける如何なる悪も禁じたもう時、同

時に、私たちにすべての人を心から愛し、

誠実に彼らを守り・保護する努力を要求し

ておられるのを示したもうからです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ヨハネ一3：16

　月曜日　　マタイ7：12

　火曜日　　ルカ6：36

　水曜日　　ローマ12：10

　木曜日　　コロサイ3：12

　金曜日　　ペトロ一3：8

　土曜日　　マタイ5：44～45
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〔イエスの愛された二人の姉妹〕

　マルタとマリアは姉妹でした。この二人の住ん

でいた「ある村」（38節）とは、エルサレムに近

いベタニア村で、ヨハネによる福音書11章によ

ると、二人にはラザロという兄弟がいたことが分

かります。また、「イエスは、マルタとその姉妹

とラザロを愛しておられた。ラザロが病気だと聞

いてからも、なお二日間同じ所に滞在された」（ヨ

ハネ11:5、6）とあり、イエスがとても心にかけ

ていた家族であったことの一端を知ることができ

ます。

　マルタがイエスを自分の家に迎え入れたのは、

この時一度ではなかったでしょう。この小さな家

族を、イエスは愛され、何度となくお泊まりになっ

たのでしょう。ですから、マルタが「いろいろの

もてなしのためせわしく立ち働いていた」（40節）

こと自体がとがめられることはないと見るのが自

然です。きっと、マリアもそのマルタのもてなし

の準備を受け入れていたことでしょう。

　しかしながら、マルタの方は、イエスのそばに

近寄って「主よ、わたしの姉妹はわたしだけにも

てなしをさせていますが、何ともお思いになりま

せんか。手伝ってくれるようにおっしゃってくだ

さい」（40節）と言ってしまいます。

　このマルタの言葉を受けて、イエスは優しく諭

しならが、答えます。「マルタ、マルタ、あなた

は多くのことに思い悩み、心を乱している。しか

し、必要なことはただ一つだけである。マリアは

良い方を選んだ。それを取り上げてはならない」

（41、42節）と。

　このように優しく諭すことのできる清い態度を

持つ者こそ、「柔和で謙遜な者」（マタイ11:29）

と言うのでしょう。たとえそれが真っ向から主の

教えに反抗する者であっても、「神は彼らを悔い

改めさせ、真理を認識させてくださる」（テモテ

二2:25）ことを信じて、いつも優しい態度で接

することが大切です。

〔ただ一つの必要なこと─ただみ言葉による生活〕

　「主の足もとに座って、その話に聞き入ってい

た」（39節）マリアは、イエスに「良い方を選んだ」

と言われました。また、それは、「取り上げては

ならない」ものでした。ここは、幾分注意深い理

解が必要です。イエスは、決してマルタとマリア

の態度を比べておられるのではなく、また、マル

タのもてなしを拒んだり、マリアの態度そのもの

を特別ほめているのでもないということです。む

しろ、大切なことは、マリアが心を傾けて、イエ

スの話されることに集中していたにもかかわら

す、マルタはそれを認めず、かえって、もてなし

をすることのみに重きを置いたという事実にあり

ます。

　つまり、イエスさまのお話を直接聞くときも、

人をもてなすときも、大切なことは、神さまによ

ろこばれるようにするということなのです。です

から、この時、イエスさまは、ただ、み言葉に聞

くことだけがなくてならぬもの、とおっしゃった

というよりも、み言葉に聞きつづける態度をいつ

もとり続けること、み言葉によって真に生きるこ

との大切さを教えられたのです。

　テモテへの手紙一では、「神の家でどのように

生活すべきかを知ってもらいたい」（3章15節）

と言われ、その生活とは、「わたしたちが常に信

心と品位を保ち、平穏で落ちついた生活をするた

めです。これは、わたしたちの救い主である神の

御前い良いことであり、喜ばれることです。」（2

章2節）と教えられています。この「常に信心と

品位を保つ」ためになくてならないただ一つのこ

ととは、実に、イエス・キリストの救いにあずかっ

て、まことの神を真に喜び続けることにほかなら

ないのです。人生の主な最高の目的が、神の栄光

をあらわし、永遠に神を全く喜ぶことである（ウェ

ストミンスター大教理問答問1）ことをいつも心

にとめて、道をはずれることなく、共に、み言葉

の真実を求めて生きましょう。	 （宮武輝彦）

	 2月18日	 「マルタとマリア」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書10章38～42節
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　あるときイエスさまは、マルタとマリアという

ふたりの姉妹の家をお訪ねになりました。イエス

さまはマルタとマリアを愛しておられました。ふ

たりも、イエスさまが大好きでした。イエスさま

がわが家に来てくださった－ふたりはもちろん大

喜びで、イエスさまをお迎えしたのです。

　でも、ふたりがイエスさまをお迎えするそのし

かたは、ことなっていました。

　お姉さんのマルタは台所でいそがしく立ち働い

ていました。イエスさまにおいしいごちそうを召

し上がっていただいて、喜んでいただこうと一所

懸命だったのです。

　では、マリアはどうしていたでしょうか。マリ

アは、イエスさまの足もとに座って、み言葉に聞

き入っていました。

　妹のマリアは台所にいませんでしたから、マル

タはひとりで食事の準備をしなければなりません

でした。とても忙しかったのです。そして、妹が

手伝ってくれないことにいらだったのでしょう。

イエスさまのところに近づいて、こうお願いした

のです。主よ、わたしの妹はわたしだけに食事の

準備をさせて、手伝ってくれません。何ともお思

いになりませんか。あなたから、妹に手伝ってく

れるようにおっしゃってください。

　イエスさまはマルタにどのようにおこたえに

なったでしょうか。わかった、今すぐマリアに言っ

て、あなたの手伝いをさせることにしようとおっ

しゃったのでしょうか。そうではありませんでし

た。イエスさまはこうおっしゃいました。

　「マルタ、マルタ、あなたは多くのことに思い

悩み、心を乱している。しかし、必要なことはた

だ一つだけである。マリアは良い方を選んだ。そ

れを取り上げてはならない。」（42節）

　マリアはイエスさまの足もとに座って、み言葉

を聞いていました。私たちも主の日ごとに、マリ

アがしているようにイエスさまのみもとに集まっ

てみ言葉を聞きますね。つまり、礼拝をささげま

す。

　イエスさまは、この礼拝こそが私たち人間に

とってただひとつ必要なこと、すべてのことの中

でいちばん大切なことだということをあきらかに

なさったのです。イエスさまをもてなそうとした

マルタの気持ちはわかります。けれども、イエス

さまをあがめ、み言葉に養われることは、どんな

にすばらしいごちそうをつくることよりも大切な

ことなのです。なぜなら、私たちは自分で自分の

命を養っているのではないからです。私たちの命

はイエスさまのみ言葉によって守られ、支えられ、

養われているからです。もしもみ言葉を取り上げ

られてしまったなら、私たちはだれひとり生きて

はいけないのです。

　ですから、イエスさまの足もとに座ることこそ

〔単元のねらい〕

　現代社会にあっては、大人と同様子供たちも多忙な生活を過ごしている。しかし、「必要なことはた

だ一つだけである」との主イエスのみ言葉を心深く刻みつけたい。

　私たちの命は神の口から出るひとつひとつの言葉によって生きる。私たちがおのおのの人生において

まず何をおいてもなすべきは、神の国と神の義とを求めることである。私たちの命と人生におけるこの

根本的な事柄を、「マルタとマリア」の箇所を通して今一度確かめたい。

「必要なことはただ一つ」

	 2月18日	 「マルタとマリア」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書10章38～42節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問70
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がいちばん大切なことなのです。マルタはマリア

からそれを取り上げてはならなかったのです。こ

のことがわかったなら、マルタもマリアと同じよ

うに、イエスさまの足もとに座ったにちがいない

のです。

　ウェストミンスター小教理問答の問1は、人生

の目的は神さまの栄光をあらわし、神さまを喜ぶ

こと、すなわち礼拝にこそあると教えています。

私たちの生活にはさまざまなことがありますね。

皆さんも勉強したり、部活をしたり、お家の手伝

いをしたり、毎日忙しく過ごしているかもしれま

せん。

　けれども、マルタさんのようにいろいろな気遣

いで心がばらばらにならないように、人生におい

てただ一つ必要なことを、いつも忘れずにいてく

ださい。人生の目的は神さまをあがめることにあ

ることをいつも覚えていてください。そうすれば、

日々の生活に必要なものはすべて与えられます。

　マルタさんはイエスさまをもてなそうとしまし

た。私たちもイエスさまにお仕えして、イエスさ

まのお喜びになる人生を生きたいですね。神さま

はきっとそのような人生を備えてくださいます。

　けれども、私たちがイエスさまをもてなすより

も先に、イエスさまが私たちをもてなし、養って

くださっています。イエスさまは私たちのひとり

ひとりをも、ご自身の食卓に招待してくださるの

です。この幸いを今朝もともに覚えましょう。

	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書12章31節

ただ、神の国を求めなさい。そうすれば、これらのものは加えて与えられる。
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	 2月18日	 「マルタとマリア」	 幼稚科

〈ねらい〉

　人生の目的は神様をあがめることであって日々

忙しい中でも必要なことはただ一つである。礼拝

こそが全てのことの中で一番大切なことである。

〈展開例〉

　ある時、イエス様がマルタとマリアの家を訪ね

ました。マルタは台所でイエス様に喜んでいただ

こうと忙しく働いていました。しかしマリアはイ

エス様の足元でお話を聞いていました。マルタは、

「主よ。私の妹は私だけに食事の準備をさせて手

伝ってくれません。何ともお思いになりませんか。

あなたから妹に手伝ってくれるようにおっしゃっ

てください。」とイエス様に言いました。そこで

イエス様は優しく諭しながら、「マルタ、マルタ、

あなたは多くのことに思い悩み、心を乱している。

しかし必要なことはただ一つだけである。マリア

は良いほうを選んだ。それを取り上げてはならな

い。」と言われました。

　無くてはならないただ一つのこと、それは礼拝

をささげることです。僕達私達も毎週日曜日に礼

拝に来るよね。そうして聖書の神様のお話を聞い

たり、賛美したりするよね。皆が日曜の朝、テレ

ビが見たかったり、友達と遊びたいなと思ったり

することもあると思うけどまずなにより一番に主

の日の礼拝を守ることは大事なことです。

　毎日の生活の中で、おうちの人に聖書を読んで

もらい、お祈りをしようね。神様は喜んでよりいっ

そう私たちを愛し、もっともっと幸せにしてくだ

さいます。

〈おいのり〉

　神様、毎日の生活の中で、第一に礼拝すること、

また聖書を読んでもらってお祈りすることができ

るように導いてください。

あなたは多くのことに思い悩み、心を乱している。
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	 2月18日	 「マルタとマリア」	 小学科下級

〈ねらい〉

　聖書は、何をするにも神様への心からの感謝の

思いを持って行うことが大切であると教えておら

れます。いくら大切な働きでも、そこに神様への

感謝の思いが無いならば神様は喜ばれません。教

会の奉仕は大切な働きです。しかし、神様への感

謝の思いを忘れて、自己満足から行ったり、奉仕

をしていない人を非難したりするならば、神様は

悲しまれるでしょう。

　そのようにならないためにも、わたしたちはま

ず、神様がわたしたちにお語りになっている御言

葉にこそ聞いて行かなければなりません。マルタ

とマリアの物語を通して、主の御言葉を聞くこと

の大切さと、どのようにしたら、神様が喜ばれる

奉仕ができるのか。子供たちと一緒に考えましょ

う。

〈展開例〉

1. イエス様がマルタとマリアの家に来られた後、

マルタさんは何をしましたか。また、マリアさ

んは何をしましたか。

2. マルタさんは妹マリアさんのことで、イエス

様に何かをお願いしました。何をお願いしまし

たか。聖書の箇所からその部分を探して読んで

みましょう。

3. それに対してイエス様は、マルタさんに何と

お答えになりましたか。聖書の箇所からその部

分を探して読んでみましょう。

4.41節でイエス様はマルタに、「あなたは多くの

ことに思い悩み、心を乱している」とおっしゃ

いましたが、マルタは何をそんなに思い悩んで

いたのでしょう。

5.42節でイエス様は「必要なことはただ一つだ

けである」とおっしゃいました。それは何のこ

とだと思いますか。

6. イエス様は、マルタさんがイエス様をもてな

すために働いていたことを怒られたのでしょう

か。

7. どうやったら、イエス様が喜ばれるような働

きをすることができるか。みんなで話し合って

みよう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたちのためにいつも御

言葉を与えてくださり感謝します。毎日、聖書を

読んで神様の御言葉を聞くことができるようにお

守りください。神様のごようのために、どんなこ

とでも感謝をもってすることができるように導い

てください。主イエス・キリストの御名によって

お祈りします。アーメン。
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	 2月18日	 「マルタとマリア」	 小学科上級

〈ねらい〉

　なくてならないものとはなにか。

〈展開例〉

1. 心を乱したマルタ

　　マルタはイエス様を精一杯、おもてなしした

いと思っていました。あれもしなくちゃ、これ

もしなくちゃとマリアは忙しくて目が回りそう

でした。ふとイエス様の方を見ると、妹のマリ

アが、イエス様の足下に座って、その話に聞き

入っていました。

　　「どうしてマリアは何も手伝ってくれないの。

私にばかりさせて」とマルタはいらいらしてき

ました。「マリアにも手伝うようにおっしゃっ

てください」とイエス様に向かっていいました。

2. イエス様の答え

　　「マルタ、マルタ、あなたは多くのことに思

い悩み、心を乱している。しかし、必要なこと

はただ一つだ。マリアは良い方を選んだ。それ

を取り上げてはならない」

　　マルタの何が問題だったのでしょうか。

　①心がとり乱された奉仕

　　　マルタは忙しさの中で、いつの間にか主へ

の感謝の思いではなく、マリアやイエス様へ

の不満でいっぱいになってしまったのです。

　　　そのような心では主に喜ばれる奉仕はでき

ません。マルタもイエス様の前にひざまず

き、御言葉によって整えられる必要がありま

した。

　　　そうすればマルタのおもてなしも、主に喜

ばれるものとなったことでしょう。

　②イエス様の最も喜ばれる奉仕とは

　　　イエス様の最も喜ばれる奉仕とは何でしょ

う。神の御子であるイエス様にとって、おい

しい料理やお茶を用意することよりもまず、

イエス様の御言葉に耳を傾けることが一番の

おもてなしであり、主の喜ばれることです。

　　　神様の前でどうしても必要な一つのことは

神様の御言葉に耳を傾けることです。私たち

は神様の御言葉によって生きる者だからで

す。

　　　これをマリアから取り去ってはならない

し、マリアにとって、なくてならないもので

した。マリアにとってなくてならないものは、

マルタにとっても、なくてならないものでし

た。このことを抜きにしてどんなに一生懸命

に奉仕をしたとしても、主に喜ばれる奉仕と

はなりません。それは自分のことをしている

にすぎません。

3. 神の前に静まる

　　神様の御言葉に耳を傾けること、これが神様

に造られた人間としての本来の姿でした。毎日、

神様の前に静まり、御言葉に聞きましょう。

4. 御言葉を分かち合いましょう

　　同じ聖書の箇所を読み、それぞれが教えられ

たことを発表して分かち合いましょう。（1月7

日の分級で作成したデボーションノートを利用

してもよい）聖書箇所は教師が選んでください。

〔有名人の聖書観〕

ジョージ・ワシントン「神と聖書なしに、この世

を正しく統治することは不可能である」

アイザック・ニュートン「いかなる世界の歴史に

おけるよりも聖書の中には、よりたしかな真理が

ある」

トーマス・エジソン「聖書だけが、私たちに救い

主を示してくれます。そのことによって聖書は、

私たちの全生涯を造り変えることができる力の泉

となるのです」

ゲーテ「私が獄につながれ、ただ一冊の本を持ち

込むことを許されるとしたら、私は聖書を選ぶ」

ナポレオン「聖書はただの書物ではない。それに

反対するすべてのものを征服する力を持つ生き物

である」
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	 2月18日	 「マルタとマリア」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

70が挙げられています。1月7日にも出てきま

したが、もう一度記します。

問70	 御言葉は、どのようにしてあなたに救いの

恵みを与えるのですか。

答	 私たちが、神の御言葉である聖書と説教に

正しく聴き従うことによってです。御言葉

をよく聴くことこそ、神さまへの愛と奉仕

です。

※説教展開例で出てきているウェストミンスター

小教理問答の問1を覚えているかどうか、おさ

らいしてみましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問1	 人のおもな目的は、何ですか。

答	 人のおもな目的は、神の栄光をあらわし、

永遠に神を喜ぶことです。

※聖書についてのカテキズムとして、ウェストミ

ンスター小教理問答問89と90は、これまでに

も何度か取り組みましたので、今回はジュネー

ヴ教会信仰問答を取り上げてみようと思いま

す。ジュネーヴ教会信仰問答では、聖書につい

ては問300～308で教えられています。全体的

に興味深いやり取りが繰り広げられているので

すが、紙面の関係で、問302～305の問答を記

します。

ジュネーヴ教会信仰問答

問302	そこ（聖書）から実りを受けるためには、

それをどのように用いねばなりませんか。

答	 私たちが御言葉を天上の確かな真理として

心からの固い確信を持って受け入れ、それ

に素直に己れを委ね、己が意志と精神をそ

れに服従させ、心からこの御言葉を愛し、

生活の中で実を結ぶよう、これをひたすら

我が心に刻み、固くそこに根を下ろさせ、

最後にその規範に従って整えられるなら

ば、その時私たちは定められた通り救いに

至るのです。

問303	これらすべては私たちの能力の及ぶところ

でしょうか。

答	 いいえ、そのうちの一つすら全く出来ませ

ん。上に挙げたのは全てただ神のみが為し

たもうことであり、神は御霊の恵みによっ

てこれらを私たちの内に実現してくださる

のです。

問304	しかし、御言葉によって向上するためには、

私たちがこれを読み・聞き・思い巡らすこ

とに誠意を傾け、あらゆる努力をすべきで

はないでしょうか。

答	 まことにその通りであります。銘々が、個

人的に日毎聖書を読む修練をしなければな

らないとともに、特に信仰者の交わりの中

で救いの教理が説き明かされる集いに、全

員が熱心に通わなければなりません。

問305	ということは全員が一緒に同じ教えを聞く

ために集まるのでなく、銘々が家で一人で

読んでいては十分でないとあなたは考える

のですか。

答	 可能である時、すなわちその能力がある時

には集まることが必要です。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ルカ12：31

　月曜日　　ヤコブ1：21

　火曜日　　ネヘミヤ8：8

　水曜日　　テモテ二3：14～15

　木曜日　　ルカ10：16

　金曜日　　ヘブライ4：2

　土曜日　　エフェソ4：20～24
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〔見失った羊のかけがえのない重み〕

　まことの神、主イエス・キリストの養われる羊

の群れとして、しばしば、神の民は物語られます。

（ヨハネ10章1～18節、エゼキエル書34章16節）

また、マタイによる福音書18章12～14節には同

様のたとえ話があり、そこでは、「小さな者が一

人でも滅びることは、あなたがたの天の父の御心

ではない。」と言われています。

　イエスによって、このたとえが話された時、ま

ず、「話を聞こうして」「イエスに近寄った」（1節）

のは、人々から外目で判断されて疎外されてい

た、徴税人や罪人（罪ある者ではなく、罪人とさ

れた者の意味）たちの一団でした。このとき、ま

ず、熱心に主の言葉に聞こうとした者たちをイエ

スが進んで受け入れたこと自体が、ファリサイ派

の人々や律法学者たちにはとても不満なことでし

た。しかし、「この人は罪人たちを迎えて、食事

まで一緒にしている」（2節）とは、イエス・キ

リストが、この罪人とされた人々の仲間の一人と

呼ばれることを厭わなかったという恵み深い出来

事をかえって物語るものでもあります。

　イエス・キリストが教えられたこのたとえ話

は、一匹の羊にたとえられた、ほんとうの罪人一

人のたましいの重みを伝えるものです。この一人

の重みを大胆に伝えるために、イエスは、百匹の

羊のうちの一匹の羊として、物語るのです。それ

は百分の一という比率ではなく、かけがえのない

一人のたましいとしてです。

　この百匹の羊を養う羊飼いの熱心について、イ

エスは、「見失った一匹を見つけ出すまで捜し回

らないだろうか」と、わたしたちに問いかけます。

　この見失った羊一匹の重みは、この一匹の羊を

見つけたときの大きな喜びによって表されます。

それは、羊飼い一人にとどめられるものではなく、

「友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を

見つけたので、一緒に喜んでください』」（6節）

と呼びかけるほどのものです。

〔キリストにある教会の交わり〕

　このように、まず、まことの神ご自身が、罪ゆ

えに本当の自分を失った罪人の救いを熱心に求め

ておられるのです。「わたしたちが神を愛したの

ではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたち

の罪を償ういけにえとして、御子（イエス・キリ

スト）をお遣わしになりました。ここに愛があり

ます」（ヨハネの手紙一4章11節）とは、このた

とえ話の言わんとする真理を証言するものです。

　はじめの人アダムの不従順において、全人類は

罪に堕落しましたから、「悔い改める必要のない」

（7節）人を地上に住む人々の中に求めることは

できません。むしろ、だれもが、悔い改めて、神

に立ち返ることが必要です。ですから、「悔い改

める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜び

が天にある」（7節）との宣言は、キリストによっ

てのみ、ほんとうの罪人は救いに入れられるとい

う強い必然を同時に伝えるものでしょう。

　わたしたちの教会の交わりは、「彼（キリスト）

にあって、彼が完全に所有しておられる栄光に関

与しているので、この世で、キリストと共なる栄

光の初穂を分有している。またその保証として、

神の愛の自覚、良心の平和・聖霊による喜び・栄

光の望みを享受する。……」（ウェストミンスター

大教理問答問83）ものです。

　今、ここで、神の憐れみを受け入れ、一緒に、

主イエスの御名をほめたたえること、そのこと自

体が、まさに、十字架の死から復活され、天に上

げられたキリストの祝福の中にあることです。「弱

い人、乏しい人」を憐れんでくださる主のみ業に

期待し、共に祈り続けましょう。

（エフェソ2:4,5、詩編72:12-14、詩編119:176）

	 （宮武輝彦）

	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書15章1～7節
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　聖書はイエスさまを羊飼いに、私たち人間を羊

にたとえています。羊飼いは羊を愛して、一匹一

匹の羊の名を呼び、養い、憩わせ、さまざまな危

険から命がけで守ります。イエスさまも、そのよ

うなよき羊飼いです。

　ところである時、イエスさまはこんなお話をな

さいました－もしも百匹の羊を持っている人がい

たとして、その人が一匹の羊を見失ってしまった

としたら、その人は九十九匹を野原に残してでも、

いなくなった一匹を見つけ出すまで捜し回らない

だろうか。そして見つけたなら、喜んでその羊を

担いで帰り、多くの人々を集めてお祝いをしない

だろうか。

　このイエスさまのお話を聞いて、皆さんはど

う思いますか。ある人は言うかもしれません。

九十九匹を置き去りにしておいてたった一匹を捜

しに行くのはどうだろうか。その九十九匹がもし

も獣に襲われたなら、いったいどうするのだろう

か。一匹と九十九匹とでは、九十九匹のほうが大

事に決まっているではないか。

　たしかに計算の上ではそうかもしれません。け

れども、よく考えてみてください。あるお母さん

に十人の子どもがあって、そのうちのひとりがい

なくなってしまったら、そのお母さんはあと九人

もいるからかまわないなどと考えるでしょうか。

きっといなくなったひとりのために深く嘆き悲し

み、心配するはずです。

　イエスさまは羊飼い、私たちは羊です。見失っ

た一匹の羊を、このわたしだと考えてみてくださ

い。そのあなたを、九十九匹を残してまで捜し

回ってくださるのがイエスさまなのです。なぜな

ら、イエスさまにとってはあなたのたったひとつ

の命も、かけがえのない命だからです。そこで

は、九十九匹と一匹というような計算は成り立た

ないのです。なぜならイエスさまは、一匹の羊に

九十九匹の羊たちにもまさるともおとらない、限

りない愛を注いでくださるお方だからです。

　神さまは、わたしの目にあなたは価高く、貴い

と私たちのひとりひとりに仰せになります（イザ

ヤ書43章43節）。

　ある人はまた、こう考えるかもしれません。羊

飼いが九十九匹の羊を野原に残してまで、いな

くなった一匹を捜しに行ったのは、その一匹が

九十九匹を残して捜すにあたいするほど価値の高

い、特別にすぐれた羊だったからだろう。

　でも、そうではありません。いなくなった一匹

も、おそらくほかの九十九匹と特別変わるところ

のない羊であったことでしょう。

　つまり、神さまは私たちがすぐれているかどう

か、いろいろなことができるかどうか、そのよう

なことは問題になさらないのです。神さまにとっ

ては、私たちに何ができるかできないかというこ

とをこえて、私たちひとりひとりの存在そのもの

が宝石のように価高いのです。私たちの命そのも

〔単元のねらい〕

　人の命が物のように扱われ、人の価値がさまざまなこの世的なものさしではかられることがおそらく

一般化している社会に、大人も子どもたちも生きている。そうした中で、神が私たちの命と存在とを無

条件に愛してくださること、そこにこそ私たちの生きるもといが据えられていることを、主イエスがお

語りになった「見失った羊のたとえ」を通して今一度確かめたい。

「一匹の羊を愛するイエスさま」

	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書15章1～7節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問31
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のを限りなく愛し、いつくしんでくださるのです。

なぜなら神さまが私たちを造られたからです。私

たちの命も、尊くかけがえのないものとして造っ

てくださったからです。

　だからこそ、一匹の羊がいなくなったことは、

羊飼いにとって耐え難い痛みであり、苦しみで

あったのです。だからこそ、羊飼いは九十九匹を

置き去りにしてまで、一匹の羊を捜し回ったので

す。

　このイエスさまのお話は、たんなるたとえ話で

はありません。神さまがどれほどこのわたしのひ

とつの命、一匹の羊を愛しておられるのかを、私

たちは神さまが私たちの救いのためになしてくだ

さったみわざを通して知るのです。

　それは私たちの命を罪から救うために、み子イ

エスさまを十字架につけられたというみわざで

す。

　イエスさまの命こそ、ほんとうにかけがえのな

い、貴い命でした。けれども神さまは私たちの罪

を贖うために、このイエスさまの命を犠牲とな

さったのです。それほどまでに私たちの命を価高

いものと見なしてくださるのです。私たちを愛さ

れるのです。

　そして、羊飼いが見つけ出した一匹の羊をかつ

いで喜ぶように、私たちがイエスさまの贖いに

よって罪赦され、神さまと和解し、悔い改めてご

自分のもとに帰ってくることを、最高の喜びとし

てくださるのです。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 イザヤ書43章4節

わたしの目にあなたは価高く、貴く

わたしはあなたを愛し

あなたの身代わりとして人を与え

国々をあなたの魂の代わりとする。
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	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様が無条件で私たち一人一人の命を尊び愛し

てくれていることを知る。

〈展開例〉

　聖書ではよくイエス様を羊飼いに、人間を羊に

たとえています。イエス様はある時、お話されま

した。百匹の羊を飼っている羊飼いが、一匹の羊

がいないとわかったら、他の九十九匹を残してで

もいなくなった一匹を見つけ出すまで捜し回らな

いだろうか。そして見つけたら喜んでその羊を担

いで帰り、友達や近所の人々を呼び集めて「見失っ

た羊が見つかったので一緒に喜んでください。」

と言うであろうというたとえです。

　私たち、○○ちゃんも○○君も迷子になり、い

なくなったらお父さんやお母さんやお家の人が見

つかるまで一生懸命捜すよね。そういう風にイエ

ス様も私たち○○ちゃん○○君のことをとっても

大事に思っています。時々いけないことをしてし

まう子でも、ごめんなさいができる子でもできな

い子でも、私達のことをとっても大好きで愛して

くれています。その愛は、神様が、私たちの悪い

ことのために、ご自分の子のイエス様を十字架に

かける程に、私たちを愛してくださっています。

それは私たちを神様がかけがえの無いものとして

お造りになったからです。ですから○○ちゃんも

○○君も神様の御言葉を守って、お家のひとの言

うことをよく聞いて、皆と同じ位大事なお友達に

も優しくしようね。神様の御言葉を守って皆のこ

と大事に思っている神様と一緒に幸せに過そう

ね。

〈お祈り〉

　神様、私たち一人一人のことをとても大切に愛

してくれてありがとうございます。お友達にも優

しく親切にできるようにして下さい。

「見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでください」
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	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　多いか、少ないか、儲かるか、儲からないか、

損をするか、得かするか、というような功利的な

基準で、すべてのことが判断されるような世の中

です。しかし、神様はそのような基準ではなく、

一人一人の人間の命をかけがえのないものとして

創造され、愛しておられます。一人の命の尊さは、

決して何人の命とも比較することはできません。

したがって、罪による滅びへと向かっていた罪人

の命が、滅びから救われたという喜びは、決して

他のどんなことにも代えられない大きな喜びなの

です。

　一人一人の命の尊さと、その一人一人の命に救

いのために注がれている神様の大きな愛を子供た

ちと一緒に味わいましょう。

〈展開例〉

1. イエス様が人々にお話をしておられた時、そ

こにいたファリサイ派や律法学者が、突然、イ

エス様に不平を言い出しました。彼らは何と

言ったのでしょうか。

2. どうしてファリサイ派の人たちはそのことが

我慢できなかったのでしょうか。

3. イエス様はファリサイ派の人々の疑問に答え

るために「見失った羊」のたとえをお話なさい

ました。そもそもどうして、この羊は迷子になっ

てしまったのでしょうか。みんなで考えよう。

4. 羊飼いは、一匹の羊が迷子になったことを知っ

てどうしましたか。

5. 迷子になっていた一匹の羊が見つかった時、

その羊飼いは何と言いましたか。

6. 羊飼いは九十九匹の羊よりも一匹の羊の方が

好きだったのでしょうか。

7. 迷子になった羊とは誰のことでしょうか。

8. この羊飼いは誰のことでしょう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。イエス様を信じる前のわたし

は、迷子になった羊と同じでした。しかし、イエ

ス様はそんなわたしを愛してくださり、わたしを

救うために十字架にかかってくださいました。ど

うか、これからも迷子にならないようにいつもイ

エス様と一緒に生きることができますよう助けて

ください。主イエス・キリストの御名によってお

祈りします。アーメン。
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	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　一匹の羊を捜し求め、見つけ出してくださるイ

エス様の愛の大きさを知る。

〈展開例〉

1. 一匹一匹に名前がつけられている

　　羊飼いは羊の一匹一匹に全部、名前をつけて

います。羊飼いでない人が百匹もの羊を見たら、

なんだか全部同じような顔に見えるかもしれま

せん。でも羊飼いは顔や姿だけでなく、どの羊

がどんな性格で、どんなくせを持っているのか

まで全部知っています。

　　ですから羊飼いが家に帰るとき、百匹のうち

の一匹がもし見あたらなければ、どの羊がいな

くなったのかがすぐにわかるのです。

　　迷子になってしまった羊は、どうなるので

しょう。羊はとても弱い動物です。獣に殺され

てしまうか、えさが十分に食べられずに死んで

しまいます。ですから羊飼いは、急いで迷子に

なった羊を捜しに行かなければなりません。

2. 迷子になった羊とは

　　迷子になった羊とはだれのことでしょう。神

様から離れて迷い出た私たちのことです。

　　イエス様は一匹の羊を見つけ出すまで捜し続

ける羊飼いのように、私たち一人一人を捜し出

して、神様のもとに連れ戻してくださいます。

イエス様は良い羊飼いだからです。

3. 大きな喜び

　　あなたは大切なものをなくしてしまったこと

がありますか。やっとそれが見つかったとき、

ついに見つけた！	と叫びたいくらい嬉しいで

すよね。

　　羊を見つけた羊飼いは、喜びにあふれて羊を

肩にかついで帰ってきます。友人や近所の人を

呼んでパーティーを開くほどの喜びです。いな

くなった自分の羊が戻ってきたからです。

　　一人の人が悔い改めて神様のもとに帰ると

き、天では大きな喜びが起こります。失われた

命が戻ってきたからです。

4. たった一匹なのに？

　　もしあなたが百匹の羊を飼っていたら、一匹

ぐらいいなくなってもしかたがないとあきらめ

てしまうでしょうか。一匹は百分の一の価値し

かないのでしょうか。

　　神様は私たち一人一人を特別に愛してくだ

さっています。それは私たちにすぐれた能力や

価値があるからではありません。神様は私たち

一人一人を、かけがえのない存在としてお造り

になったからです。

5. イエス様の愛

　　羊飼いは羊を見つけ出すまで捜し回りまし

た。危険な所や遠くまで捜しに行きました。

　　同じようにイエス様は、自分では帰ることの

できない私たちを捜し出して、肩にかついでく

ださり、父なる神様のもとに連れ帰ってくださ

いました。

　　神様はどれほど私たちを愛してくださってい

るのでしょうか。神のひとり子であるイエス

様の命を私たちにくださるほどでした。それに

よって私たちの罪をゆるし、再び神様のもとに

帰ることができるようにしてくださったので

す。

　※参考絵本「きみのかわりはどこにもいない」

メロディー・カールソン（いのちのことば社）

6. 羊飼いのジグソーパズル（次ページ参照）

　①コピーして色をぬる　②裏返しにしてジグ

ソーパズルになるように線を描き、ハサミで切

る　③表にしてパズルを完成させる。（拡大し

てみんなでやってもよい）
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	 2月25日	 「見失った羊のたとえ」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

31が挙げられています。

問31	 救いとは何ですか。

答	 神さまの子どもとされることです。そのた

めに、神さまは私たちの罪を赦して義と認

めてくださいました。ですから、私たちは、

喜びと感謝をこめて、「私たちの父なる神

さま、私の天のお父さま」とお呼びします。

※見失った羊を探すように、滅びるしかないわた

したち罪人を探し出して救うため、世に来てく

ださったイエスさま。そのことを思いながら、

次のカテキズムに挑戦してみましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問20	 神は全人類を、罪と悲惨の状態のうちに滅

びるままにされましたか。

答	 神は、全くの御好意によって、永遠の昔か

ら、ある人々を永遠の命に選んでおられた

ので、彼らと恵みの契約を結ばれました。

それは、ひとりのあがない主によって、彼

らを罪と悲惨の状態から救助して、救いの

状態に入れるためです。

〈今週の聖書日課〉

　今週は、まことの羊飼いの姿を描いている聖書

箇所をまとめて読んでみましょう。

　日曜日　　ヨハネ10：11～18

　月曜日　　詩編23編

　火曜日　　エゼキエル34：1～10

　水曜日　　エゼキエル34：11～16

　木曜日　　エゼキエル34：17～22

　金曜日　　エゼキエル34：23～28

　土曜日　　エゼキエル34：29～31

先生方へ④

キャンプや修養会に行って、参加者の様子を

見ていて思うことがあります。それは、学校

のこと、趣味のこと、テレビのこと、好きな

人のことなどの話では、ものすごくしゃべる

のに、分団や分級の時間になると、たどたど

しいしゃべり方になる人が多いということで

す。それは、信仰の問題についての言葉を知

らないからだと思います。聞いたことのない

言葉をしゃべれるようになる人間はいませ

ん。外国語学習もまず耳から、と言います。

家庭や教会で年長者が語る信仰の言葉を聞き

ながら、子どもたちは自分たちなりの信仰の

言葉をつむぎだしていけるようになります。

子どもたちに聞かせられる信仰の言葉を、私

たち大人が語れているかどうか、反省したい

と思います。まずは聖書そのものからのみ言

葉をどれだけ心に蓄え、語れているか。そし

て今年1年ご紹介してきた教理問答の言葉。

これらの言葉は先輩たちがつむぎだし、語り

伝えてきた遺産です。これを私たちのところ

で止めてしまわず、次の世代へと継承できて

いるかどうか。語られなければ伝わりません。
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〈父の愛のたとえ〉

　ルカ15章11～32節に記されているイエスのた

とえ話は「放蕩息子のたとえ」と呼ばれています。

しかし、後半の25～32節も合わせて考えるなら

ば、「二人息子のたとえ」と呼んだ方がよいのか

も知れません（11）。このたとえ話は、「徴税人や

罪人」だけではなく、「ファリサイ派の人々や律

法学者たち」をも念頭に置いて語られているから

です（1-3）。しかし、前半の“弟編”と後半の“兄

編”を一つのたとえ話として結び合わせているの

は、「この息子は死んでいたのに生き返り、いな

くなっていたのに見つかった」（24,32）と言って

弟息子の帰還を喜ぶ父の愛です。失われた者を探

し出して慈しむ父の愛です。そのようにこのたと

え話を読むならば、内容的には「父の愛のたとえ」

と呼ぶのが一番よいのかも知れません。

〈父の愛と弟息子〉

　当時のユダヤ社会においては、父親が死ぬ前に

遺産の分配をするということがよくありました。

ただこの場合でも、父親が生きている間は、父親

がその財産の使用権を確保するのが常でした。こ

のたとえ話の兄息子の場合、財産の分け前にあず

かりながら、なお父親が使用権を持っていたよう

です（31節参照）。しかし、弟息子の場合、財産

の分け前にあずかりますと、日たたぬ内にすべて

をお金に換えて、「遠い国」に旅立ってしまいま

す。このせっかちぶりにはあきれてしまいます。

案の定、滞在先の国で放蕩に身を任せ、せっかく

貰った財産のすべてを使い果たしてしまいます。

この弟息子が「遠い国」に行ったのは、自由と独

立を求めてのことであったと思われますが、同時

にあらゆる面で父親の支配から逃れようとしたた

めに、身を持ち崩してしまうこととなったのです。

自由と独立を得るどころか、それとは正反対に、

罪と悲惨の奴隷となってしまいます。弟息子の場

合、父子の絆を断ち切るような仕方で自由と独立

を求めた結果、「失われた者」となってしまいま

した。

　しかし、罪と悲惨のどん底生活の中で彼は我に

返り、父のもとに帰りたいと願うようになりま

す。17～19節と21節を比較すると、後者には「雇

い人の一人にしてください」が欠けています。父

親が帰ってきた息子の言葉を遮るようにして、祝

宴準備のための指示を与え始めたということであ

りましょう。父親の喜びがどんなに大きなもので

あったかがわかります。神はたとえ私どもが完璧

でなくても、悔い改めの一歩を踏み出すならば、

喜んでご自身との交わりの中に受け入れてくださ

るのです。

〈父の愛と兄息子〉

　兄は、父親との関係において、ある意味では模

範的であったと言えます（29a）。	しかし、問題

は、父の心を理解することなく、表面上父の言い

つけを守っていたに過ぎなかったという点にあり

ます。この日も兄は戻ってきた弟のために祝宴を

催した父の喜びを理解できないで、祝宴に出よう

ともしません。彼には、「死んでいたのに生き返

り、いなくなっていたのに見つかったから」（32）

と言って、皆で楽しみ喜ぼうとする父の心がわか

らないのです。その意味でこの兄息子も心では父

から離れており、この点で弟息子と同じく「失わ

れた者」でした。

　しかし、父親はこの兄息子に対しても等しく憐

れみと関心を示しています（28）。イエス様が当

時のファリサイ派、律法学者たちを念頭において

この兄息子のたとえを話されたことは明らかで

す。	 （宮崎彌男）

	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書15章11～32節
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　ある人に二人の息子がいました。その人はたく

さんの財産を持っていました。ふつう、財産は、

親が死んでしまった後に子供たちにゆずり与えら

れます。しかし、あるとき弟は、自分がもらえる

財産を今もうくださいと言いました。そして、財

産をもらうと、さっさと遠い国に旅立っていきま

した。弟は先のことを何も考えず、今お金がたく

さんあって、楽しく暮らせればいいと考えたので

す。すると案の定、財産を無駄づかいしてしまっ

て、お金は全部なくなってしまいました。

　みんなはおこづかいをもらっているでしょう

か。お金はよく考えて大切に使わなければいけま

せん。何も考えず、好きなものを好きなだけ買っ

ていると、本当に必要なものが買えなくなってし

まいます。

　必要なものとは例えば食べ物です。弟は、お金

を無駄づかいしてしまい、ついに食べるものにも

困ってしまいました。飢饉まで起こって、食べ物

がなくなってしまったのです。弟は豚の世話をす

る仕事をしましたが、しかし豚が食べるいなご豆

さえ食べることができませんでした。

　弟の間違いは、ただお金の使い方にあったので

はありませんでした。父親のもとを離れて、自分

勝手に自由に生きていこうと思ったこと自体が、

間違いだったのです。そして、この弟の姿は私た

ちに何を教えているか、分かるでしょうか。これ

は、父なる神さまのもとを離れてしまったすべて

の罪人の姿を教えてくれています。罪とは、神さ

まから離れて自分勝手に生きること、そして私た

ちをみじめな姿にしてしまうものです。弟はお腹

が空きました。そして、満たされなかったのはお

腹だけではなく、心もまた満たされず、寂しく不

安な気持ちになったことでしょう。私たちも神さ

まから離れてしまうとき、体も心も満たされない

のです。

　しかし大切なのはこの後です。弟は、そのよう

にみじめな姿になったとき、初めて自分は罪を犯

したということに気づきます。そして、お父さん

のもとに帰って、もう一度やり直そうと決意しま

す。私たちも、自分のみじめな罪に気づいたなら、

その後が大切です。弟のようにはっきりと罪を認

め、悔い改めなければいけません。

　そして、弟がそのように決意して家に帰ると、

父親は温かく弟を迎えてくれました。このとき

のお父さんの姿はとても印象的です。弟が家に向

かったとき、まだ遠く離れていたのに、お父さん

の方から弟を見つけ、走り寄ってきてくれたので

す。ひょっとすると、弟にはまだこのとき不安が

あったかもしれません。勝手に家を飛び出して、

財産まで使い果たしてしまった自分を、お父さん

は家に入れてくれるだろうか。しかし、家に帰っ

たとき、お父さんの方から走り寄ってきてくれ

〔単元のねらい〕

　よく知られた放蕩息子のたとえには、聖書全体の要約とも言える内容が込められている。父なる神の

もとを離れたゆえの罪の悲惨と、父なる神のもとへ帰ることこそが救いと祝福であるということをスト

レートに伝えたい。すでにたとえ話の内容をよく知っている子供たちにも、父と二人の息子のそれぞれ

の立場・気持ちなどを深く考えさせることを通して、登場人物たちに自分を重ね合わせて理解すること

ができるようにしたい。そして、一人一人が実際に罪を離れ、父なる神のもとへ帰ることができるよう

に導きたい。

「神さまの家に帰ろう」

	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書15章11～32節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問21、67
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たのです。そして、食事でお祝いまでしてくれた

のです。お父さんにとっては、いなくなっていた

弟が帰ってきたということがとてもうれしいこと

だったのです。

　私たちにも、教会に来て、神さまを信じていて

も、ときどき不安があるかもしれません。神さま

はこんな自分を本当に愛してくれるだろうか、受

け入れてくれるだろうか、という不安があるかも

しれません。お祈りしていても、心配になること

があるかもしれません。でも、この放蕩息子の父

親が走り寄って抱きしめてくれたということを覚

えていてください。神さまの方から、私たちのも

とに走り寄ってきてくださるのです。それは、神

さまがイエスさまを私たちのもとに送ってくだ

さったということにもあらわれています。神さま

の方から私たちに近づいてくださるのです。だか

ら安心して、私たちは父なる神さまのもとに帰っ

ていけるのです。

　さて、このたとえ話には、兄のことも終わりに

出てきます。そして、この兄も実は父のもとを離

れてしまった者として出てきます。確かに兄は

ずっとお父さんと一緒にいたのですが、弟が帰っ

てきて、お父さんが喜んでいるのを見ると、とて

も怒ったのです。今までずっと従ってきた自分で

ももらえなかったような子牛の食事で自分勝手な

弟を迎え入れたことに腹が立ったのです。不公平

ではないかと思ったのです。そして、兄は怒って

家に入ろうとしませんでした。兄もまたお父さん

のところから離れてしまったのです。お父さんか

ら離れ、お父さんに文句を言ったのです。

　しかし、お父さんはこの家に入ろうとしない兄

に対しても、自ら出てきてなだめてくれました。

そして、兄の言い分を受け止めながら、大切なこ

とを語ってくれました。それは、今まで兄はお父

さんのものをすべて自分のものであるという祝福

にあずかってきたということ、そして帰ってきた

弟を喜ぶのは当たり前のことではないか、という

ことでした。つまり、お父さんは決して不公平を

しているのではないのです。そして、お父さんは

みんなを愛したいと願っておられるのです。この

ことを、お父さんは兄に伝えたのでした。

　私たちも、もし他の誰かが神さまから祝福され

ているのを見てうらやましがったり、怒ってし

まったりするとき、このお父さんの言葉を思い出

すようにしましょう。そして、神さまは自分に対

しても大きな祝福を与えていてくださるというこ

とを感謝しましょう。

　ここには、弟と兄の二人の兄弟が出てきました

が、これは自分という一人の人間の中に、弟のよ

うなところも兄のようなところもあるということ

です。好き勝手なことをしてはみじめで不安に

なってしまう自分、まじめにしているように見え

て誰かをねたんでいる自分、どちらも自分の中に

あります。でも、大切なことは、そのどちらにも

お父さんは近づいてくださったということです。

神さまは、私たちのためにイエスさまを与えてく

ださり、私たちのもとに近づいてきてくださる方

です。だから私たちもまた、心から信頼して神さ

まのもとに帰るのです。	 （石原知弘）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書15章24節

食べて祝おう。

この息子は、死んでいたのに生き返り、

いなくなっていたのに見つかったからだ。
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	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神さまのところ（礼拝や教会学校）から離れる

と私たちは罪を犯します。そのことに気づいたら、

すぐに神さまところに帰りましょう。神さまは、

罪を赦してくださり、そのことを喜んでください

ます。

〈展開例〉

　放蕩息子のお話は教会に紙芝居があると思いま

すので、それを利用しながら、以下展開していき

ます。またこのお話をイエス様がみんなにして下

さったことを強調して下さい。

　（幼稚科では、弟息子のことだけに触れること

にします。）

　お父さんとは、神さまのことです。そして弟息

子とは私たち人間のことです。（先生、子どもた

ち一人一人の名前を呼びながらお話します。）

　私たち人間は神さまに造られました。だから本

当はいつも神さまのことを思って、一緒にいられ

たら一番幸せなことなのです。みんなが、大好き

なお父さんお母さんと一緒にいて安心して暮らし

ているようにね。

　弟息子は、お父さんから離れて、自分の好きな

ように暮らしたいと思うようになり、お父さんか

らたくさんのお金をもらいましたね。

　弟息子は自分が楽しくなるように毎日遊んで暮

しましから、お金はすぐになくなりました。

　お金がなくなるとお友達もいなくなり、そして

最後に食べるものもなくなりました。はだしにな

り、服もぼろぼろ、お腹もぺこぺこでもう死にそ

うと思ったときお父さんのことを思い出したので

す。そして自分が悪いことをしたことを心からあ

やまろうと決めて家に帰っていったのです。

　お父さんは弟息子を遠くから見つけて、走って

いって抱きしめ、食べ物、着るもの、履物を用意

しお祝いをしてくれました。息子はどんなにうれ

しかったでしょう。心が温かくホカホカになりま

した。（みんなを抱きしめてあげてください。）

　みんなは、悪いことしたら、それに気づいてあ

やまりましょう。そのことを神さまは喜んでくだ

さいます。神様はなんて温かいお方なのでしょう。

そしてイエスさまはそのことを教えてくださいま

した。教会に来て、イエスさまのお話を聞いて、

神さまのところへ帰る道を教えてもらいましょう

ね。

〈やってみよう〉

　放蕩息子は失われたものとなりました。息子は

すべてを失ってはじめてもっとも大切なことに気

づき、父の家へ帰ることができました。さあ、放

蕩息子の絵をかいて、カードを作ってください。

生徒の数だけ作ってどこかにかくしましょう。お

父さんの絵、または家の絵を用意して、放蕩息子

のカードを見つけた生徒はそこに貼って遊んでく

ださい。全員が見つけられたらゲーム終了。

　これは余談ですが、この展開を考えながら、口

ずさんだ歌があります。それは日本昔ばなしのエ

ンディングテーマソング。これはある教会の幼児

クラスの終わりにいつも歌いながら踊った懐かし

い曲でした。「いいな、いいな、人間っていいな。

♪……僕も帰ろ、おうちに帰えろ。でんでんでん

ぐり返ってばいばいばい」。

〈おいのり〉

　天のさま、私たちが悪いことをしたとき、心か

ら神さまに謝ることができるように、神様のとこ

ろに帰ることができるようにしてください。イエ

スさまのお名前によってお祈りします。アーメン。
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	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　この「放蕩息子」のたとえは、15章から始まっ

ている「見失った羊」のたとえ、「無くした銀貨」

のたとえと同じテーマです。すなわち、神様は、

罪を犯し、神様から離れてしまったわたしたち人

間をそれでも愛してくださり、わたしたちが罪を

悔い改めて、神様のもとに立ち返るのを待ってお

られる、ということを教えています。

　しかし、この「放蕩息子」のたとえでは、他の

たとえ話以上に、神様から離れて生きることがい

かに悲惨であるのかを教えています。また、自分

勝手に神様から離れ、好き勝手している人間を、

それでも愛し、赦してくださる神様の愛が、まさ

にわが子を愛する父親の愛として深く語られてい

ます。

　子供たちの日常生活のことにも触れながら、わ

が子を愛する神様の深い愛について一緒に考えま

しょう。

〈展開例〉

1. 弟はどうしてお父さんに財産を分けてくれる

よう頼んだのでしょう。弟の気持ちをみんなで

考えよう。

2. 弟は財産を分けてもらった後、どうしました

か。

3. その後、弟はどんな生活をしましたか。また、

その結果、どうなりましたか。

4. 飢え死にしそうになった弟は何を考えました

か。聖書から探して読みましょう。

5. 息子が帰って来たとき、お父さんはどんな気

持ちになったでしょう。聖書の中にあるお父さ

んの行動から、その理由を考えよう。

6. お兄さんは、弟が帰ってきてどんな気持ちに

なりましたか。また、お兄さんはどうしてそん

な気持ちになったのでしょう。

7. お父さんはお兄さんより、弟の方が好きだっ

たのでしょうか。

8. あなたがお兄さんだったら、どうしますか。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。神様の愛を忘れて、つい自分

勝手に、わがままに生活してしまう私をお赦しく

ださい。しかし、それでも神様はそんな私をいつ

も見守って愛していてくださいます。どうか、神

様の愛を忘れないで毎日生活できますようにお守

りください。罪を犯したときは、神様に心からご

めんなさいと言って、神様の所に帰ることができ

ますように導いてください。主イエス・キリスト

の御名によってお祈りします。アーメン。

「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪を犯しました。」
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	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　罪人が悔い改めて神に立ち帰ることを神は何よ

りも喜んでくださる。

〈展開例〉

1. 三人のポイントを整理してみよう

　〔弟〕

　・父がまだ生きているのに財産を分けてほしい

と願った。→父の支配からのがれて、独立し

たいと考えた。

　・父のもとを出て行った。→自由に自分勝手に

暮らせば幸せになると思っていた。

　・我に返った。→惨めな自分になって初めて、

神様に対しても父に対しても罪を犯していた

ことがわかった。悔い改めて父のもとへ帰る

決心をした。

　〔父〕

　・遠く離れていたのに、息子を見つけて→父は

毎日毎日、息子の帰りを今か、今かと待って

いた。

　・走り寄って首を抱き、接吻した。→待ってい

るだけでなく、息子を見つけると父の方から

走りよって受け入れた。

　・食べて祝おう。→いなくなった息子が帰って

きたことを心から喜んでいる。この喜びは祝

宴を開く（共に喜び祝う）ほど大きい。

　〔兄〕

　・兄は怒って家に入ろうとしなかった。→父の

やり方が不満。父の喜びが理解できない。

　・いいつけに背いたことは一度もない。→自分

はまじめで正しいと思っている。形式的に戒

めを守っていたが、父の心から遠く離れてい

た。

2. 誰のことをあらわしているのか？

　　このたとえは、取税人や罪人を受け入れるイ

エス様に不平をいったパリサイ人や律法学者に

対して語られたものです。父、弟、兄は誰のこ

とを表しているのでしょう。

　　父……神様

　　弟……取税人や罪人（罪人と見なされていた

人、大きな罪を犯した人、みんなから嫌わ

れのけ者にされていた人たち）

　　兄……パリサイ人や律法学者（神様の掟を自

分の力で守り、天国に入れると考え、教え

ていた指導者）

3. 弟と兄に対する父の愛

　　父は弟を見つけて走り寄り、抱きしめて受け

入れます。神様は私たちが悔い改めて神様のも

とに立ち帰るとき、喜んで迎え入れてください

ます。大きなゆるしと愛で包み込んでください

ます。

　　ここに出てくる弟とは、取税人や罪人のこと

です。イエス様はみんなから嫌われていた彼ら

の友となってくださいました。

　　そんな父に対して文句をいう兄は、もう一人

の放蕩息子です。いつも父のそばにいながら父

の心から離れていました。その兄に対して「あ

なたも私のところに帰って一緒に喜び祝おうで

はないか」と悔い改めの中に招きます。

　　神様の前に自分は正しいといえる者は誰もい

ません。イエス様は、自分が正しいと思ってい

たパリサイ人たちをも神様との交わりの中へと

招いておられるのです。

4. 登場人物になったつもりで、手紙を書いてみ

よう

　①弟から父へ……悔い改めの手紙

　②兄から父へ……不満の手紙

　③父から弟へ……ゆるしと喜びの手紙

　④父から兄へ……なだめと招きの手紙

　　まず、それぞれの気持ちについて話し合って

みましょう。それから①から④のどの手紙を書

くか選びましょう。できたら発表し合いましょ

う。
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	 3月4日	 「放蕩息子のたとえ」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

21、67が挙げられています。

問21	 神さまは、あなたもほかの人も、罪人を滅

びるままにお見捨てになりましたか。

答	 いいえ、ちがいます。

	 神さまは、神の民となるように	最初から

私たちを選んでくださいました。罪から救

い出してくださるあがない主を与えてくだ

さったのです。

問67	 信仰と悔い改めとは何ですか。

　答	 聖霊のお働きによって与えられる、救いの

恵みです。イエスさまを救い主として受け

入れ、信頼することと、罪を認め、罪を憎

み、神さまに向かって歩むことです。

※命に至る悔い改めについて教えている問答を見

てみましょう。

ウェストミンスター小教理問答

問85	 罪のため私たちに当然な神の怒りとのろい

とを免れるために、神は、私たちに何を求

めておられますか。

答	 罪のため私たちに当然な神の怒りとのろい

とを免れるために、神が私たちに求めてお

られる事は、キリストがあがないの祝福を

私たちに伝えるのに用いられるすべての外

的手段を、忠実に用いて、イエス・キリス

トを信じ、命に至る悔い改めをすることで

す。

問87	 命に至る悔い改めとは、何ですか。

答	 命に至る悔い改めも、救いの恵みです。そ

れによって罪人は、自分の罪を本当に自覚

し	キリストにある神のあわれみを理解し

て、自分の罪を歎き憎みつつ、罪から神へ

と立ち帰り、新しい服従をはっきりと目指

し努力するようになるのです。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ルカ15：11～32

　月曜日　　使徒20：17～24

　火曜日　　箴言2：1～5

　水曜日　　箴言8：33～36

　木曜日　　イザヤ55：1～3

　金曜日　　エゼキエル36：25～32

　土曜日　　イザヤ1：15～17

先生方へ⑤

しかし、信仰の言葉を語ると言っても、言葉

を振りかざして、行いがないがしろになっ

ては、おかしなことになります。「行いを伴

わない信仰は死んだものです。（ヤコブ2：

26）」そう聞くと、何一つ聖書の戒めを守れ

ない自分に気づき、自分には聖書や教理問答

から語る資格はない、と思われるかもしれま

せん。しかし、わたしたちにも語れることが

あるのです、痛みを伴いますが。信仰の体験

談を話したことがおありの方なら思い出して

いただけるでしょう。信仰の言葉を語るとい

うことは、結局、自分の弱さをさらけ出すと

いうことです。問題は子どもたちの前でそれ

ができるかどうかです。先生面をしていては

できないことです。むしろ、子どもたちと一

緒に神さまからみ言葉をいただくという気持

ちになり、子どもたちの目線に立たなければ

できません。

ですから、まずは信仰の先輩たちの言葉を借

りて、信仰について対話を始める。そうすれ

ば、そののち、自分たちの言葉で自由に信仰

について語れるようになっていくでしょう。

そのように育った人たちが集まったキャンプ

や修養会が実現するのが楽しみです。



─ 83 ─

〈徴税人のかしら〉

　エリコの町は古くから栄えた町で、エルサレム

への街道に面し、交通の上でも商業の上でも重要

な位置を占めていました。ザアカイはこの町で徴

税人のかしらとして時のローマ政府に仕える働き

をしていました。その頃、ユダヤの徴税人と言え

ば、征服者であるローマのために自国民から税を

取り立てるということで、同胞ユダヤ人からは憎

まれ、軽蔑されていました。しかも不正な取り立

てで私腹を肥やす者も多かったのです。このため、

徴税人は、ユダヤ人でありながら、宗教的にも社

会的にもユダヤ人社会の仲間入りを許されず、「罪

人」と同様の扱いをされていたのです（19:7参

照）。

　ザアカイはそのような「徴税人のかしら」とし

て収入も多く、金持ちでしたが、孤独で満たされ

ない生活を送っていました。そのザアカイが、主

イエスと出会うのです。

〈主イエスとの出会い〉

　イエス様がエリコに来られることを聞き知った

ザアカイは、何とか会ってみたいと思いました。

この方は「徴税人や罪人」とも自由に交際をする

方だと聞き及んでいたからです。しかし、通りに

出てみると、人だかりで一ぱいです。背の低かっ

たザアカイを親切に前方へと案内してくれるよう

な人はいませんでした。金持ちであっても隣人と

のつき合いのなかったさびしい徴税人のかしら、

ザアカイ。それでも、ザアカイは何とかイエスを

見たいとの切実な思いを持っていました。彼は先

回りして、いちじく桑の木に登ってイエスを見よ

うとするのです。こっけいな姿です。でも、ここ

に私たちは救いを求める切実なザアカイの姿を見

ることができるのではないでしょうか。

　この時、ザアカイにとってとても嬉しいことが

起こります。通りかかったイエス様が上を見上げ、

木の上のザアカイに声をかけて下さったのです。

「ザアカイ、急いで降りてきなさい。今日は、ぜ

ひあなたの家に泊まりたい」（5）と。思いもよら

ないことでした。でも、ザアカイはこの時直感的

に悟ったに違いありません。この方は自分の悩み、

自分の孤独を本当にわかって下さる方だと。ザア

カイはすぐに降りてきて「喜んでイエスを迎えま

した」（6）。

〈今日救いがこの家を訪れた〉

　主イエスが来られたのは、「失われた者を捜し

て救うため」（10）です。ザアカイは、ユダヤ人（「ア

ブラハムの子」（9））でありながら、神の民では

ないとみなされていました。人がそう見れば、い

つしか自分もそのように思うようになって、神と

の関係においても、人との関係においても「失わ

れた者」となっていました。そのようなザアカイ

をイエス様は探し出し、名前を呼んで救い出され

るのです。イエス様から呼びかけられた時、ザア

カイは嬉しくてたまりませんでした。救いの喜び

の中から彼は誓います。「主よ、わたしは財産の

半分を貧しい人々に施し、不正な取り立てをして

いたならば、それを四倍にして返します」（8）と。

これはザアカイの悔い改めの告白と言ってもよい

でしょう。

　このように生まれ変わったザアカイに対し、主

イエスは「今日救いがこの家を訪れた」と宣言さ

れます。今やザアカイは主イエスによって神との

交わりを回復することができただけではなく、悔

い改めの告白により社会的信頼回復への道を歩み

始めることとなりました。これこそザアカイが主

イエス・キリストによって受けた救いです。彼は

もはや「失われた者」ではありませんでした。

	 （宮崎彌男）

	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 聖書研究

	 テキスト	 ルカによる福音書19章1～10節
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　イエスさまがエリコという町に来られたとき、

たくさんの人がイエスさまを見に来ていました。

その中に、ザアカイという人がいました。ザアカ

イもイエスさまを見たかったのです。しかし、彼

は背が低い人でした。ただでさえ人がいっぱいい

るのに、背が低いザアカイにはとてもイエスさま

を見ることはできませんでした。しかしザアカイ

はあきらめませんでした。どうしてもイエスさま

を見てみたかったのです。彼はなんといちじく桑

の木によじ登って、そこからイエスさまを見よう

としたのです。私はこのエリコという町に行った

ことがあるのですが、そこに大きないちじく桑の

木があるのを見ました。こんな木の上に登るなん

て、ザアカイはどうしてもイエスさまを見てみた

かったんだなあと思いました。

　ところで、どうしてザアカイはそこまでしてイ

エスさまを見てみたかったのでしょうか。イエス

さまが有名な人だったからでしょうか。私たちも、

もし有名なスポーツ選手やタレントの人が近くに

いたら、見に行くかもしれません。人がたくさん

いて見えなければ、ジャンプしてみたり、壁にの

ぼってでも見ようとしたりするかもしれません。

　ザアカイは、そのような気持ちでイエスさまを

見たいと思ったのでしょうか。そういう気持ちも

あったかもしれません。でもそれだけではなかっ

たような気がします。というのは、このザアカイ

は、おそらくさびしい人ではなかったかと思うか

らです。そして、そのさびしさを満たしてくれる

かもしれないと期待して、イエスさまをぜひ見た

いと思ったのではないかと思うのです。

　彼は徴税人の頭でした。徴税人とはみんなから

税金を集める人ですが、実はこのころの徴税人は

お金を多くだまし取っていました。それで、ザア

カイもお金持ちであったと書いています。しかも

このエリコという町は特にたくさん税金が取れる

町でしたから、そこの徴税人の頭であったザアカ

イはたいへんなお金持ちであったと思います。し

かし、そのお金はだまし取ったお金ですから、徴

税人は町の人たちからはとても嫌われていまし

た。ザアカイは、お金はたくさん持っていました。

でも、お友達はほとんどいなかったのではないか

と思うのです。だから、ザアカイが木に登ったと

いうのも、ただ背が低くて前が見えなかったから

というだけでなく、みんなから離れて一人でイエ

スさまを見るしかなかったからでもあると思うの

です。木の上のザアカイの姿は、とてもわくわく

しているような姿でもあり、しかし、とてもさび

しそうな孤独な姿でもあるのです。

　そんな木の上のザアカイのところまで来られる

と、イエスさまは言われました。「ザアカイ、急

いで降りて来なさい。今日は、ぜひあなたの家に

泊まりたい」。ザアカイはびっくりしたのではな

〔単元のねらい〕

　よく知られたザアカイの話は、主イエスとの出会いがどういうものであるかを教えてくれる。罪と孤

独の中で出会いと救いを求める人間、しかしそのような人間にご自身の方から近づいて来られる主イエ

ス、そして出会いを通して私たちの生き方を変えてくださる救いの恵みをストレートに伝えたい。すで

にこの話の内容をよく知っている子供たちにも、あらためてこの出会いのすばらしさが臨場感をもって

味わえるように語りたい。そして、一人一人があらためて主イエスを求め、主イエスに出会い、主イエ

スに変えられることができるように導きたい。

「イエスさまのもとへ急ごう」

	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる福音書19章1～10節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問24、58



─ 85 ─

いでしょうか。たくさんの人がいる中から、まさ

か自分に声をかけてくださるとは。しかも木の上

によじ登っているような自分を呼んでくださると

は。何より、罪深い自分のような者の家に泊まっ

てくださるとは。ザアカイは急いで木から降りて

きました。そしてイエスさまを喜んで迎えました。

　このとき、周りの人たちは文句を言いました。

イエスさまが罪深い徴税人なんかの家に泊まるこ

とをよく思わなかったのです。ひょっとしたら、

イエスさまをお泊めしようと一生懸命準備してい

た町の人もいたかもしれません。それなのに、よ

りによってザアカイのような奴の家に泊まるなん

て、イエスさまも人を見る目がない、と思ったか

もしれません。

　しかし、ザアカイ自身も、自分が罪深い者であ

ることを分かっていたようです。そして、このま

まではいけないということも分かっていたようで

す。ザアカイは、自分の財産を貧しい人たちに与

えること、そしてこれまでだまし取っていた分

は四倍にして返すことを、イエスさまに伝えまし

た。イエスさまは、「今日、救いがこの家を訪れた」

と言ってくださいました。ザアカイは、イエスさ

まとの出会いによって心も生活も変えられたので

す。罪を認め、悔い改め、人のものを取る生活か

ら人に与える生活へと変えられたのです。イエス

さまには、このように私たちを変える力があるの

です。イエスさまと出会うことは、お金持ちにな

ることよりはるかにすばらしいことだからです。

　私たちも、このような期待をもって、いつもイ

エスさまを待ち、イエスさまと出会いたいと思い

ます。教会に来て、イエスさまのお話を聞くとい

うことは、ザアカイが木に登ったように、イエス

さまを見に行くということです。みんなはいつも

わくわくしながら教会に来ていると思います。で

も、ときどき、イエスさまはこんな自分は喜んで

くださらないのではと思って、少しさびしい気持

ちで来ることもあるかもしれません。そして、教

会の後ろの方に一人で座っていることがあるかも

しれません。

　しかしザアカイのことを思い出してください。

イエスさまは木の上のザアカイに声をかけまし

た。私の見たエリコの木は、葉がとてもいっぱい

あって、そこに登ったらなかなか見つからないの

ではと思えるような木でした。でも、イエスさま

はザアカイをしっかり見つけて、声をかけてくだ

さったのです。ザアカイは、イエスさまを見よう

と木に登りました。でも本当は、イエスさまがザ

アカイを見てくださったのです。イエスさまは、

失われたもの、つまり罪を犯して孤独でいる人を

捜して救うために来られたからです。

　どんなに教会の後ろの方にいても、イエスさま

はみんなを見つけてくれます。どんなにさびしい

心で教会に来ても、イエスさまはみんなにやさし

く声をかけてくれます。だから、みんなもイエス

さまの声を聞いたら、急いでイエスさまのところ

に行きましょう。イエスさまを救い主として信じ、

自分がしてしまった悪いことは悔い改め、そのよ

うにしてイエスさまのもとに喜んで行きましょ

う。	 （石原知弘）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書19章10節

人の子は、失われたものを捜して救うために来たのである。
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	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちの寂しい心と悪い行いをイエスさまが変

えてくださることを知る。

〈展開例〉

　ザアカイのお話は教会に紙芝居があると思いま

すので、それを利用しながら、以下展開していき

ます。

　ザアカイは、お金持ちだったけれど、お友達が

誰もいませでした。そしてみんなから嫌われてい

ました。とても寂しい人だったのです。

　みんなは、寂しいと思ったことあるしょう。お

友達や兄弟とけんかをして「○○ちゃんなんて嫌

い」と言われた時？　一人でお留守番した時？　

いろんな時を思い出してみてください。寂しいと

思うことはとてもとてもつらいことです。

　だから、背の低いザアカイはイエス様が見てみ

たいと思って必死で木に登りました。

　イエス様ならこの寂しい思いを助けて下さるか

もしれないと思ったからでしょう。そして、イ

エスさまがザアカイの名前を呼んで、「ザアカイ、

急いで降りてきなさい、今日は、ぜひあなたの家

に泊まりたい。」と言われたとき、どんなにうれ

しかったことでしょう。イエス様とお食事をして

お話をして、ザアカイは自分のしている悪いこと

に気づいてイエス様に言います。「わたしのお金

を貧しい人達にあげます。そしてだましたお金を

人々に返します。」と。

　よかったですね。ザアカイはもう寂しくありま

せん。寂しい思いを喜びに変えてくださり、悪い

行いを正しい行いに変えてくださることができる

のはイエス様だけです。みんなは今日、教会に来

ることができてよかったですね。

　そして、聖書の中に書かれてあるイエス様のお

話を聞くことができてよかったですね。寂しいと

きにも、イエスさまがきっと「○○ちゃん」と声

をかけてくださいます。悪いことをしていたら、

「ごめんなさい」と言えるようにしてくださいま

す。みんなのこころは喜びでいっぱいになるで

しょう。

〈歌って踊ってみよう♪〉

　『ふくいん子どもさんびか』（いのちのことば社）

35番にふりつけを加えてうたってみましょう。

〈おいのり〉

　今日、教会に来ることができてありがとうござ

います。イエスさま、私たちが寂しいときに助け

てください。そして悪いことをしたときに「ごめ

んなさい」と言って、正しいことをできるように

させてください。イエスさまのおなまえによって

お祈りします。アーメン。
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	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 小学科下級

〈ねらい〉

　みんなが良く知っているザアカイの物語を通し

て、イエス様に出会うことの素晴らしさ、不思議

さ、嬉しさを子供たちと一緒に味わいましょう。

いま、学校でのいじめや、様々なことで孤立して

いる子供もたくさんいます。また、いじめる子供

も実は心の中に孤立感をもっています。そういう

子供たちに対するイエス様からの励ましのメッ

セージ、喜びのメッセージとして、共に励まされ

ましょう。

〈展開例〉

1. ザアカイさんはどんな人でしたか。聖書の中

から、ザアカイさんのことが分かる言葉を三つ

探してください。

　→①徴税人の頭、②金持ち、③背が低い

2. ザアカイさんが、いちじく桑の木に登ったの

は何のためでしょう。

3. イエス様はそんなザアカイさんを見て、何と

おっしゃいましたか。

4. イエス様の言葉を聞いて、ザアカイさんはど

んな気持ちでしたか。

5. それを見ていた人たちは何と言いましたか。

6. どうしてみんなはそんなことを言ったので

しょう。

7. イエス様はどうしてザアカイさんのところに

わざわざ泊まるとおっしゃったのでしょう。

8. イエス様の言葉を聞いたザアカイさんは、イ

エス様に何と言いましたか。

9. どうしてザアカイさんはそんなことを言った

のでしょうか。ザアカイさんの気持ちをみんな

で考えましょう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。いつも、わたしの所に来てく

ださり、わたしに言葉をかけてくださいますこと

感謝します。わたしは決して一人ぼっちではあり

ません。どうか、いつもイエス様が一緒にいてく

ださることを感謝して毎日生活できますようにお

導きください。主イエス・キリストの御名によっ

てお祈りします。アーメン。

「ザアカイ、急いで降りて来なさい。」



─ 88 ─

	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 小学科上級

〈ねらい〉

　イエス様に出会う幸いと喜びを味わう。

〈展開例〉

1. お話のポイントを整理しよう

〔ザアカイは人々からどう呼ばれていたか〕

　　「あの人は罪深い男のところに行って宿を

とった」

　　ザアカイはお金をたくさん持っていました

が、幸せではありませんでした。彼はみんなの

嫌われ者でした。

　　それはザアカイがローマ政府の税金を集める

仕事をしていたからです。そのころユダヤ人は

ローマ政府に支配されていたので徴税人は敵の

ために働く裏切り者と見られていました。

　　また、そのころの徴税人はたいてい税を多く

だまし取っていたので、罪人だと思われていま

した。

〔イエス様はザカイをどう呼ばれたか〕

　　「ザアカイ、急いで降りて来なさい」

　　「ザアカイ」とイエス様は親しく名前を呼ば

れました。ザアカイとイエス様は、前からの知

り合いだったのでしょうか。いいえ、ザアカイ

はイエス様がどんな方か見ようとして、木に

登ったのですから、イエス様にお会いしたのは

この日が初めてでした。

　　たとえ私たちがイエス様を知らなくても、イ

エス様は私たちのことをよくご存じです。神様

から遠く離れてしまった私たちを捜し出して救

うために、イエス様は来てくださったからです。

〔ぜひ、あなたの家に泊まりたい〕

　　イエス様は名前を呼ばれただけでなく、ザア

カイと一緒に食事をし、家に泊まってください

ました。

　　ザアカイはイエス様と交わり、心が変えられ

ました。ザアカイのむなしかった心は喜びで

いっぱいになりました。イエス様が自分に目を

とめ、本当の友達になってくださったからです。

〔今日、救いがこの家を訪れた〕

　　イエス様との出会いによってザアカイの生き

方は大きく変わりました。イエス様の愛がザア

カイに注がれたとき、今まで貧しい人たちの苦

しみを見ても何も感じなかった氷のような心が

溶かされたのです。

　　ザアカイは、イエス様にお会いして、自分の

ことばかりでなく、他の人々のことも大切にす

る人に造りかえられました。

　　イエス様は今日、私たちに語りかけておられ

ます。「ぜひ、あなたのところにも泊まりたい」

と。イエス様は失われたものを捜して救うため

に来られたからです。

2. ザアカイにインタビューしてみよう

　　（マイク、またはマイクの代わりになるよう

なものを用意する。一人がアナウンサーとなり、

質問する。ザアカイ役は1つの質問が終わった

ら次の人と交代する）

　【質問例】

　①どのようにしてそんなにお金を貯めたのです

か。お金がたくさんあって幸せでしたか。

　②どうして木に登ったのですか。木登りは得意

なんですか。

　③どうしてイエス様を見てみたいと思ったので

すか。

　④イエス様とはお知り合いだったのですか。

　⑤名前を呼ばれたとき、どんな気持ちがしまし

たか。

　⑥イエス様はどんな方でしたか。

　⑦イエス様と出会ってから生活がどのように変

わりましたか。
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	 3月11日	 「ザアカイの救い」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

24、58が挙げられています。問24は2月4日に

出てきていますので、問58を記します。

問58	 第八戒で神さまが願っておられることは、

何ですか。

答	 私たちのもっているものすべては、神さま

から与えられたものです。人の体やもの、

時間を盗んではならないということはもち

ろん、自分自身のお金、持ち物、時間をも

大切に用いなければならない、ということ

です。私たちは、自分自身を神さまにおさ

さげし、十分の一献金をささげて、神さま

に栄光をお返しします。

※寂しかったザアカイに与えられた慰めは、私た

ちにも与えられることが約束されている慰めで

す。その「ただ一つの慰め」についての問答を

おさらいしておきましょう。ザアカイを思いな

がら読んでみると、この恵みについて具体的に

感じることができるでしょう。

ハイデルベルク信仰問答

問1	 生きるにも死ぬにも、あなたのただ一つの

慰めは何ですか。

答	 わたしがわたし自身のものではなく、体も

魂も、生きるにも死ぬにも、わたしの真実

な救い主	イエス・キリストのものである

ということです。

　　　この方は御自身の尊い血をもって	わたし

のすべての罪を完全に償い、悪魔のあらゆ

る力からわたしを解放してくださいまし

た。

　　　また、天にいますわたしの父の御旨でなけ

れば	髪の毛一本も落ちることができない

ほどに、わたしを守っていてくださいます。

実に万事がわたしの救いのために働くので

す。

　　　そしてまた、御自身の聖霊によりわたしに

永遠の命を保証し、今から後この方のため

に生きることを心から喜び	またそれにふ

さわしくなるように、整えてもくださるの

です。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　ルカ19：1～10

　月曜日　　コリント一6：19～20

　火曜日　　ローマ14：7～9

　水曜日　　テトス2：14

　木曜日　　ペトロ一1：18～19

　金曜日　　ヨハネ一1：7～9

　土曜日　　ヨハネ6：37～40
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〈人々、主イエスのところに子供たちを連れて行く〉

　この当時、人々は、自分の子供を祝福してもら

うために、高名なラビ（人生の偉大な先達）のも

とに連れて行きました。主イエスも、そのような

ラビの一人と見なされました。主イエスは、ヨル

ダン川の向こう側のユダヤ地方で、ファリサイ派

と離婚について問答なさった後、とある家に戻っ

て、弟子たちにさらに教えられたと、マルコによ

る福音書には記されています（10:10）。ですから、

マルコの併行箇所と総合すると、家の中におられ

る主イエスに祝福してもらうために、人々は主イ

エスのもとに自分の子供を連れて来たことになり

ます。「子供」というのは、赤ちゃんから、幼児、

少年までを含む表現です。実際、ルカの併行箇所

では、「乳飲み子」（18:15）という表現が使われ

ています。この時の状況を想像するに、人々が、

次から次へと赤ちゃんから少年に至るまでたくさ

んの子供たちを連れて来るので、家中が大変騒々

しくなったのではないでしょうか。泣きやまない

赤ちゃん、家の中を駈け巡る幼児、何度叱られて

も静かにしておれない少年 etc。

〈弟子たち、人々を叱る〉

　この時、弟子たちは、主イエスから、離婚につ

いて、さらに独身について、じっくり聞いていた

のですが、人々が自分の子供を連れてやって来た

のです。13節の「そのとき」は、そういう状況

を指し示しています。弟子たちは、子供たちを連

れて来た人々を叱りました。いろんな理由が想定

されますが、やはり、一番の理由は、主イエスに

よる授業が妨げられたからではないでしょうか。

私たちも、弟子たちの気持ちが分からないではあ

りません。礼拝説教中、子供が騒ぎ出して、説教

が聞こえにくくなった時、弟子たちのようにはそ

の親を叱りはしないでしょうが、その状況を超越

して平然としておらないことは確かです。

〈主イエス、子供たちを招かれ、祝福される〉

　ところが、主イエスは、大事な授業が妨げられ

るからと、弟子たちに同調して、子供たちを追い

払うようなことはなさいませんでした。主イエス

は子供たちを御自分のところへと招かれて、弟子

たちに次のようにおっしゃったのです。「天の国

はこのような者たちのものである」（19:14）。

　「天の国」とは、併行箇所で、「神の国」と表現

されていますが、主イエスの再臨による最終的な

完成を目指しながら、主イエスの初臨（降誕）に

よってこの世にもたらされた神の国のことです。

今は目に見えなくとも、主イエスを通じて確かに

及ぼされている、神様の恵み深い御支配のことで

す。主イエスは、神様の恵み深い御支配は、子供

のような者たちのものであるとおっしゃったので

す。そして、子供たちに手を置かれて、祝福され

ました。

〈天の国はこのような者たちのものである〉

　並行箇所（マルコ、ルカ）には、この御言葉に

続いて、神様の恵み深い御支配をいただくための

恵みの手段が示されています。「はっきり言って

おく。子供のように神の国を受け入れる人でなけ

れば、決してそこに入ることはできない」（マル

コ10:15）。この御言葉に、どうして、神様の恵

み深い御支配が子供のような者たちのものなのか

が示されています。子供時代の一つの特徴として、

親の言うことに無条件に信頼するという側面があ

ります。特に赤ちゃんは無条件の信頼で母親に全

身を委ねています。ところが、それが年を取るつ

れて失われて行くのが人間です。子供はもちろん、

大人も、主イエスがおっしゃることに無条件に信

頼してついて行くならば、必ず、神様の恵み深い

御支配をいただくことができるのです。

	 （長谷川潤）

	 3月18日	 「幼子の祝福」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書19章13～15節
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　教会学校には、生まれた時から、お父さんやお

母さんに連れられて、教会の礼拝に来ているお友

だちもいるかと思います。中には、「なんで教会

に来なければいけないのかな」と疑問に持ってい

るお友だちもいるかと思います。

　しかし、今日、神さまがみんなを教会に来るよ

うにと、神さまの御前にお集め下さっているので

す。このことは、本当に素晴らしいことです。何

かの事情で今日、お休みのお友だちもいるかと思

います。そういうお友だちがいたら、来週は教会

に来て欲しいなと思います。みんなが教会に来る

こと自体を、神さまは喜んで下さいますし、また

先生もうれしいです。

　でもね、みんなが教会に来て、神さまのお話を

聞いている時に、赤ちゃんや小さなお友だちが、

泣いたり、騒いだり、物音をたてたりしていると、

気になってしまい、先生のお話を聞くことが出来

ない時もあるかもしれません。「もっと静かにし

て欲しい」と思う時もあるかも知れませんね。確

かに、神さまのお話を聞くことは大切なことです

し、神さまのお話をじっと聞いてくれるお友だち

のことを、神さまは大好きです。でもね、神さま

のお話を聞いてもまったく理解出来ない赤ちゃん

や小さなお友だちも、「ここに来なさいよ」と招

いていて下さっているのです。神さまにとっては、

赤ちゃんからお爺さんお婆さんまで、みんなが神

さまを信じるため、神さまの救いに導かれるため

に、教会に、教会学校と礼拝に集うことが、とて

もうれしいのです。

　だから、今日、最初にお読みしました聖書にも、

イエスさまは「子供たちを来させなさい。」（19:14）

と語っておられますよね。イエス様は、「泣く子

はダメ」、「騒ぐ子はダメ」、「静かにしていたこの

子だけがこっちに来なさい」とは、言われないの

ですね。もちろん、教会で礼拝中に、聖書が読ま

れたり、神さまのお話がされている説教の間に、

騒いだり、立ち歩いたりしていても、「良いですよ」

とイエス様が言っているのはないと思います。や

はり教会は、神さまの言葉を、聞こうとしている

多くの人たちが集っていますから、出来る限り、

静かにしていなければなりません。

　でもね、時には泣いてしまう子も、騒いでしま

う子もいるかもしれません。それでも、イエスさ

まは、「神さまなんか嫌い」、「教会なんか行きた

くない」と言って教会に来ないお友だちではなく、

少し位騒いだりして、先生やお父さん、お母さん

に怒られながらも教会に来ているお友だちのこと

が大好きなのです。

　それだけではありません。「天の国はこのよう

な者たちのものである」とイエス様は語っておら

〔単元のねらい〕

　教会は、幼子からお年をとられた方々までの全ての方々が招かれています。特に主イエスは、物心の

つかない幼子たちをも、受け入れて下さっています。このことから、教会学校に来て、神さまの御前に

集まっている子どもたち皆が、神さまによって愛され、恵みに満たされていることを確認していただき

たい。

「神さまはあなたを愛しています」

	 3月18日	 「幼子の祝福」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書19章13～15節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問73

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白　28章4節、10章3節

	 	 	 ウェストミンスター大教理　問166
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れます（19:14）。神さまが喜ばれ、神の国、つま

り天国において最も喜ばれるのは、このような小

さな子供たちなのです。赤ちゃんは、お父さんお

母さんに連れてきてもらわなければ教会に来るこ

とが出来ず、神さまのお話などまったく理解も出

来ません。時には泣いて、礼拝の邪魔をしてしま

います。でもね、神さまは、赤ちゃんが、いやが

ることもなく、素直に、お父さんお母さんに連れ

られて教会に来るその姿を喜んで下さるのです。

そして、みんなも、赤ちゃんのように、素直に神

さまを信じて、神さまの言葉に耳を傾け、神さま

に従うことを、神さまは願っておられます。

　だからこそ、教会の礼拝、教会学校の礼拝に集

うことは、もちろん神さまのお話を理解して、救

いの恵みに満たされることが非常に大切なことで

す。しかしそれだけではなくて、嫌がらずに素直

に礼拝に出席するだけでも、神さまは喜んで下さ

り、神さまの恵みと祝福をいっぱいいただくこと

が出来るのです。そして神さまは、すごく喜んで

下さいます。

　みんなの中にも、幼児洗礼を受けている人たち

がいるかと思いますが、教会では、大人になって

自分の口で「神さまを信じます」と告白した人が

洗礼を授かるように、お父さんやお母さんがクリ

スチャンの子供たちも、お父さんやお母さんの信

仰によって、幼児洗礼を授かることが出来るので

す。そうした子供たちも、教会に来て、礼拝に出

席することにより、神さまからの恵みと祝福に満

たされていることを、確認することが出来るので

すね。

　だから、今日読んだ聖書とは別の箇所には、こ

のように語られているところがあります。「主イ

エスを信じなさい。そうすれば、あなたも家族も

救われます。」（使徒言行録16:31）

　神さまは、みんなが嫌がらずに素直に、そして

喜んで教会学校や礼拝に出席して、神さまの御前

にいることが本当に嬉しいのだよ！	（辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書19章14節

子供たちを来させなさい。わたしのところに来るのを妨げてはならない。

天の国はこのような者たちのものである。
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	 3月18日	 「幼子の祝福」	 幼稚科

〈ねらい〉

　古代、子どもは小さな存在として扱われていた

ようです。弟子たちの態度にもそれがあらわれて

いたように思います。さて、現代の日本では、少

子化という事情もあって、子どもの地位（？）は

向上しているようですが、みなさんの教会では、

いかがですか？

　ここでは、社会的なとらえかたをすることなく、

「イエス様が招かれている」ことをストレートに

伝えましょう。今日は特に目の前にいる幼稚科の

子どもたちが先生、お手本です。乳幼児から多く

を学ばせていただきましょう。

　公同の礼拝における説教は、幼児にとって理解

することは困難ですが、「御言葉が語られるとき

は静まる」という神様への敬意の表し方は教えて

おきたいと思います。

〈展開例〉

　お弟子さんたちがイエス様からお話を聞いて、

お勉強をしていました。そこに、小さな子どもた

ちが大人に連れられて来ました。赤ちゃんから、

もう少しお兄ちゃんまで、イエス様に祝福してい

ただくために、イエス様に会いに来ました。

　イエス様は、みんなのように素直に神様の言葉

を受け入れる人を喜んでくださいます。

　みんなは赤ちゃんがお母さんのおっぱいを飲ん

でいるところを見たことがあるかな？　赤ちゃん

は、おっぱいを飲むとき、「これ、飲んでもだいじょ

うぶかなあ、ほんとにおいしいのかなあ」なんて

思ったりしないで、素直に飲んでいるよね。赤ちゃ

んがおっぱいを飲むように、神様の言葉を素直に

聞くことが大事なんだね。今日、こうして神様の

御言葉を聞くために教会に来たみんなを神様は喜

んでくださっています。よかったね。

〈おいのり〉

　神様、小さい私たちも、イエス様が招いてくだ

さったことを、ありがとうございます。神様の御

言葉を、赤ちゃんのように素直になって聞くこと

ができますように。教会には神様の御言葉を聞く

ためにたくさんの人が集まってきます。このあと

のみんなの礼拝で神様の御言葉が語られるとき、

静まっていることができますように、助けて下さ

い。イエス様のお名前によってお祈りします。アー

メン。

※公同の礼拝を「大人の礼拝」と呼ばないよう、

注意したいものです。ここではあえて「みんな

の礼拝」としました。

「天の国はこのような者たちのものである。」
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	 3月18日	 「幼子の祝福」	 小学科低級

〈ねらい〉

　教会に来ている子供たちみんなが神様の子供で

あり、そういう、みんなのために神様は天国を与

えてくださるということを子供たちと一緒に喜び

ましょう。また、教会の礼拝、日曜学校の礼拝に

出席することを、どれだけ神様が喜んでいてくだ

さるかを子供たちに教えることも大切です。

　ただし、ここの箇所は「子供なら礼拝中に騒い

でも許される」ということが教えられている箇所

ではありませんので、間違って理解されないよう

に気をつけてください（念のために）。

〈展開例〉

1. 人々が子供を連れてイエス様の所にやって来

ましたが、何のために子供を連れて来たので

しょうか。

2. その時、「弟子たちはこの人々を叱った」とあ

りますが、どうして弟子たちは叱ったのでしょ

うか。

3. それに対してイエス様は何とおっしゃいまし

たか。

4.14節でイエス様は人々に「天の国はこのよう

な者たちのものである」とおっしゃいましたが、

「このような者たち」とは誰のことでしょう。

5. 大人は天国に行けないのでしょうか。

6. 天国に入るために必要なことは何だと思いま

すか。次の三つの中から、選んでください。

　①聖書を全部覚える。

　②聖書で教えられている善いことを行う。

　③聖書を通してイエス様を信じる。

7. みんなは何のために教会に来ていますか。み

んなで話し合ってみよう。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたちを愛して、天国に

入れてくださいますことを感謝します。どんな時

もイエス様を信じ、イエス様のことを忘れること

がありませんように。どうかこれからも毎週、み

んなと一緒にイエス様にお会いするために、教

会に来ることができますよう導いてください。主

イエス・キリストの御名によってお祈りします。

アーメン。
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	 3月18日	 「幼子の祝福」	 小学科上級

〈ねらい〉

　天の国はどのような者たちのもの？

〈展開例〉

1. 子どもはどう思われていたか

　　当時、子どもは価値のない者、役に立たない

者、不完全な者と思われていました。

　　弟子たちもイエス様の大事なお話の邪魔をす

る者だとして、子どもたちを叱ったのです。

2. 叱られたのは弟子たちだった！

　　イエス様の邪魔をする者は、子どもたちでは

なく、子どもたちを追い払う弟子たちでした。

邪魔をしているのはあなたたちの方だとイエス

様は弟子たちを叱られました。

　　イエス様にとって子どもはわずらわしい存在

ではなく、神の国はこのような者たちのもので

あるとおっしゃいました。

3. 天の国はこのような者たちのもの

　①子どもは……親なしでは生きていけない

　　子どもは親を頼り、信頼することなしに生き

ていくことができません。子どものように素

直に天の神様を父として頼ることを学ばなけ

ればなりません。

　②子どもは……プレゼントを喜んで受け取るこ

とができる

　　子どもはプレゼントを受け取るとき

　　　自分に受ける資格があるだろうか……

　　　お返しは何をしたらよいだろうか……

　　　これは私が良いことをしたからだ……

　　　ただほど高いものはない……

　　などとは考えません。ただ、素直に喜んで受

け取るのです。

　　子どものように神の恵みを、ただ神の恵みと

して受け取ることができる人だけが、神の国

に入ることができるのです。

　教会として考えよう（先生方のために）

　　大人と同じように、子どもにとってもイエス

様の恵みが必要です。すべての子どもが大人に

なれるわけではありません。

　　大人の礼拝式の中で、子どもたちは受け入れ

てられているでしょうか。

　　静かに座っていられない、まだ説教を理解で

きない、礼拝の雰囲気を壊してしまうなどと

いって礼拝式から子どもたちを閉め出してしま

うなら、イエス様に叱られた弟子たちと同じこ

とをしているのです。

　　天の国はこのような者たちのものであるとい

われたのですから、子どもたちも礼拝式の中に

招かれていることは明らかです。

　　大人と子どもが一緒に礼拝を守るための工夫

が、すでにそれぞれの教会でなされていること

と思います。具体的な取り組みについて分かち

合うことができたらよいと思います。

4. 子どもたちと遊びましょう

　　子どもたちと仲良くなる近道は、一緒に（教

師自身が楽しんで）遊ぶことです。教会学校の

時間だけでなく、時間をとって子どもたちと遊

ぶ時を持ちたいと思います。

　（こんな遊びはいかがですか？）

　・だるまさんがころんだ

　・ジェンガ

　・腕相撲

　・風船バレーボール

　・フルーツバスケット

　・鬼ごっこ

　・ジグソーパズル

　・ウノ

　・ドミノ

　・陣取り（紙と鉛筆で）

　・背中に指で文字を書いて伝える伝言ゲーム
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	 3月18日	 「幼子の祝福」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

73、ウ告白28：4、10：3、ウ大教理問166（全

て幼児洗礼について）が挙げられています。子

どもカテキズム問73を記します。

問73	 赤ちゃんにも洗礼を施すのですか。

答	 はい。

	 キリスト者の子どもは、恵みの契約によっ

て、教会の中に入れられていますから、洗

礼を施します。そのほかには、信仰を告白

して、教会に許された人でなければ、洗礼

を施してはなりません。

※上記以外に、ハイデルベルク信仰問答とジュ

ネーヴ教会信仰問答から記します。ハイデルベ

ルクの答の中に「未信者の子供たち」のことが

出てきますが、少し配慮が必要です。ジュネー

ヴの方は問333～339が幼児洗礼についての箇

所ですが、問337と338を記します。これは少

し難解なので先生方のご参考までに……。

ハイデルベルク信仰問答

問74	 幼児にも洗礼を授けるべきですか。

答	 そうです。

	 なぜなら、彼らも大人と同様に	神の契約

とその民に属しており、キリストの血によ

る罪の贖いと	信仰を生み出される聖霊と

が、大人に劣らず彼らにも確約されている

からです。それゆえ、彼らもまた、契約の

しるしとしての洗礼を通して	キリスト教

会に接ぎ木され、未信者の子供たちとは区

別されるべきです。そのことは、旧約にお

いては割礼を通してなされましたが、新約

では洗礼がそれに代わって制定されている

のです。

ジュネーヴ教会信仰問答

問337	子どもたちを洗礼から遠ざけるならば、神

の恵みがそれによってなにがしか減ること

になり、キリストの来臨が恵みを小さくし

たと言われることになる（注）と思うので

すか。

答	 はい、そうなることは明らかです。という

のは、神の恵みを証しし、約束を固くする

に大いに益ある、際立った印が取り去られ

るならば、旧約の人たちが受けていた特別

な慰めは私たちにないことになるからで

す。

（注）「キリストが来臨して洗礼が制定され、割礼

に代わるものとなったことによって、生まれて

八日目の子ども全てに割礼を施していたことか

ら比べると、洗礼が大人にしか認められないの

ならば、恵みが小さくなった」と言われかねな

い、の意。

問338	ですから、あなたの考えはこういうことで

すね。神は旧き契約のもとで御自身を小さ

き者たちの父として示すため、救いの約束

を目に見える印として彼らの肉体に刻みつ

けることを欲したもうた。だから、もしキ

リストの来臨以後、信仰者がより小さい確

証の印しか持たぬとすれば、相応しくない。

なぜなら、旧約の父祖たちに与えられたと

同じ約束が今日私たちに向けられ、神は御

自身の慈しみのより明らかな例証をキリス

トにおいて私たちに示したもうからである

と。

答	 私はそのように理解します。さらに、洗礼

の効力、またいわば実質に子どもたちも与

かることは十分に確定しているのですか

ら、実態の下位にある印が子どもたちに認

められないとすれば、明らかに彼らに対し

不正が為されたことになります。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ19：13～15

　月曜日　　創世記17：7

　火曜日　　使徒2：38～39

　水曜日　　使徒16：31

　木曜日　　ローマ4：11～12

　金曜日　　ガラテヤ3：7～9

　土曜日　　ルカ18：15～17
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〈主イエスと青年との恵みの対話〉

　マルコの併行箇所によると、主イエスが、子供

たちを祝福された後、再び、伝道の旅に出ようと

なさると、ある人が、主イエスのところにやっ

て来て、ひざまずいて尋ねたと記されています

（10:17）。この人は青年で、ルカの併行箇所では、

金持ちの議員と表現されています（18:18）。です

から、金持ちで、身分が高かったのでしょう。主

イエスは、直前の箇所で、「天の国はこのような

者たちのものである」（19:14）とおっしゃって、

イエス様のおっしゃることに無条件に信頼してつ

いて行くならば、神様の恵み深い御支配をいただ

くことができると教えて下さいました。この青年

も、主イエスのところに来るには来たのです。そ

して、永遠の命を獲得するために、どんな善いこ

とをすれば良いのかを尋ねたのです。永遠の命、

それは、神様の恵み深い御支配の中でいただくこ

とのできる大いなる恵みです。ですから、この青

年は、神様の恵み深い御支配を獲得するために、

どんな善いことをすれば良いかと尋ねたのです。

　青年は、永遠の命を獲得するためには、何か善

い行いをする必要があると考えていました。つま

り、永遠の命と自分の善行は価値が等しいと考え

ていたのです。主イエスは、永遠の命を獲得しよ

うと掟を一所懸命に守って来た青年が、永遠の命

を獲得できる完全な条件を示されます。それが、

財産を全部売り払って、貧しい人に施すという隣

人愛を実践することです。この主イエスの教えに

対して、青年は、悲しんで立ち去りました。今ま

で自分にとって犠牲とならない程度に施しはして

来たかも知れません。しかし、持ち物を全部売り

払ってまで、貧しい人々に尽くすことはしていな

かったからです。主イエスは、この対話によって、

この青年が、自分の限界を悟って、善行によって

永遠の命を獲得できるとの考え方を捨て、ただ恵

みによっていただくことを信じることへと招かれ

たのです。

〈主イエス、永遠の命を大いなる恵み

 として示される〉

　主イエスは、青年が立ち去った後、弟子たち

に、金持ちが天の国に入るよりも、らくだが針の

穴を通る方が易しいとおっしゃいました。結局、

金持ちが天の国に入るのは不可能だということで

す。この当時、財産は神様から祝福されているこ

とのしるしと考えられましたから、これを聞いた

弟子たちは、金持ちの青年が天の国に入るのが不

可能ならば、いったい、誰が入れるのかと疑問に

思って言ったのですが、主イエスは、「それは人

間にできることではないが、神は何でもできる」

（19:26）とおっしゃいました。つまり、永遠の命

は人間が善行によって獲得できるものでなく、神

様がお与え下さる大いなる恵みであると教えて下

さったのです。天の国は、人間が自力で入れると

ころでなく、神様が招き入れて下さるところだと

いうことです。

　弟子のペトロが、何もかも捨てて主イエスにつ

いて来たことによって、何をいただけるのかを尋

ねました。もちろん、この時、ペトロは、何もか

も捨てて、主イエスについて来たわけではありま

せん。何もかも捨てるとは、文字通り、一文無し

になるということでなく、自分のためでなく、主

イエスのために生きるということです。ペトロは、

まだそうではありませんでした。しかし、この時、

主イエスは、ペトロたちの実態は指摘なさらずに、

御自分に無条件に信頼してついて来ることによる

大いなる恵みを教えて下さいました。特にそれは

主イエスの再臨によって天の国が完成する時に与

えられる大いなる恵みです。つまり、主イエスに

無条件に信頼してついて来る者には、永遠の命が

大いなる恵みとして与えられるのです。その永遠

の命は、栄光の座に着かれる主イエスと共に天の

国を治めるという大いなる恵みとして描かれてい

ます。	 （長谷川潤）

	 3月25日	 「金持ちの青年」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書19章16～30節
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　教会学校において、十戒を学んだことがあるか

と思いますが、皆さんは覚えていますか？　最初

の四つが神さまについて守らなければならないこ

とで、後の六つは私たちが周りの人たちに対して

守らなければならない事ですよね。後ろの六つを、

一緒に言ってみましょう。

　５.	あなたの父母を敬え。

　６.	殺してはならない。

　７.	姦淫してはならない。

　８.	盗んではならない。

　９.	隣人に関して偽証してはならない。

　10.	隣人の家を欲してはならない。

　十戒は、とても大切ですから、覚えて下さいね。

　ところで、先ほどお読みしました聖書には、一

人の青年が出てきましたが、彼は、神さまを信じ

ており、救われて、永遠の命が欲しいと願ってい

ました。どうしても、滅びたくなく、救われたい

と思っていました。だからこそ、救われるためな

らば、何でも熱心に行うことが出来ると思ってい

たのです。そして彼は、イエス様と出会った時、

イエス様に問いかけます。「先生、永遠の命を得

るには、どんな善いことをすればよいのでしょう

か。」（16節）。きっと彼は、自分なら、イエスさ

まの語られた通りすることが出来るから、救われ

るだろうと内心思っていたのです。ですから、イ

エスさまが、「もし命を得たいのなら、掟を守り

なさい。」（17節）と語られた時も、「そういうこ

とはみな守ってきました。まだ欠けているでしょ

うか。」と答えることが出来ました。本当に素晴

らしいことですね。

　でもね、イエス様はさらに言われました。「も

し完全になりたいのなら、行って持ち物を売り払

い、貧しい人々に施しなさい。」（21節）。青年は

この言葉を聞き、悲しみながら立ち去ったのです。

彼は、自分で神さまが語られることを一生懸命お

こなって、命令を守れば、救われるのだと思いこ

んでいたのですね。いや、自分で救いを獲得する

ことが出来ると思っていたのです。

　しかし、イエス様は、そのような彼の考えを知っ

ておられ、「それではダメですよ」と言っておら

れるのです。でも、みんなにも同じように「持っ

ている物を売り払い、貧しい人々に施しなさい」

なんて、イエス様は語っておられないですよ。も

し、そんなこと言われても、みんなも困るよね。

でもね、イエス様は彼がお金持ちだったから、こ

のようなことを言ったのだよ。

　イエス様が本当に彼に言いたかったことは、「あ

〔単元のねらい〕

　私たちの信仰は、律法主義ではありません。神さまの愛によって、罪赦され救われたのです。だから

こそ、私たちは、神さまへの感謝と救いの喜びが礼拝生活に、そして信仰生活に繋がってくるのです。

この時、私たちは、神さまを愛すると同時に、周囲の人々に対する愛も生じてきます。

　今日の箇所では、私たちの信仰が、律法主義による窮屈な信仰ではなく、罪赦され、喜びと平安に満

たされ、この喜びと平安を周囲の人々と共に共有する信仰であることを、子供たちと一緒に考えて頂け

ればと思います。

「喜びに満ちた信仰生活」

	 3月25日	 「金持ちの青年」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書19章16～30節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問40

	 	 	 ウェストミンスター大教理　問122

	 	 	 ウェストミンスター小教理　問42
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なたの信仰が間違っているよ」と言うことだった

のですね。神さまは、十戒を守ったから、礼拝に

出たから私たちを救って下さるのではないのです

ね。逆です。神さまが、私たちを救って下さって

いるのです。私たちを救って下さるために、私た

ちに代わって、イエス様はすでに十字架の上で死

んで下さったのです。だからこそ、私たちは、神

さまによって与えられた救いにより、本当の喜び

と心の安らぎが与えられているのです。だからこ

そ、私たちは神さまに感謝して、神さまを愛して、

神さまを礼拝するのです。そしてさらに、神さま

が私たちを愛して下さったように、私たちも周り

の人を愛することが出来るし、本当に困っている

人があれば、手助けしたり、一緒になって考えた

りすることが出来るのだよ。

　だからこそイエスさまは、十戒を守るとはどう

いう事ですかと問われて、このように答えられて

います。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽

くして、あなたの神である主を愛しなさい。』こ

れが最も重要な第一の掟である。第二も、これと

同じように重要である。『隣人を自分のように愛

しなさい。』」（マタイ22:37～39）

　十戒、そして神さまの言葉は、守らなければな

らないのではなく、神さまが私たちを救って下

さったことに感謝し、ありがとうと言いながら、

神さまがお示し下さった正しい道を歩むために、

従っていくのですね。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書22章39節後半

隣人を自分のように愛しなさい。
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	 3月25日	 「金持ちの青年」	 幼稚科

〈ねらい〉

　学年末です。この春、卒園、入園、入学など、

環境の変化に直面している子どもがいるかもしれ

ません。教会学校は変わらず今日もあることに感

謝したいですね。期待と同時に不安も覚えるこの

季節、決して変わらない神様の愛を再確認しま

しょう。今日の箇所にある「神は何でもできる」

を励ましの言葉にして、子どもたちに安心を与え

ましょう。

〈展開例〉

　イエス様のところには、いろんな人がお話を聞

きにやってきました。今日の人は、まじめで、一

生懸命で、おまけにお金持ちの人でした。みんは

は、礼拝の時に「十戒」を言いますね。神様がお

決めになった大事な教えです。（幼児にわかりや

すく、内容を説明する。）今日のお話に出てくる

人は、十戒を守ってきたそうです。永遠の命をい

ただくために、「もっと他にしなくちゃいけない

ことがありますか？」ってイエス様に質問しまし

た。そうしたら、「持ち物を全部売って、貧しい

人にあげなさい。」って言われちゃったんです。

　この人は、イエス様にそう言われてとっても悲

しくなっちゃいました。お金持ちだから、たくさ

んのものをもっていたんでしょうね。全部を人に

あげるなんてできないと思ったんでしょうね。

　みんなだったら、家も、車も、服もおもちゃ

も、全部人にあげなさいって言われたら、できる

かな？　とっても難しいことです。自分の力では

できません。

　でも、神様は、なんでもお出来になります。で

きない、と思っている私たちの心を変えることも、

神様は出来るんです。すごいですね。

　神様のおちからによって、神様に喜ばれる子ど

もにしていただきましょう。そうすれば、永遠の

命をいただけます。

〈おいのり〉

　神様、自分ではできないと思うことも、神様の

喜ばれることならば、神様のおちからでなんでも

できることを聞きました。素晴らしい神様、あり

がとうございます。もうすぐ幼稚園や保育園、学

校に行くお友だちもいます。どこにいても、いつ

もお守りください。イエス様のお名前によってお

祈りします。アーメン。

「隣人を自分のように愛しなさい。」
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	 3月25日	 「金持ちの青年」	 小学科下級

〈ねらい〉

　永遠の命を与えられ、天の国に入ることは、人

間の力では決してできないということ、そして、

天の国はイエス様の十字架の故に、わたしたちに

与えられる、神様からの恵みであるということを、

もう一度、子供たちと覚えましょう。

　また、金持ちが天の国に入ることが難しいと言

われていることの意味は、お金が悪いからではな

く、お金持ちになると、つい人間は神様よりもお

金を大切にしてしまい、お金を神様のようにして

しまうからである、という点も押さえる必要があ

ります。

〈展開例〉

1.「永遠の命を得るには、どんな善いことをすれ

ばよいのでしょう」という金持ちの青年の質問

に、イエス様は何とお答えになりましたか。

2.「そういうことはみな守ってきました」と答え

た青年に、イエス様は何とおっしゃいましたか。

3. イエス様の言葉を聞いて、この青年はどうし

ましたか。次の三つの中から選んでください。

①すぐに財産を全部売って、貧しい人に施した。

　②財産の半分だけ、貧しい人に施した。

　③悲しみながら立ち去った。

4. どうしてこの青年はイエス様の言葉に従うこ

とができなかったのでしょうか。

5. イエス様は23節で、「金持ちが天の国に入るの

は難しい」とおっしゃいましたが、お金がある

と天国に入れないのでしょうか。みんなで考え

ましょう。

6. どうしたら、天の国に入ることができるので

しょうか。

※もうすぐ受難週ですから、天国の恵みがイエス

様の十字架によって与えられていることを子供

たちに教えてください。

〈おいのり〉

　愛する天の神様。わたしたちは罪がありますか

ら、どんなにがんばっても自分の力で天国に入る

ことはできません。しかし、イエス様はそんなわ

たしたちに天国の切符を与えるために来てくださ

り、わたしたちの罪の身代わりとなって十字架で

死んでくださいました。神様は、いま、イエス様

を信じるすべての人に天国の切符をただでくださ

います。どうか、神様のお恵みを感謝して、喜ん

で天国の切符をいただくことができますよう導い

てください。主イエス・キリストの御名によって

お祈りします。アーメン。
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	 3月25日	 「金持ちの青年」	 小学科上級

〈ねらい〉

　救いは人間の不完全なわざによるのではなく、

完全な善いお方の救いのみわざによる。

〈展開例〉

1. どんな善いことをすればよいでしょうか

　　この青年は永遠の命を得るためには「善いこ

と」をする必要があると思っていました。

　　しかし、それに対してイエス様は「善い方は

おひとりである」といわれました。私たちが求

めなければならないのは、「善いこと」ではなく、

「善い方」である神様なのです。

2. 貧しい人に施しなさい

　　善い行いによって救われようとするなら、神

の掟をすべて完璧に守らなければなりません。

しかし、神の戒めを完全に守ることは、罪ある

人間にはできません。

　　それなのにこの青年は「そういうことはみな

守ってきました」といいました。青年は自分の

基準で、それなりには守ってきたかもしれませ

ん。しかし、神様の目からみるならば、全く不

完全なものでした。

　　そのことを青年に気づかせるためにイエス様

は「持ち物をすべて売り払い貧しい人々に施し

なさい。……それから、わたしに従いなさい」

とおっしゃいました。

　　青年は悲しみながら立ち去りました。イエス

様が求められた善い行いは、青年にはとてもで

きないことだったからです。

3. わたしに従いなさい

　　イエス様が本当にいいたかったことは、「あ

なたにできないことを、神様がしてくださるの

です。だからわたしを信じて、わたしに従って

きなさい」ということでした。

　　イエス様は私たちの救いのために御自分の命

を捨て、神様に完全に従ってくださいました。

　　ですから、私たちは恵みによって私たちを

救ってくださる善い方だけを見つめて従ってい

くことが求められているのです。

4.「永遠の命に続く道」の迷路（下図参照）

　①紙をつなぎ合わせて長いロール状の巻物を作

る。（横30㎝×縦200㎝ほど）

　②道を描いていき、途中、何カ所かに分岐点を

作る。分岐点には問題の番号を書いておき、

→Ａと→Ｂと2方向の矢印を書き、正解の方

を選ぶと道が続くようにする。不正解の方に

は行き止まり、落とし穴、わな、落石、工事

中などの絵を描き、進めないようにする。

　③スタートとゴールを描き、ゴールには「永遠

の命」と書く。

　④全部描けたら、紙を丸めてスタートだけが見

えるようにする。問題を解きながら紙をのば

していく。問題のところで答えを一緒に考え

て、選んだ方向に進む。鉛筆で線を描いてた

どる。

☆問題の例（正解は下線の方）

１青年は掟をみな守ってきたと思っていました

が、本当に守れていましたか。

　　Ａ	×　　　　　Ｂ	○

２	人間が自分の力で永遠の命を得ることは

　　Ａ	できる　　　Ｂ	できない

３	らくだが針の穴を通ることは　

　　Ａ	できる　　　Ｂ	できない

４	私たちが救われるために求めるべきものは

　　Ａ	善い行い　　Ｂ	善いお方（神様）

５	イエス様が本当にいいたかったことは？

　Ａ	掟をもっとしっかり守りなさい

　Ｂ	自分にはできないことを知り、わたしに従っ

てきなさい
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	 3月25日	 「金持ちの青年」	 中学科

〈今日のカテキズム〉

※参照カテキズムとして、子どもカテキズム問

40が挙げられています。

問40	 イエスさまが教えてくださった十戒の要約

は何ですか。

答	 「わたしたちの神である主は、唯一の主で

ある。心を尽くし、精神を尽くし、思いを

尽くし、力を尽くして、あなたの神である

主を愛しなさい」と、「隣人を自分のよう

に愛しなさい」です。神と人への愛、二つ

で一つの愛に生きることです。

※十戒の要約について記しているウ小教理問答問

42は、2月11日のページをご参照ください。

※十戒の要約が教えていることについて、ジュ

ネーヴ教会信仰問答は問218～223にわたって、

次のように記しています。

ジュネーヴ教会信仰問答

問218	神を愛することには、どれだけの内容	が含

まれますか。

答	 神を愛するとは、神を神に相応しく愛する

こと、つまり、主であり、父であり、救い

主であるとして認めることです。したがっ

て、神への愛には神を敬うことと、彼に帰

せらるべき信頼と、彼に服従する意志が結

び付きます。

問219	「心を尽し、精神を尽し、力を尽す」と言

うことを、あなたはどう理解していますか。

答	 この愛に逆らう如何なる思い付きも、如何

なる願いも、如何なる努力も、私たちのう

ちに所を得ないほどの、ひたむきな熱意を

言うのであります。

問220	要点の第二はどういう意味ですか。

答	 私たちは生来自分を愛する傾向を持ち、こ

の感情が他のすべての感情に優先します。

ですから、隣人に対する愛が私たちのうち

を支配し、あらゆる部分にわたって統治し、

この愛がすべての考察と行動との規範にな

るようにしなければならないという意味で

す。

問221	「隣り人」という言葉はあなたにとってど

ういう意味を持ちますか。

答	 単に近親者や友人、あるいは何らかの親し

い関係によって私たちと結び合っている人

だけでなく、私たちの知らない人、さらに

私たちに敵意ある人もこれに含まれます。

問222	では、彼らは私たちとはどのように結び付

いているのですか。

答	 まことに、神が一度人類一般を結び合わせ

たもうた絆によって、彼らは私たちと結ば

れています。しかも、これは人間のなす如

何なるよこしまによっても廃止できない神

聖不可侵な絆であります。

問223	ですから、あなたの言うことはこうなりま

す。もし、誰かが私たちを憎んだとして

も、それはその人だけの問題であって、彼

が私たちにとっての隣人である事実は変わ

らず、私たちも彼をそのようなものとして

判断しなければなりません。なぜなら、こ

の結び付きによって私たちの間を確定した

もうた神の秩序は、侵されることなく存続

するからであります。

答	 その通りであります。

〈今週の聖書日課〉

　日曜日　　マタイ22：34～40

　月曜日　　マタイ19：16～22

　火曜日　　申命記6：4～5

　水曜日　　レビ19：18

　木曜日　　申命記4：13

　金曜日　　出エジプト32：15～16

　土曜日　　ルカ10：25～28
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第10課　祈りを導く聖霊

1. 聖霊の刺激

　わたしたちの祈りの生活には、聖霊が生き生

きと働かれます。聖霊の刺激を受けて、祈りの

生活は活性化されます。『ジュネーヴ教会信仰問

答』ラテン語版245では、祈ろうとする心備えが

感じられない場合に、「信仰者は直ちに神に逃れ

て、祈るに相応しくする御霊の激しい火を我がう

ちに燃え上がらせてくださるように請い求めるの

であります」と言われています。わたしたちの祈

る熱情は、聖霊の激しい火によって燃え立ちます。

パウロが言うとおり、神の霊が、「われわれの心

の中に神のお求めになる感情と熱意を形造ってく

ださるのであります」（同問答244。ローマ8:26、

ガラテヤ4:6を参照）。

　パウロが「霊で祈り」（コリントー14:15）と言っ

ている個所を解説して、カルヴァンは次の通り記

しています──「このことばは、御霊の刺激が力

強く働いて、祈りを成り立たせ、われわれの努力

を少しもさまたげず・とどこおらせない、という

ものである。なぜなら、神はこのことにおいて、

信仰がわれわれの心を、どんなに有効に駆り立て

るかを、体験させようとしておられるからである」

（『綱要』3:20:5）。

　わたしたちは、キリストの贖いの業によって、

神の子とされました。この確かな根拠のうえに、

「神はその聖霊をもってわれわれを導き励まして、

あたかもわれわれの父に向かってのように、親

しく神に呼びかけさせてくださるのであります」

（『ジュネーヴ教会信仰問答』250。マタイ9:2、

22を参照）。聖霊の激しい火が、神への嘆願を燃

え立たせます。神の真実に信頼を置いて、ダビデ

は告白しました──「主は貧しい人の苦しみを／

決して侮らず、さげすまれません。／御顔を隠す

ことなく／助けを求める叫びを聞いてくださいま

す」（詩編22:25）。

　カルヴァンは、1542年の「礼拝式文」の中に、「読

者への手紙」を配し、次のように言っています

──「神に対してのよき感情というものは、心が

正しく感激し、理性が照らされるのであれば、決

して死せるもの・あるいは野卑なものでなく、聖

霊から発する活ける感動であります」。まことに、

聖霊の促しは、強力な刺激です。

2. 聖霊の教え

　理性と感情をもってする祈りにあっては、支離

滅裂は許されません。理性に支えられた祈りとは、

筋道立った言葉を用いてなされる祈りです。神の

聖霊が、神の言葉によって、わたしたちの祈りの

言葉を整え、豊かにしてくださいます。湖北台教

会の祈り会で、一年半あまり、詩編を読み、主要

な主題の下に、その使信を聴く恵みにあずかりま

した。一同、心を探られて、悔い改めと新しい服

従へと導かれました。詩編から学び取った言葉が

そのままに、自分の祈りの言葉ともなりました。

それは、用いる単語と言い回しの両方に及びまし

た。詩編が祈りの学び舎であることを、皆が実感

し、ダビデと二人きりになる修練を積みました。

そこから、賛美の声が高められもしました。

　神への祈りが、神の言葉によって整備されるこ

とを、カルヴァンは次のとおり言っています──

「神は……はっきりと、祈りは神の御言葉の定規

にのっとって整えられなければならない、と命じ

たもう。さらに、御言葉に基づく信仰こそ、正し

い祈りの母なのだから、祈りは御言葉にそむくや

いなや、ただちに汚れたものとならざるを得ない」

（『綱要』3:20:27）。

　「憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜にか

なった助けをいただくために、大胆に恵みの座に

近づこうではありませんか」と、聖霊はわたした

ちを祈りへと促しておられます（ヘブライ4:16）。

また、「わたしたちは主キリストに結ばれており、

キリストに対する信仰により、確信をもって、大

胆に神に近づくことができます」と、聖霊は明ら

かに教えておられます（エフェソ3:12）。

　聖霊は、祈る信仰者の理性を祈りにふさわしく

整え、これを高め、祈りへと集中させてください

ます。しかも、思いつくままに、あのこと、この

ことを、前後の見境もなく求めることがないよう

	 祈りの生活（第 10 課）	 　成人科（1月）
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に、と神は「手綱をかけたもうのである」とカル

ヴァンは説明します──「そこで、神はこの弱さ

を助けるために、祈りにおいて、われわれの教師

として御霊を与え、これによって何が正しいかを

教えるとともに、われわれの感情を抑制したもう

のである」（『綱要』3:20:5）。カルヴァンが、祈

祷論の中で繰り返し引用するのが、ローマ8:26

です──「わたしたちはどう祈るべきかを知りま

せんが、“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもっ

て執り成してくださるからです」。聖霊の神学者

と呼ばれるカルヴァンが、聖霊の細やかな働きに

ついて記すところは尽きません。

　聖霊に教えられて、わたしたちは、「アッバ、

父よ」と神を呼びます（ガラテヤ4:6）。このよ

うに叫ぶ御子の霊を神が送ってくださった事実に

おいて、わたしたちを神の子となさる神の取り計

らいは明らかです。聖霊に教えられて祈るとき、

わたしたちの信仰は生きて働くものとなります。

この信仰を与えられているからこそ、わたしたち

は神を呼ぶことができるのです──「ところで、

信じたことのない方を、どうして呼び求められよ

う」（ローマ10:14）。聖霊によって正しく教えら

れることなくしては、わたしたちは神の前で口を

開くことはできません（『綱要』3:20:34を参照）。

3. 聖霊の満たし

　キリストを信じ、神の子とされている者には、

神を「父よ」と呼ぶ霊が既に与えられています。

地上で信仰の旅路を歩むわたしたちは、日々に、

この聖霊が増し加えられるように、と祈り求めま

す。増し加えられるようにとの祈りは、聖霊の満

たしを求める祈りへと昇りつめます。

　パウロは、悪い時代に生きるキリスト者に勧め

て言いました──「酒に酔いしれてはなりません。

それは身を持ち崩すもとです。むしろ、霊に満た

され、詩編と賛歌と霊的な歌によって語り合い、

主に向かって心からほめ歌いなさい」（エフェソ

5:18-19）。

　五旬祭の日の朝、集まっていた者に、約束の聖

霊が降りました。「すると、一同は聖霊に満たされ、

“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話

しだした」と、記されています（使徒2:4）。聞

いた人々の中には、「あの人たちは、新しいぶど

う酒に酔っているのだ」と、あざける者もいまし

た（同2:13）。しかしペトロは、「酒に酔ってい

るのではありません」（同2:15）と断言したうえ

で、キリストの福音を語り告げました。13節で

「酔っている」と訳されたのは、「満たされている」

の語ですから、4節の「聖霊に満たされ」との対

比は、あまりにも明白です。

　聖霊の働きなしには、ひとりの信者も生まれま

せん。聖霊の導きなしには、いかなる信者も育っ

てはいきません。聖霊の増し加えられることを求

め、聖霊に満たされることを熱望する祈りにおい

て、信仰者の命は輝き出ます。

　「われらを試みにあわせず、悪より救い出した

まえ」との第六の願いを解説する個所で、カルヴァ

ンは、サタンの策略に対抗して戦い抜くためには

聖霊の恵みが必要であることを力説して言います

──「神の御霊がサタンとの戦いにさいして、勝

敗を決すべきわれわれの力となるとするならば、

われわれは聖霊に満たされて、己れの肉のいっさ

いの弱さを脱却するまでは、勝利を得ることがで

きないわけである」（『綱要』3:20:46）。神の恵み

が増し加わることを求め、ついにはこの恵みに全

く満たされることを望み見て、わたしたちの地上

の祈りは、たゆみなく続けられます。

【宿題】　カルヴァンの『綱要』『信仰の手引き』

『ジュネーヴ教会信仰問答』を読むにあたり、

次の語に目を留めなさい──感情、感覚、感知、

感激、感動、実地、実感、経験、体験、熱心、

熱意、熱烈、熱望。自分なりの索引を作るとこ

ろまでいければ、受ける益は大きい。

　　このような意識的な読み方に習熟したうえで

聖書を読むと、さまざまなキーワードが鮮やか

に浮かび上がってきて、歴史を貫く神の取り計

らいの総体を把握することができるに違いな

い。贖罪にかんする用語は多岐にわたってい

る。	 （石丸　新）
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第11課　共同の祈りの作法

1. 信仰の家族として

　日本キリスト改革派教会「礼拝指針」第35条に、

次の一文があります──「牧師と小会は、霊的な・

興味ふかい・活気ある祈祷会にするよう努力すべ

きである」。聖霊による祈りの生活の活性化を求

める教会は、工夫に工夫を重ねて、活気に満ちた

祈祷会を目指します。その努力を積み上げるなら

ば、教会は聖霊の力あふれる教会として立つこと

ができます。

　「天にましますわれらの父よ」と呼んで祈るよ

うに、と主イエスは教えられました。「われらの」

と口にするときに、わたしたちの心は、キリスト

にあって兄弟とされた者に向けられ、さらには、

父なる神の配慮のもとに生かされているすべての

人へと配られます。まずは、今、互いに顔を合わ

せ、共に歩んでいる信仰者を、「信仰によって家

族になった人々」として尊重し、祈りにおける共

同を目指さなければなりません（ガラテヤ6:10）。

2. 声をひとつにし

　福音宣教を議会によって禁じられながらも、こ

れに大胆に抵抗したペトロとヨハネを迎え入れ、

事の次第を聞いた教会の信徒たちは、「心を一つ

にし、神に向かって声をあげて」祈った、と記さ

れています（使徒4:24）。「心を一つにして」は、

聖霊が信徒たちの間に造り出す一致を描き出して

います（使徒1:14、2:46、5:12、8:6、15:25を参照）。

　心がひとつにされるときに、祈りの声もひとつ

とされます。主イエスは約束されました──「あ

なたがたのうち二人が地上で心を一つにして求め

るなら、わたしの天の父はそれをかなえてくださ

る」（マタイ18:19）。「主の祈り」を、声を合わ

せて祈るとき、やっと言葉を覚えたばかりの子ど

もの声が聞こえてくるのは、家庭でも、教会でも、

なんとうるわしいことでしょうか。わたしたちの

舌と唇とは、共に神を賛美し、共に神に祈るため

に有効に用いられます。互いに同じ思いを抱き、

心を合わせ、声をそろえて、神をたたえるように

とパウロは勧めています（ローマ15:5-6）。「心

を合わせ」の原文「同一の心で」と、「声をそろ

えて」の原文「一つの口で」の対応は、鋭いもの

があります。共同の祈りは、神の教会の公同の祈

りです。

3. 分かる言葉で

　公同の祈りでは、共に集まっている人に理解さ

れる言葉で祈ることが、最低限の作法として求め

られます。説教にしても、祈りにしても、教会を

築き上げるという目的からすれば、全会衆に理解

される民衆の言葉でなされなければ、意味があり

ません。「教会は理解できない音声からは全然何

らの益も得ることができないからである」と、カ

ルヴァンは言いました（『綱要』3:20:33）。

　今から10年ほど前のことを思い起こしますと、

教会の祈祷会で、年輩の信徒が、「今晩も、祈り

のむしろにはべることができて、感謝します」と

祈っていたのを聞くことがありました。「祈りの

むしろ」は、もちろん、「祈り会」の文学的表現で、

風雅な趣に富んでいますが、考えてみれば、明治

期の教会では、実際に、土間に、わらを編んで作っ

たむしろを敷いて、礼拝や祈祷会を行っていたに

違いありません。「はべる」は、貴人のそばに仕

えることを意味する古語です。

　祈りの言葉を整えることに、十分すぎるほどの

注意を払い、言葉の修練を積んでいかなければな

りません。求道中から祈祷会に休まず出席してい

た方が、やがて洗礼を受け、祈祷会で自分も祈る

こととなりました。どのような言葉を用いて祈る

かを考え、祈りの文章を暗記しました。忘れてし

まってはいけないと思って、だれよりも先に祈っ

た、という証しを聞いて、わたしは心を打たれま

した。このような新鮮な思いを忘れてはいないか、

と自分に問うばかりでした。

　言葉を整えると言っても、言い回しの巧みさを

求めるのではありません。求めたいのは、自分の

用いる言葉の豊かさです。日常の会話でも、「す

ご～い」「おいしい」「やわらかい」と言うだけで、

どれほどの「すごさ」かを、こと細かに表現する
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ことは、あまりありません。言葉の貧弱さは、隠

れも無い事実です。既に第10課でも述べたとお

り、祈りを豊かにしようと願うならば、詩編に親

しむことです。新約聖書に収められている、ペト

ロ、パウロの祈りからも、多くの養いを受けます。

　分かる言葉を求めるべきことについて、『ジュ

ネーヴ教会信仰問答』247は、わからない言葉で

祈るのは、神に対する嘲弄であり、腐った偽善

である、と断じています。『ウェストミンスター

信仰告白』21章3節では、「声を出して祈る時は、

よく知られた言葉でなすべきである」と言われて

います。

4. 聞こえるように

　小学校一年生の冬に中耳炎の手術を受けたわた

しは、この年齢になって、聴力の衰えをしきりに

覚えています。そのこともあって、公同の祈りの

ときに、聞き取りにくい場合が増えてきました。

自分のことを考えてみますと、祈る場合には、子

どものときから、手を組んで、首を垂れる姿勢を

とってきました。うつむけば、当然、声帯が圧迫

されます。いきおい、声を細め、殺すこととなり

ます。手を組んで下を向いて祈るのは、ゲルマン

人から受け継いだ方法だ、と何かで読んだことが

あります。旧約の民は、神に届けとばかり、伸ば

した両手を上げました。英語訳で「ストレッチ」

とあるのを読みますと、実感が湧きます。

　高齢化は今後とも進む一方ですから、教会の中

でも、聞こえの保障を具体的に考える必要があり

ます。これが自分の普通の声量だ、と思っている

ところを、その1.5倍にしてみてはどうでしょう

か。発音の明確さを自分に課すことは、ほかの場

面でも同じことです。発音に先立つ発声の自己

訓練が求められます。必要な声と表現力が確保さ

れるために、普段の体調を整えることから始めま

しょう。声のトレーニングに関する本を読むこと

も、大きな助けとなります。相手に伝わる話し方

が、コミュニケーションの基本です。公同の祈り

のときには、やや背筋を伸ばし、のどに無理のな

い、自然な姿勢を心掛けましょう。声があなたを

育てます。

5. 互いに執り成し

　「主の祈り」を教えられたときに、主イエスが「わ

れら」を一貫して強調されたことからも分かると

おり、キリスト者は、他の人びとと共に祈り、他

の人びとのために祈るように、と召し出されてい

ます（『ウェストミンスター大教理問答』189を

参照）。初期の教会は、捕らえられ、投獄された

ペトロのために、熱心な祈りをささげました（使

徒12:5）。

　共同で祈るその現場で、兄弟の益を図り、隣人

に対して愛を及ぼすことを学びます。そこから、

愛の実践の場へと送り出されます。

　キリストに結ばれている者は、互いの弱さを補

い合い、互いに励まし、慰め合って、天国への道

を進みます。その途上にあって、常に、執り成し

をささげ、聖霊による一致を保ちます。罪を告白

し合い、互いのために祈ることは、キリスト者の

聖なる務めです（ヤコブ5:16）。

6. 教会の建て上げを目指す

　皆が分かる言葉で語っているところに、信者で

ない人か、初心者が入って来たら、罪を責められ、

ひれ伏して神を礼拝し、「まことに、神はあなた

がたの内におられます」と告白することになる、

とパウロは言いました（コリント一14:24-25）。

キリストの教会にあっては、強い者は強くない

者の弱さを担って、隣人のために働き、互いに

建て上げ、築き合う務めに献身します（ローマ

15:1-2）。

　共同の祈りにおいて、信者は、兄弟である他の

信者の信仰の告白を聞き、すべての者と共に感謝

と賛美をささげます。祈りの友の信仰の模範に倣

う思いが、まさにそこで高められます。信仰の先

輩の味のある言葉に励まされもします。そのよう

にして、祈りにおける相互牧会が果たされます。

【宿題】　上記1から6の表題をつなぎ、一つの文

としなさい。そのうえで、自分に最も欠けてい

ると思う点を、家族で、あるいは、教会の仲間

で語り合いなさい。		 （石丸　新）
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第12課　魂の言葉としての沈黙

1. 言葉にはならない祈り

　信仰は、祈る姿と祈る言葉において、その命の

輝きを現します。旧約の詩人ダビデは、詩編第5

編の中で、自分の祈りにつき、次の語を用いてい

ます──「わたしの言葉」（2節）、「つぶやき」（2

節）、「叫ぶ声」（3節）、「わたしの声」（4節）、「訴

え」（4節）。このうち、「つぶやき」は「嘆き」（口

語訳）とも「うめき」（新改訳）とも訳されてき

た語です。ここには、言葉と声をもってなす祈り

に並んで、言葉にはならない、うめきをもってす

る祈りがあります。

　自分の言葉と声とをねんごろに聞いてくださる

神がいます、との生き生きとした信仰が、この詩

の全体にみなぎっています。同時に、言葉にはな

らないうめきをも聞き届けてくださる神を仰ぎ望

む目の輝きが、この詩の命となっています。

　ダビデを鏡として見るとおり、わたしたちの信

仰の道のりにも、言葉にはならない祈りがありま

す。文法的に整った文章にはほど遠い、うめきの

祈りがあります。祈りは、とぎれとぎれとなりま

す。時に、口ごもり、時に言葉を失います。それ

でも、心は神を慕い、燃え立ちます。それは、わ

たしの泣く声をも神が聞いてくださる、と信じて

いるからです。ダビデは、この確信を心を込めて

歌いました──「主はわたしの泣く声を聞き／主

はわたしの嘆きを聞き／主はわたしの祈りを受け

入れてくださる」（詩編6:9-10）。

2. 沈黙も、また言葉

　沈黙も、また言葉です。沈黙は、神の賜物でも

あります。沈黙という色の絵の具が魂を彩り、そ

の人を染めて、下地を造ります。沈黙という背景

があってこそ、言葉の深み、奥行き、色調、輝き、

そして命が立ち現れます。沈黙のあるところに、

言葉がはじめて言葉となります。ダビデは自分に

言いました──「おののいて罪を離れよ。／横た

わるときも自らの心と語り／そして沈黙に入れ」

（詩編4:5）。

　自らの心と語ることは、すなわち瞑想であり、

自分の罪を深く思うことは、その深さに応じて、

人をさらなる沈黙へと導き入れます。極度の悲し

みに沈むとき、人は言葉を失います。しかし、沈

黙は、恐怖とは正反対の平静へと人をいざない、

信頼へと人を高めます。詩編第4編5節で、「沈黙

に入れ」と言ったダビデは、続く6節で、「主に

依り頼め」と、自分を励ましています。この論理

こそ、神を知る者、キリスト・イエスにあって罪

の赦しをいただいている者が、日毎に体験してい

るところにほかなりません。

　沈黙のうちにせよ、言葉をもってにせよ、祈り

において自分をすっかり投げ出す者は、神の慈愛

を新たに体験し、ひれ伏して、神を畏れ敬います

（詩編5:8）。おののきつつ、喜び躍るようにされ

ます（詩編2:11）。

　けたたましい発車ベルと、せき立てるような大

声のアナウンスの代わりに、音楽を流すように

なってから、かなりの年数が経ちました。しかし、

毎日、同じ曲を聴かされると、それも耳障りにな

ります。よく利用する山手線高田馬場駅の「鉄腕

アトム」が、その一例です。ホテルなどのバック

グラウンド・ミュージックも、時によって雑音に

聞こえることがあります。街には、音の洪水が流

れており、普通の会話の声も、それに負けじと大

きくなる傾向にあります。

　「シンプルな静寂のときが欲しい」と言った人

があります。日本在住のフランス人評論家である

フランソワ・モレシャンさんは、「一度、町の余

分な音をゼロにし、小鳥の声や静寂を聴くことか

ら再出発してはどうか」と提案しています。人を

人とも思わない過度の表現欲の表れが騒音だとす

るならば、お互いに自分の欲望を打ち捨てて、海

辺の松林を吹き抜ける風の音に耳をそばだてるよ

うになりたいものです。

3. 沈黙して神に向かえ

　静寂を恐怖と感じ、沈黙に息の詰まるのを覚え

てばかりいたのでは、自分の思想を深めることは

難しく、まして、自分の信仰の深みをきわめるこ
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とは、とうていおぼつかなくなります。すべての

音を消し去るのは不可能に近いことですが、心し

て神の前に静まることはできます。実は、そのこ

とを、神は求めておられます。沈黙は、まさに、

神のみむねを深く知る道です。

　再び、ダビデに聞きましょう──「沈黙して

主に向かい、／主を待ち焦がれよ」（詩編37:7）。

ここでは、沈黙と主を待ち望むこととの結合が強

調されています。第4編の場合と同じように、こ

こでは、沈黙が信頼と結ばれているのを見ること

ができます──「主に信頼し、善を行え」（3節）、

「主に自らをゆだねよ」（4節）、「あなたの道を主

にまかせよ。信頼せよ」（5節）。この三重の表現は、

力に満ちています。

　詩編62編でも、ダビデは言いました──「わ

たしの魂は沈黙して、ただ神に向かう。／神にわ

たしの救いはある。／神こそ、わたしの岩、わた

しの救い、砦（とりで）の塔。／わたしは決して

動揺しない」（2～3節）。6節では、自分に呼びか

けて言います──「わたしの魂よ、沈黙して、た

だ神に向かえ。／神にのみ、わたしは希望をおい

ている」。続く7節では、3節が繰り返されます。

6節の口語訳「わが望みは神から来る」は、希望

の確かな根拠である神の絶対主権を言い表してい

ます。

　詩編65編で、ダビデは、「沈黙してあなたに向

かい、賛美をささげます」（2節）と言って、感

謝の歌を切り出しています。神殿での神礼拝にあ

たり、神の前に静まり、罪の贖いを深く覚え（4

節）、救いにかかわる神の恐るべき御業を数え（6

～9節）、創造と摂理の恵みを思い（10～14節）、

挙げて神の前に畏れをもってたたずむ姿が、この

詩の描きだすところです。主なる神の業の数々を

思い続け、これを細部にわたって思い巡らす瞑想

が、ダビデの勧めるところである、とわたしは読

み取っています。瞑想については、第5課で、詩

編62編に触れて記した個所を復習してください。

　魂の言葉としての沈黙は、生き生きとした信頼

に連なり、燃え立つばかりの思いをもって、しか

も忍耐の限りを尽くして、主を待ち望むことへと

突き進みます。

　「都に上る歌」の一つで、ダビデは歌いました

──「わたしは魂を沈黙させます。／わたしの魂

を、幼子のように／母の胸にいる幼子のようにし

ます」（詩編131:2）。「わたしの魂は沈黙して神

に向かう」と言ったダビデは、自分を励まして、「わ

たしの魂よ、沈黙して神に向かえ」と言うダビデ

でありました。この131編では、「わたしは魂を

沈黙させます」と言って、極めて積極的かつ能動

的な瞑想のあり方を明らかにしています。

　「沈黙させます」とあるところには、原文では、

「静める」と「黙らせる」の二つの動詞が用いら

れています。前節で、驕
おご

り・高ぶり・高望みの集

約である自己主張を全否定したダビデは、なおも

頭をもたげようとする自己との闘いを意識して、

二つの動詞を重ねた、と読めます。口語訳では、「わ

たしはわが魂を静め、かつ安らかにしました」と

あります。考えてみれば、「沈黙」は既に、「沈ま

せる」と「黙らせる」の合成語です。

　まだ口が利けなくても、幼子は信頼し切って、

母の胸に安らぎます。魂の沈黙は、この幼子のよ

うに、神の胸にとこしえに安らぐことを現実の

ものとします。慈しみは主なる神のもとにあり、

豊かな贖いも主のもとにあります（詩編130:7）。

主のふところに憩うところに、とこしえの平安

があります。昔、「わたしはダビデを裏切らない」

と宣言された神は、ダビデを離れることがありま

せんでした。

　神のふところに、信頼をもって憩うダビデは、

自分の愛する民に呼びかけて言います──「イス

ラエルよ、主を待ち望め。／今も、そしてとこし

えに」（詩編131:3）。2節の信頼と3節の希望は、

切り離されることがありません。

【宿題】　キリスト教瞑想のあり方を指し示す詩編

77編を読みなさい。「思い続ける」「思う」「口

ずさむ」「思いめぐらす」などの語に留意しな

さい。特に13節では、「口ずさむ」が告白を、「思

いめぐらす」が賛美を指している。「沈黙こそ

賛美」（詩編65:2）の注解と言うことができる。

	 （石丸　新）
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中部中会教育委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会教育委員会は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主

義諸教会の教会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案

誌』を発行しています。2001年４月に始まり、すでに満５年となり、第24号ま

で発行して参りました。中部中会では７割ほどの教会により採用され、改革派教

会全体でもおよそ50教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明

してくださっています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会教育

委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと願って

います（2006年４月中部中会第一回定期会にて自由募金願いを可決承認）。子ど

もたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金のご支援をいただきた

く、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただきやすくするために、

教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえています。『教案誌』をご

購入くださることも発行のための支援となりますので、ご購入いただくことに

よってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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1月1日（月）	 マタイ4章
しょう

4節
せつ

人
ひと

はパンだけで生
い

きるのではない

　体
からだ

に食
た

べ物
もの

が必
ひつ

要
よう

なように、心
こころ

にも

生
い

きる力
ちから

を与
あ

える食
た

べ物
もの

が必
ひつ

要
よう

です。

神
かみ

さま、今
き ょ う

日も、

元
げん

気
き

に生
い

きる力
ちから

を与
あた

える、命
いのち

の

み言
こと

葉
ば

をお与
あた

え

ください。

1月2日（火）	 マタイ4章
しょう

6節
せつ

天
てん

使
し

たちは手
て

であなたを支
ささ

える

　足
あし

が石
いし

（困
こん

難
なん

）に打
う

ち当
あ

たって、歩
ある

けなくなることがあります。そんなと

きにも、神
かみ

さま、天
てん

使
し

を送
おく

り、わたし

がしっかりと歩
ある

いていくことができ

るように守
まも

って

ください。

1月3日（水）	 マタイ4章
しょう

10節
せつ

ただ主
しゅ

に仕
つか

えよ

　悪
あく

魔
ま

が心
こころ

を誘
ゆう

惑
わく

し、わたしの心
こころ

を神
かみ

さまから離
はな

そうとしてきます。神
かみ

さま

よりも、他
ほか

のものに目
め

が向
む

いてしまう

こともあります。ただあなただけを見
み

つめて、今
き ょ う

日も歩
あゆ

ませてください。

1月4日（木）	 マタイ4章
しょう

19節
せつ

わたしについてきなさい

　「わたしについてきなさい」と、イ

エスさまがわたしを呼
よ

ばれるとき、心
こころ

から喜
よろこ

んでイエスさまについていく

ことができますよ

うに。イエスさま

と一
いっ

緒
しょ

に歩
ある

いてい

けますように。

1月5日（金）	 マタイ5章
しょう

13節
せつ

あなたがたは地
ち

の塩
しお

である

　食
た

べ物
もの

にほどよい味
あじ

付
つ

けをする塩
しお

のように、今
き ょ う

日もわたしが周
まわ

りの人
ひと

た

ちに、心
ここ

地
ち

よい

思
おも

いを与
あた

える言
こと

葉
ば

や行
おこな

いをする

ことができます

ように。

1月6日（土）	 マタイ5章
しょう

14節
せつ

あなたがたは世
よ

の光
ひかり

である

　光
ひかり

が暗
くら

い部
へ

屋
や

を明
あか

るくするように、

今
き ょ う

日もわたしが、周
まわ

りの人
ひと

たちの心
こころ

を

明
あか

るく照
て

らして、輝
かがや

か

せる人
ひと

になれますよう

に。光
ひかり

の子
こ

供
ども

として歩
あゆ

めますように。
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1月8日（月）	 マタイ5章
しょう

22節
せつ

兄
きょうだい

弟に『ばか』と言
い

う者
もの

は

　兄
きょうだい

弟や友
とも

だちに、悪
わる

い言
こと

葉
ば

を話
はな

すこ

とがないように。

人
ひと

を傷
きず

つける言
こと

葉
ば

を話
はな

さないよう

に、今
き ょ う

日も、わた

しの心
こころ

と口
くち

をお守
まも

りください。

1月9日（火）	 マタイ5章
しょう

44節
せつ

迫
はく

害
がい

する者
もの

のために祈
いの

りなさい

　わたしに悪
わる

口
ぐち

を言
い

ったり、ひどいこ

とをする人
ひと

がいます。けれども、そん

な人
ひと

にも優
やさ

しい

心
こころ

で向
む

かい合
あ

い、

神
かみ

さまの祝
しゅくふく

福を

祈
いの

れる心
こころ

を与
あた

え

てください。

1月10日（水）	 マタイ6章
しょう

8節
せつ

願
ねが

う前
まえ

から、必
ひつ

要
よう

なものをご存
ぞん

知
じ

　神
かみ

さま、あなたは、わたしが今
き ょ う

日、

何
なに

を必
ひつ

要
よう

としているかを知
し

っておら

れます。ほしいものはたくさんありま

すが、本
ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

なものをくださるこ

とを信
しん

頼
らい

して、求
もと

め

る子
こ

供
ども

としてくださ

い。

1月11日（木）	 マタイ6章
しょう

22節
せつ

体
からだ

のともし火
び

は目
め

である

　目
め

が澄
す

んでいれば、そこから光
ひかり

が

入
はい

ってきて、心
こころ

を明
あか

るくしていきま

す。そのように、神
かみ

さまの恵
めぐ

みと愛
あい

が、

心
こころ

にいっぱい入
はい

るように、心
こころ

の目
め

を大
おお

きく開
ひら

き、澄
す

んだ目
め

を与え

てください。

1月12日（金）	 マタイ6章
しょう

24節
せつ

神
かみ

と富
とみ

とに仕
つか

えることはできない

　富
とみ

（この世
よ

のもの）ばかりに心
こころ

が向
む

いて、神
かみ

さまを忘
わす

れたり、軽
かろ

んじたり

することがありませんように。神
かみ

さま

をこそ、第
だい

一
いち

としていく心
こころ

を与
あた

えてくだ

さい。

1月13日（土）	 マタイ6章
しょう

26節
せつ

天
てん

の父
ちち

は鳥
とり

を養
やしな

ってくださる

　空
そら

を飛
と

ぶ小
こ

鳥
とり

たちも、神
かみ

さまが食
た

べ

物
もの

を与
あた

え、生
い

きる力
ちから

を与
あた

えてくださる

ので、元
げん

気
き

にさえずります。神
かみ

さま、

そ の よ う に

今
き ょ う

日も小
ちい

さな

わたしをお守
まも

りください。
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1月15日（月）	 マタイ6章
しょう

34節
せつ

明
あ

日
す

のことは明
あ

日
す

自
みずか

らが思
おも

い悩
なや

む

　今
き ょ う

日の悩
なや

みを知
し

ってくださる神
かみ

さ

まは、明
あ

日
す

の心
しん

配
ぱい

もご存
ぞん

知
じ

で、わたし

のために、神
かみ

さまが心配してください

ます。わたしの代わりに

心
しん

配
ぱい

してくださる神
かみ

さま

に感
かん

謝
しゃ

して、悩
なや

みもあな

たにお預
あず

けします。

1月16日（火）	 マタイ7章
しょう

12節
せつ

人
ひと

にしてもらいたいと思
おも

うことは

　こんなことをしてもらいたい、あん

なことをしてほしいと、人
ひと

に願
ねが

うこ

とを、わたしもそ

の人
ひと

にしてあげる、

そんな優
やさ

しい心
こころ

で

今
き ょ う

日を送
おく

ることが

できますように。

1月17日（水）	 マタイ7章
しょう

24節
せつ

岩
いわ

の上
うえ

に自
じ

分
ぶん

の家
いえ

を建
た

てた賢
かしこ

い人
ひと

　しっかりとした土
ど

台
だい

の上
うえ

に家
いえ

を建
た

てないと、すぐに倒
たお

れてしまいます。

今
き ょ う

日も、神
かみ

さまのみ言
こと

葉
ば

を忘
わす

れずに、

それに従
したが

って一
いち

日
にち

をすごすこと

ができるように、

助
たす

けてください。

1月18日（木）	 マタイ8章
しょう

3節
せつ

よろしい、清
きよ

くなれ

　重
おも

い病
びょうき

気で苦
くる

しみ、汚
よご

れていると

された人
ひと

に向
むか

かい、「よろしい（わた

しの心
こころ

だ）、清
きよ

くなれ」と言
い

ってくだ

さったイエスさま、罪
つみ

に汚
よご

れたわたし

にも、「よろしい（わたしはそう願
ねが

う）、

清
きよ

くなれ」と言
い

って、清
きよ

めてください。

1月19日（金）	 マタイ8章
しょう

17節
せつ

彼
かれ

はわたしたちの患
わずら

いを負
お

い

　わたしたちの苦
くる

しみや悩
なや

みを背
せ

負
お

ってくださるイエスさま、今
き ょ う

日も、

わたしが悩
なや

んだり、悲
かな

しむとき、そ

んなわたし

を背
せ

負
お

って、

助
たす

けてくだ

さい。

1月20日（土）	 マタイ8章
しょう

27節
せつ

風
かぜ

や湖
みずうみ

さえも従
したが

うではないか

　イエスさま、ときどきわたしの心
こころ

に、不
ふ

安
あん

の嵐
あらし

が起
お

きたり、悲
かな

しみの雨
あめ

が降
ふ

り注
そそ

ぎます。そ

んなときには、あな

たが風
かぜ

や嵐
あらし

をしかっ

て、心
こころ

を静
しず

めてくだ

さいますように。
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1月22日（月）	 マタイ9章
しょう

6節
せつ

起
お

きて歩
ある

け

　体
からだ

がまひして、歩
ある

くことも、体
からだ

を動
うご

かすこともできなかった人
ひと

を、起
お

き上
あ

がらせ、立
た

たせてくださったイエスさ

ま。悲
かな

しみや心
しん

配
ぱい

で、わたしの心
こころ

が起
お

き上
あ

がれなくなったときには、『起
お

き

て歩
ある

け』と命
めい

じてください。そして、

あなたの恵
めぐ

みで立
た

たせてください。

1月23日（火）	 マタイ9章
しょう

13節
せつ

わたしが求
もと

めるのは憐
あわ

れみ

　弱
よわ

い人
ひと

や失
しっ

敗
ぱい

だらけの人
ひと

を招
まね

き、

祝
しゅくふく

福してくださるイエスさま。あなた

が小
ちい

さな者
もの

を憐
あわ

れんでくださるよう

に、わたしも憐
あわ

れみの心
こころ

で人
ひと

に接
せっ

する

ことができるよ

うにしてくださ

い。

1月24日（水）	 マタイ9章
しょう

22節
せつ

娘
むすめ

よ、元
げん

気
き

になりなさい

　重
おも

い病
びょうき

気で12年
ねん

も苦
くる

しんでいた人
ひと

を、あなたはいやしてくださいまし

た。同
おな

じようにわたしにも、『元
げん

気
き

に

なりなさい』と

言
い

って、わたし

を強
つよ

くしてくだ

さい。

1月25日（木）	 マタイ10章
しょう

12節
せつ

平
へい

和
わ

があるように

　いつもわたしの口
くち

から出
で

る言
こと

葉
ば

が、

人
ひと

の悪
わる

口
ぐち

や、傷
きず

つける言
こと

葉
ば

ではなく、

その人
ひと

の心
こころ

を平
へい

和
わ

にす

る言
こと

葉
ば

を語
かた

ることがで

きるように、まずわた

しの心
こころ

をあなたの平
へい

和
わ

で満
みた

たしてください。

1月26日（金）	 マタイ10章
しょう

29節
せつ

父
ちち

のお許
ゆる

しがなければ

　小
ちい

さな雀
すずめ

さえも、神
かみ

さまのお許
ゆる

し

がなければ、力
ちから

尽
つ

きて地
じ

面
めん

に落
お

ちる

ことはないと約
やく

束
そく

してくださいまし

た。今
き ょ う

日も小
ちい

さなわたしを

支
ささ

え、お守
まも

り

ください。

1月27日（土）	 マタイ11章
しょう

28節
せつ

わたしのもとに来
き

なさい

　イエスさま、あなたは『わたしのも

とに来
き

なさい。休
やす

ませてあげよう』と

約
やく

束
そく

してくださいました。いつもあな

たのもとにいて、あ

なたの平
へい

安
あん

をいただ

くことができますよ

うに。
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1月29日（月）	 マタイ12章
しょう

35節
せつ

良
よ

い物
もの

を入
い

れた倉
くら

から良
よ

いものを

　神
かみ

さま、わたしの心
こころ

の倉
くら

から悪
わる

いも

のを取
と

り出
だ

し、あなたの愛
あい

と恵
めぐ

みに満
み

ちた、良
よ

い

もので心
こころ

が

満
み

ち溢
あふ

れる

ようにして

ください。

1月30日（火）	 マタイ12章
しょう

50節
せつ

わたしの天
てん

の父
ちち

の御
みこころ

心を行
おこな

う人
ひと

が

　いつも神
かみ

さまが、わたしに何
なに

を求
もと

め、何
なに

を願
ねが

っておられるか、御
み

心
こころ

を求
もと

める心
こころ

を与
あた

えて

ください。神
かみ

さ

まの御
み

心
こころ

を行
おこな

う

子
こ

供
ども

となります

ように。

1月31日（水）	 マタイ13章
しょう

23節
せつ

百
ひゃくばい

倍の実
み

を結
むす

ぶ

　神
かみ

さまのみ言
こと

葉
ば

を聞
き

いて、それをよ

く理
り

解
かい

し、それに従
したが

って生
い

きること

で、今
き ょ う

日も、神
かみ

さまの恵
めぐ

みをいっぱい

実
みの

らせる一
いち

日
にち

にしてください。

2月1日（木）	 マタイ13章
しょう

32節
せつ

どんな種
たね

よりも小
ちい

さいのに

　ごまのように小
ちい

さなからし種
たね

も、

成
せいちょう

長すると、空
そら

の鳥
とり

が巣
す

を作
つく

るほど大
おお

きな木
き

になります。

そのようにわたし

も大
おお

きく成
せいちょう

長させ、

実
み

を結
むす

ぶ子
こ

供
ども

にし

てください。

2月2日（金）	 マタイ13章
しょう

44節
せつ

畑
はたけ

に宝
たから

が隠
かく

されている

　畑
はたけ

に隠
かく

されていた宝
たから

を掘
ほ

り当
あ

てた人
ひと

は、いつもよりもっと深
ふか

く宝
たから

ったので、

宝
たから

を手
て

に入
い

れることができました。そ

のように、神
かみ

さまのみ言
こと

葉
ば

を、もっと

よく理
り

解
かい

して、そこにある恵
めぐ

みをもっ

とよく知
し

ることができるように、み言
こと

葉
ば

を求
もと

める心
こころ

を与
あた

えてください。

2月3日（土）	 マタイ14章
しょう

19節
せつ

五
いつ

つのパンと二
に

匹
ひき

の魚
さかな

を取
と

り

　ほんのわずかな物
もの

で、たくさんの人
ひと

を祝
しゅくふく

福してくださったイエスさま。そ

のように、小
ちい

さなわたしも、あなたの

お役
やく

に立
た

つことがで

きますように。
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2月5日（月）	 マタイ14章
しょう

27節
せつ

安
あん

心
しん

しなさい。わたしだ

　嵐
あらし

の湖
みずうみ

で、死
し

ぬほどの恐
こわ

い思
おも

いをし

た弟
で

子
し

たちを、励
はげ

ましてくださったイ

エスさま。同
おな

じよう

にわたしにも、『安
あん

心
しん

しなさい』と呼
よ

びか

けて、心
こころ

の嵐
あらし

を静
しず

め

てください。

2月6日（火）	 マタイ15章
しょう

18節
せつ

口
くち

から出
で

て来
く

るものは心
こころ

から

　心
こころ

にあるものが、口
くち

から出
で

てきま

す。そして人
ひと

を傷
きず

つけたり、悲
かな

しい思
おも

いにさせてしまいます。友
とも

だちを励
はげ

ま

し、慰
なぐ

める言
こと

葉
ば

を話
はな

せる

ように、わたしの心
こころ

を清
きよ

めて、良
よ

い言
こと

葉
ば

であふれ

させてください。

2月7日（水）	 マタイ16章
しょう

15節
せつ

あなたはわたしを何
なに

者
もの

だと言
い

うか

　「あなたはわたしを誰
だれ

だと言
い

うか」

とあなたは聞
き

かれます。多
おお

くの人
ひと

がイ

エスさまについて、あれこれ語
かた

って

も、ただ「あなたはわたしの救
すく

い主
ぬし

」

と答
こた

えることがで

きるように助
たす

けて

ください。

2月8日（木）	 マタイ17章
しょう

5節
せつ

これに聞
き

け

　父
ちち

なる神
かみ

さまに愛
あい

されている、独
ひと

り

子
こ

なるイエスさま。あなたの言
い

われる

ことを聞
き

き、それに従
したが

って生
い

きること

ができるよう

に、素
す

直
なお

な心
こころ

を与
あた

えてくだ

さい。

2月9日（金）	 マタイ18章
しょう

4節
せつ

子
こ

供
ども

のようになる人
ひと

が

　天
てん

国
ごく

は子
こ

供
ども

たちのものだとイエス

さまは約
やく

束
そく

されました。わたしがいつ

までも子
こ

供
ども

のように素
す

直
なお

な心
こころ

で、あな

たを信
しん

じつ

づけること

ができます

ように。

2月10日（土）	 マタイ18章
しょう

14節
せつ

一
ひと

人
り

でも滅
ほろ

びることは

　人
ひと

からはどうでもいいと思
おも

われる

人
ひと

も、神
かみ

さまにとっては、とても大
たい

切
せつ

な人
ひと

だと教
おし

えてくださいました。たっ

た一
ひと

人
り

が滅
ほろ

びることも、お許
ゆる

しになら

ないあなたの愛
あい

で、今
き ょ う

日も小
ちい

さなわた

しをお守
まも

りください。
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2月12日（月）	 マタイ18章
しょう

20節
せつ

わたしもその中
なか

にいる

　どんなに小
ちい

さな集
あつ

まりにも、イエス

さまを中
ちゅうしん

心に集
あつ

まるとき、そこにあ

なたは一
いっ

緒
しょ

にいると約
やく

束
そく

してくださ

いました。イエスさ

ま、今
き ょ う

日も小
ちい

さなわ

たしと共
とも

にいてくだ

さい。

2月13日（火）	 マタイ19章
しょう

21節
せつ

天
てん

に富
とみ

を積
つ

むことに

　神
かみ

さま、わたしが、もっと欲
ほ

しい、

もっと欲
ほ

しいと思
おも

う心
こころ

に捕
とら

らえられ

て、一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

なものを失
うし

うことがない

ように、心
こころ

を天
てん

に向
む

けていくことが

できるように

助
たす

けてくださ

い。

2月14日（水）	 マタイ19章
しょう

30節
せつ

先
さき

にいる多
おお

くの者
もの

が後
あと

になり

　自
じ

分
ぶん

が一
いち

番
ばん

だと思
おも

っていたら、いつ

の間
ま

にか抜
ぬ

かされてしまうことがあ

ります。イエスさまを信
しん

じて歩
あゆ

む道
みち

で

も、遅
おく

れをとることがないように、最
さい

後
ご

までがんばる力
ちから

を与
あた

えてください。

2月15日（木）	 マタイ20章
しょう

28節
せつ

仕
つか

えられるためではなく

　わたしが生
い

きるために、ご自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を献
ささ

げてくださった、あなたの愛
あい

を

感
かん

謝
しゃ

します。仕
つか

え

るために来
き

てくだ

さった、イエスさ

まに倣
なら

う子
こ

供
ども

とし

てください。

2月16日（金）	 マタイ21章
しょう

3節
せつ

主
しゅ

がお入
い

り用
よう

なのです

　小
ちい

さな子
こ

ロバさえお使
つか

いになった

イエスさま。わたしもあなたのお役
やく

に

立
た

つ子
こ

供
ども

として、今
き ょ う

日も、あなたの働
はたら

きをするた

めにお使
つか

い

ください。

2月17日（土）	 マタイ21章
しょう

13節
せつ

わたしの家
いえ

は祈
いの

りの家
いえ

と呼
よ

ばれる

　イエスさま、わたしが心
こころ

から神
かみ

さ

まに祈
いの

ること

ができるよう

に、わたしの

心
こころ

にあなたが

住
す

んで、清
きよ

め

てください。
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2月19日（月）	 マタイ21章
しょう

16節
せつ

幼
おさなご

子や乳
ち

飲
の

み子
ご

の口
くち

に賛
さん

美
び

を

　小
こ

鳥
とり

や虫
むし

たちも神
かみ

さまを喜
よろこ

び、草
くさ

花
ばな

も神
かみ

さまを賛
さん

美
び

してい

ます。それに負
ま

けない

ように、小
ちい

さなわたし

たちも、神
かみ

さまに感
かん

謝
しゃ

し、賛
さん

美
び

することがで

きますように。

2月20日（火）	 マタイ22章
しょう

21節
せつ

神
かみ

のものは神
かみ

に返
かえ

しなさい

　ローマのコインには皇
こう

帝
てい

の像
ぞう

と銘
めい

（言
こと

葉
ば

）が記
しる

されていました。そのよ

うに『神
かみ

の像
ぞう

』として造
つく

られたわたし

たちも、与
あた

えられたものを用
もち

いて、神
かみ

さまのために生
い

き

る者
もの

となりますよ

うに。

2月21日（水）	 マタイ22章
しょう

32節
せつ

生
い

きている者
もの

の神
かみ

　わたしたちに命
いのち

を与
あた

え、生
い

かしてく

ださる神
かみ

さま。あなたこそわたしの

命
いのち

を支
ささ

え、強
つよ

くしてくださる方
かた

です。

今
き ょ う

日もあなたの命
いのち

に生
い

かされて、元
げん

気
き

に生
い

きる子
こ

供
ども

とし

てください。

2月22日（木）	 マタイ22章
しょう

39節
せつ

隣
りん

人
じん

を自
じ

分
ぶん

のように愛
あい

しなさい

　自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を大
たい

切
せつ

にするように、友
とも

だ

ちをも大
たい

切
せつ

にする心
こころ

を与
あた

えてくださ

い。自
じ

分
ぶん

のことばかりではなく、その

人
ひと

の気
き

持
も

ちになって考
かんが

えたり、してあ

げようとする優
やさ

しい

心
こころ

が与
あた

えられますよ

うに。

2月23日（金）	 マタイ23章
しょう

26節
せつ

 杯
さかずき

の内
うち

側
がわ

をきれいにせよ

　外
そと

側
がわ

ばかりを気
き

にして、心
こころ

の内
うち

側
がわ

を

忘
わす

れることがありませんように。心
こころ

の

内
うち

側
がわ

がきれいに

されることに、

思
おも

いを向
む

けてい

くことができま

すように。

2月24日（土）	 マタイ24章
しょう

35節
せつ

わたしの言
こと

葉
ば

は決
けっ

して滅
ほろ

びない

　やがては滅
ほろ

びる「この世
よ

」のことに

心
こころ

を向
む

けることなく、いつまでも変
か

わらないイエスさ

まの言
こと

葉
ば

を心
こころ

に刻
きざ

み、それに従
したが

って

生
い

きることができ

ますように。
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2月26日（月）	 マタイ24章
しょう

42節
せつ

目
め

を覚
さ

ましていなさい

　イエスさまへの思
おも

いが眠
ねむ

りこけて、

あなたを忘
わす

れてしまうことがありま

す。あなたから離
はな

れてしまうことがな

いように、いつ

も心
こころ

の目
め

を覚
さ

ま

していることが

できますように。

2月27日（火）	 マタイ25章
しょう

21節
せつ

忠
ちゅうじつ

実な良
よ

い僕
しもべ

だ。よくやった

　わたしのご主
しゅ

人
じん

であるイエスさま。

あなたに喜
よろこ

んでいただける毎
まい

日
にち

をす

ごすことがで

きるように、

今
き ょ う

日も導
みちび

き、

助
たす

けてくださ

い。

2月28日（水）	 マタイ25章
しょう

40節
せつ

わたしにしてくれたこと

　どんな人
ひと

にしたことも、イエスさま

にしたことだと、あなたは言
い

ってくだ

さいます。その人
ひと

から喜
よろこ

ばれなかった

としても、あなたが喜
よろこ

んでくださると

信
しん

じて、今
き ょ う

日も自
じ

分
ぶん

のすべきことに熱
ねっ

心
しん

に励
はげ

むことができますように。

3月1日（木）	 マタイ26章
しょう

34節
せつ

三
さん

度
ど

わたしを知
し

らないと言
い

う

　やがて自
じ

分
ぶん

を裏
うら

切
ぎ

る弟
で

子
し

たちをも、

愛
あい

してくださったイエスさま。どこま

でも弱
よわ

い弟
で

子
し

たちを赦
ゆる

し、愛
あい

してくだ

さったあなたが、弱
よわ

いわたしをも赦
ゆる

し、愛
あい

してくだ

さることを感
かん

謝
しゃ

します。

3月2日（金）	 マタイ26章
しょう

39節
せつ

御
みこころ

心のままに

　わたしたちの救
すく

いのために、ご自
じ

分
ぶん

の思
おも

いも命
いのち

も捨
す

ててくださったイエ

スさま。あなたが父
ちち

なる神
かみ

さまの御
みこころ

心

に従
したが

われたように、

わたしたちもあなた

に従
したが

う心
こころ

を与
あた

えてく

ださい。

3月3日（土）	 マタイ26章
しょう

41節
せつ

目
め

を覚
さ

まして祈
いの

っていなさい

　心
こころ

が眠
ねむ

りこけて、神
かみ

さまから離
はな

れて

しまうことがありま

す。心
こころ

が目
め

覚
ざ

めてい

るために、いつもあ

なたに祈
いの

りつづけて

いけますように。
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3月5日（月）	 マタイ26章
しょう

64節
せつ

天
てん

の雲
くも

に乗
の

って来
く

るのを見
み

る

　イエスさま、あなたはやがて天
てん

の雲
くも

に乗
の

って、わたしたちを裁
さば

くために来
こ

られます。そのとき、天
てん

国
ごく

に迎
むか

え入
い

れ

ていただけるように、今
き ょ う

日もあなたの

恵
めぐ

みの中
なか

を歩
あゆ

ん

でいけるように、

お守
まも

りください。

3月6日（火）	 マタイ26章
しょう

75節
せつ

イエスの言
こと

葉
ば

を思
おも

い出
だ

した

　イエスさま、あなたは、裏
うら

切
ぎ

ったペ

トロさえ赦
ゆる

してくだ

さいました。罪
つみ

を犯
おか

してもあなたに立
た

ち

戻
もど

れるよう、あなた

のみ言
こと

葉
ば

をお与
あた

えく

ださい。

3月7日（水）	 マタイ27章
しょう

17節
せつ

バラバ・イエスか、それとも

　バラバの身
み

代
が

わりとなって、死
し

んで

くださったイエスさま。わたしのため

にも、代
か

わりに死
し

んでくださった恵
めぐ

み

を感
かん

謝
しゃ

します。

3月8日（木）	 マタイ27章
しょう

23節
せつ

十
じ ゅ う じ か

字架につけろ

　イエスさま、あなたがわたしの身
み

代
が

わりとなって、わたしのために、十
じゅうじ

字

架
か

にかかってくださったことを感
かん

謝
しゃ

します。あなたを

十
じゅうじ

字架
か

につけた、

わたしの罪
つみ

をお赦
ゆる

しください。

3月9日（金）	 マタイ27章
しょう

46節
せつ

なぜわたしをお見
み

捨
す

てになったか

　イエスさま、あなたは十
じゅうじ

字架
か

の上
うえ

で、わたしの罪
つみ

の裁
さば

きと罰
ばつ

のすべてを

うけてくださいました。どれほど苦
くる

し

かったことでしょうか。わたしの代
か

わ

りに、呪
のろ

いを受
う

けてくださったイエス

さまによって、救
すく

われたことを心
こころ

から

感
かん

謝
しゃ

いたします。

3月10日（土）	 マタイ27章
しょう

54節
せつ

本
ほん

当
とう

にこの人
ひと

は神
かみ

の子
こ

だった

　十
じゅうじ

字架
か

にかかられたイエスさまを

見
み

ていた百
ひゃくにん

人隊
たいちょう

長も、『神
かみ

の子
こ

だった』

と言
い

いました。わたし

たちもイエスさまを、

『神
かみ

の子
こ

、救
すく

い主
ぬし

』と信
しん

じることができますよ

うに。
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3月12日（月）	 マタイ28章
しょう

6節
せつ

あの方
かた

はここにはおられない

　イエスさまはどこにいってしまっ

たかと、おられない場
ば

所
しょ

であなたをさ

がしてしまいます。復
ふっ

活
かつ

されたイエス

さまが、どこにでも

いてくださることを

信
しん

じていくことがで

きますように。

3月13日（火）	 マタイ28章
しょう

20節
せつ

いつもあなたがたと共
とも

にいる

　イエスさま、いつまでもわたしたち

と共
とも

にいてくださると約
やく

束
そく

してくだ

さいました。そのあなたが、どんなと

きにも一
いっ

緒
しょ

におられることを信
しん

じて、

いつまでもあなたと共
とも

にいることが

できますよう

に。

3月14日（水）	 ヨハネ4章
しょう

14節
せつ

わたしが与
あた

える水
みず

は渇
かわ

かない

　イエスさま、あなたがくださる水
みず

は、渇
かわ

かないと約
やく

束
そく

してくださいまし

た。心
こころ

が渇
かわ

くことがないように、あ

なたの水
みず

を与
あた

えて、

心
こころ

をあなたの水
みず

で

満
み

たし、うるおし

てください。

3月15日（木）	 ヨハネ6章
しょう

35節
せつ

わたしは命
いのち

のパンである

　わたしを生
い

かし、養
やしな

う、命
いのち

のパンで

ある、イエスさま。わたしがお腹
なか

をす

かせたり、ひもじい思
おも

いをすること

がないように、水
みず

を

強
つよ

めるあなたのパン

を、今
き ょ う

日も豊
ゆた

かにお

与
あた

えください。

3月16日（金）	 ヨハネ8章
しょう

12節
せつ

わたしは世
よ

の光
ひかり

である

　世
よ

の光
ひかり

であるイエスさま、わたしが

暗
くら

闇
やみ

の中
なか

で道
みち

を間
ま

違
ちが

うことがないよ

うに、歩
あゆ

むべき道
みち

を照
て

ら

してください。水
みず

を明
あか

る

くして、元
げん

気
き

に生
い

きる

ように助
たす

けてください。

3月17日（土）	 ヨハネ10章
しょう

11節
せつ

わたしは良
よ

い羊
ひつじか

飼いである

　小
ちい

さな羊
ひつじ

を導
みちび

いてくださるイエス

さま。わたしが迷
まい

子
ご

にならないように

お守
まも

りください。傷
きず

ついて倒
たお

れるこ

とがないように、

お支
ささ

えください。
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3月19日（月）	 ヨハネ11章
しょう

25節
せつ

わたしは復
ふっ

活
かつ

であり、命
いのち

である

　命
いのち

の源
みなもと

であるイエスさま、わたしが

死
し

んで終
お

わりになることがないよう

に、わたしのために復
ふっ

活
かつ

してくださっ

たことを感
かん

謝
しゃ

します。これからもわた

し の 命
いのち

と

な っ て く

ださい。

3月20日（火）	 ヨハネ12章
しょう

24節
せつ

死
し

ねば、多
おお

くの実
み

を結
むす

ぶ

　わたしたちが生
い

きるために、一
ひと

粒
つぶ

の

麦
むぎ

となってくださったイエスさま。あ

なたによって、わたしたちは天
てん

国
ごく

の命
いのち

に生
い

きるようにして

いただけました。わ

たしも実
み

を結
むす

ぶ人
ひと

と

なりますように。

3月21日（水）	 ヨハネ12章
しょう

36節
せつ

 光
ひかり

のあるうちに光
ひかり

を信
しん

じなさい

　世
よ

の光
ひかり

であるイエスさま、あなたが

わたしの進
すす

むべき道
みち

を照
て

らし、心
こころ

を明
あか

るく輝
かがや

かせてください。あなたの恵
めぐ

み

の光
ひかり

の中
なか

を歩
あゆ

んでいけますように。

3月22日（木）	 ヨハネ13章
しょう

34節
せつ

互
たが

いに愛
あい

し合
あ

いなさい

　豊
ゆた

かな愛
あい

で愛
あい

してくださるイエス

さま。あなたに愛
あい

されていることを覚
おぼ

えて、わたしたちも互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う者
もの

とされ

ていきますよう、あな

たの愛
あい

でいよいよ満
み

た

してください。

3月23日（金）	 ヨハネ14章
しょう

6節
せつ

わたしは道
みち

、真
しん

理
り

、命
いのち

である

　命
いのち

なるイエスさま、あなたの真
しん

理
り

の

道
みち

を、これからもまっ

すぐに歩
ある

き続
つづ

けて、

あなたのまことの命
いのち

にあずかることがで

きるように、これか

らもお導
みちび

きください。

3月24日（土）	 ヨハネ14章
しょう

18節
せつ

みなしごにはしておかない

　いつまでも共
とも

にいると約
やく

束
そく

してく

ださったイエスさ

ま。わたしが、ひ

とりぼっちになら

ないように、これ

からもお守
まも

りくだ

さい。
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3月26日（月）	 ヨハネ15章
しょう

5節
せつ

その人
ひと

は豊
ゆた

かに実
み

を結
むす

ぶ

　ぶどうの木
き

であるイエスさま。枝
えだ

で

あるわたしたちが、あなたにしっかり

とつながりつづ

けて、豊
ゆた

かな実
み

を結
むす

ぶことがで

きるように、お

守
まも

りください。

3月27日（火）	 ヨハネ15章
しょう

16節
せつ

わたしがあなたがたを選
えら

んだ

　イエスさま。わたしを、あなたの恵
めぐ

みの中
なか

に招
まね

き入
いれ

れてくださったこと

を感
かん

謝
しゃ

します。これからもあなたから

離
はな

れることがな

いように、小
ちい

さ

なわたしをお守
まも

りください。

3月28日（水）	 ヨハネ16章
しょう

33節
せつ

わたしはすでに世
よ

に勝
か

っている

　イエスさま。悪
あく

魔
ま

の力
ちから

に打
う

ち勝
か

たれ

た力
ちからづよ

強さで、今
き ょ う

日も弱
よわ

いわたしをお守
まも

りください。苦
くる

しい中
なか

でも勇
ゆう

気
き

を与
あた

え、あな

たを頼
たよ

りにしていくこ

とができますように。

3月29日（木）	 ヨハネ17章
しょう

21節
せつ

すべての人
ひと

を一
ひと

つにしてください

　神
かみ

さま、友
とも

だちと仲
なか

良
よ

くなれず、ひ

とりぼっちになることがあります。イ

エスさまが、わたし

たちすべての人
ひと

を一
ひと

つにして、互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなれるように助
たす

けてください。

3月30日（金）	 ヨハネ20章
しょう

19節
せつ

あなたがたに平
へい

和
わ

があるように

　鍵
かぎ

のかかった部
へ

屋
や

の中
なか

にまで入
はい

っ

てきてくださったイエスさま。わたし

の心
こころ

があなたの平
へい

安
あん

で一
いっ

杯
ぱい

になるよ

うに、あなたの

平
へい

和
わ

をお与
あた

えく

ださい。

3月31日（土）	 ヨハネ20章
しょう

27節
せつ

信
しん

じる者
もの

になりなさい

　目
め

には見
み

えなくても、あなたがわた

しを愛
あい

してくださることを、心
こころ

から信
しん

じることができ

ますように。信
しん

じない者
もの

ではな

く、信
しん

じる者
もの

と

してください。
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2007年4～6月カリキュラム（第25号）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの二年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句 対
応
表単 元 の 目 標

4月1日
受難週・進級式

キリストの受難 ルカ23:13－25 使徒2:36b 46
65ピラトによって死刑に定められた主イエス。ここに神の御業を見る。

4月8日
イースター

復活のキリスト ルカ24:36－49 コリント一15:14

主はよみがえられた。復活され、平和を告げる主イエスの御姿を仰ごう。

4月15日
ヨルダン川を渡る ヨシュア3章 ヘブライ13:8

40
主が共にいてくださることが私たちの勇気である。試練と向かい合おう。

4月22日
エリコの攻略 ヨシュア6章 ヘブライ11:1 41

18主が私たちの先に立ち、主がたたかってくださる。勇気をもってたたかおう。

4月29日
ギデオンの精鋭 士師記7章 出エジプト14:13a 47

19数ではなく、人間の力でもない。主が勝利を与えてくださることを知ろう。

5月6日
サムソン 士師記16章 イザヤ55:9 49、50

20愚かなサムソンを主が用いられる。主の不思議な御業を仰ごう。

5月13日
母の日

ナオミとルツ ルツ記1章 ローマ12:15
51

神は夫と息子を失ったナオミにルツを与えられた。信仰の絆の深さを知ろう。

5月20日
ルツとボアズ ルツ記2章（～4章） ローマ8:28

51
信仰者として生きる異邦の女ルツを主は憐れみたもう。主の憐れみを知ろう。

5月27日
ペンテコステ

新約の教会の誕生 使徒言行録2:1－13 ルカ24:48－49 51
70聖霊が注がれ新約の教会が建てられた。教会のえだとされていることを喜ぼう。

6月3日
ダビデとゴリアト サムエル上17章 サムエル上17:45 56

23主に依り頼む少年ダビデの勝利。主は、素直に信頼する信仰を喜ばれる。

6月10日
花の日

ダビデとヨナタン サムエル上20章 ヨハネ15:12－13 57
26友情、信仰のきずなに結ばれた友だちが与えられることを喜ぼう。

6月17日
父の日

ダビデへの契約 サムエル下7章 サムエル下7:13
59

ダビデ契約。神殿建築を願うダビデを喜び、主はダビデの家を祝福される。

6月24日
ソロモンの神殿建築と祈り 列王記上8:22－53 列王上8:29a 62

31神殿建築を成し遂げたソロモン。その祈りを通して、信仰の姿勢を学ぼう。

※「対応表」欄の上段は、『教会学校教師指導書（旧約編・新約編）』（日本基督改革派教会大会教
育委員会発行）の該当する単元を示しています。「対応表」欄の下段は、『神の救いの歴史』（日
本基督改革派教会教育委員会発行、1999年）の該当する単元を示しています。
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2007年度 年間カリキュラム
（2007年4月～2008年3月）

二年サイクルの聖書物語（救済史）と教会暦の併用カリキュラム

年・号 月　日 教会暦・行事 主　題 聖　書　箇　所

2007年 ４月１日 受難週・進級式 キリストの受難 ルカ23:13－25

25号 ４月８日 復活祭 復活のキリスト ルカ24:36－49

４月15日 ヨルダン川を渡る ヨシュア3章

４月22日 エリコの攻略 ヨシュア6章

４月29日 ギデオンの精鋭 士師記7章

５月６日 サムソン 士師記16章

５月13日 母の日 ナオミとルツ ルツ記1章

５月20日 ルツとボアズ ルツ記2章（～4章）

５月27日 聖霊降臨祭 新約の教会の誕生 使徒言行録2:1－13

６月３日 ダビデとゴリアト サムエル上17章

６月10日 花の日 ダビデとヨナタン サムエル上20章

６月17日 父の日 ダビデへの契約 サムエル下7章

６月24日 ソロモンの神殿建築と祈り 列王記上8:22－53

26号 ７月１日 王国の分裂 列王記上12章

７月８日 バアルとの対決 列王記上18章

７月15日 残りの者 列王記上19:1－18

７月22日 裁きの預言 エゼキエル6章

７月29日 回復の預言 エゼキエル34章

８月５日 燃え盛る炉 ダニエル3:1－30

８月12日 （平和） ライオンの洞窟 ダニエル6章

８月19日 城壁再建 ネヘミヤ2章

８月26日 主を喜び祝う ネヘミヤ8:1－12

９月２日 役人の息子のいやし ヨハネ4:43－54

９月９日 ベトザタの池でのいやし ヨハネ5:1－18

９月16日 （17敬老の日） 生まれつきの盲人のいやし ヨハネ9:1－12

９月23日 ラザロを生き返らせる ヨハネ11:1－44

９月30日 キリストの十字架 ヨハネ19:28－30
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年・号 月　日 教会暦・行事 主　題（仮題） 聖　書　箇　所

2007年 10月７日 復活の主イエスとペトロ

27号 10月14日 主イエスの昇天

10月21日 聖霊の降臨

10月28日 宗教改革記念日 ペトロの説教①

11月４日 美しの門でのいやし

11月11日 ステファノの殉教

11月18日 サウロの回心

11月25日 アドベント ペトロの説教②

12月２日 アドベント 待降節

12月９日 アドベント 待降節

12月16日 アドベント 待降節

12月23日 クリスマス 降誕祭

12月30日 ペトロの救出

2008年 １月６日 新年 エルサレム会議

28号 １月13日 異邦人への伝道

１月20日 看守の救い

１月27日 エフェソでの告別説教

２月３日 弱さの中で強いパウロ

２月10日
レント
（信教の自由）

競争を走り抜くパウロ

２月17日 喜びへと励ますペトロ

２月24日 レント 天上のキリスト

３月２日 レント 天上の礼拝

３月10日 レント 新しい天と新しい地

３月17日 受難週 受難

３月23日 復活祭 復活

３月30日 再臨待望
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〈執筆者よりひとこと〉

●教案誌を通して、CS 教師は多くの恵みをいた

だいています。力の足りない者の群れですが、働

きに加えられ、感謝しております（坂戸教会教会

学校教師会）。

●新しい年も、子供たちと一緒に神様を礼拝し、

成長していきたいと思います（新座志木教会教会

学校教師会 )。

●奉仕をとおして御言葉の奥深さを味わうことが

でき、感謝です（漆崎春美）。

●一年間、奉仕の機会を与えていただき、ありが

とうございました（赤石めぐみ）。

●読者の皆様、執筆奉仕者、編集同労者すべてに

感謝いたします。力を合わせてお届けする今号に

よって、子どもたちの心に主イエスの福音が豊か

な響きを立てますように（相馬伸郎）。

●教育基本法が「改正」されつつあります。学校

での先生方、子供たちの信仰が保たれるか心配で

す。信仰の戦いのために祈り続けましょう（辻幸

宏）。

〈あとがき〉

●1～3月は、一年の締めくくりの時期です。新

しい学年に向けて、落ち着かぬ思いで過ごすこと

もあるでしょう。新しい学校に進学したり、転校

などもあるかもしれません。別れを味わう時期で

もあります。子どもたちと向かい合うことを大切

にして、一年を締めくくりましょう。日曜学校の

営みに主の祝福が豊かでありますように。

●「いのちのパン」を掲載して、今号で一年にな

ります。今号においては、祈りの言葉で執筆して

くださいました。御言葉に養われ、祈りの言葉を

つむぐ。その日々の営みが祝福されるよう祈りま

す。この場を借りて、「いのちのパン」を一年間

執筆してくださった三川栄二教師に感謝申し上げ

ます。

●次号は、救済史（聖書物語）に基づく二年サイ

クルカリキュラムの二年目に入ります。成人科は、

吉田隆教師による「善き生活」についての学びを

予定しています。いのちのパン（子ども聖書日課）

はカテキズムに基づいた聖書日課を検討中です。

新しい年度を期待して迎えたいと願っています。

●学校でのいじめ問題が、教育基本法改正案の審

議のなかでとりあげられています。個別の「いじ

め」への対処が論議されている裏側で、国家規模

でのいじめの構造が「改正案」に盛り込まれてい

ます。いじめている側がいじめに気づかない（そ

れを悪いとは思わない）状況にあります。さらに

深刻なのは、教会がいじめられていることに気づ

かないことです。そこに現れているのは、教会の

語る言葉の問題と、教会の立ち位置の問題です。

教会がキリストの主権に服することをすべての

人々に招くこと、言い換えれば、神の御前に悔い

改めることを叫ぶことがないのであれば、「いじ

め」に遭うこともありません。教会が、日の丸、

君が代の強制と戦っている少数者の側に立つこと

がなければ、教会は、世俗の権力側、支配勢力の

側に立っているということになります。今こそ、

教会は福音に堅く立つときです。また、日曜学校

が、いじめを解決する可能性に満ちている場であ

ることを信じます。教会をあげて、この業に取り

組んでまいりましょう。

●弊誌の発行は、教会と個人からの自由募金なし

には成り立ちません。対外献金先を祈られるとき、

弊誌のことも思い出してくださいませ。

〈購読の申し込み〉

　『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。別

冊『子どもカテキズム』（300円）、バックナンバー

もあります（品切れの号もあり）。第2～16号は

一部500円で販売しています。副読本のご注文も

お待ちしています。

　　名古屋岩の上伝道所　相馬伸郎まで

　　　〒458-0021名古屋市緑区滝の水2-2012

						　　		Tel/Fax.	052-895-6701
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まえがき

　鈴木牧雄（湘南恩寵伝道所協力牧師）

巻頭説教

　長谷川潤（四日市教会牧師）

教会学校・日曜学校訪問

　上福岡教会教会学校教師会

教師会の学びのために

　木下裕也（名古屋教会牧師）

教師の声

　吉住早苗（豊明教会日曜学校教師）

聖書研究

　小野静雄（多治見教会牧師）

　吉岡契典（仙台カナン教会牧師）

　岩崎謙（神港教会牧師）

　宮武輝彦（芸陽教会牧師）

　宮崎彌男（筑波みことば伝道所宣教教師）

　長谷川潤（四日市教会牧師）

説教展開例

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　望月信（高蔵寺教会牧師）

　坂井孝宏（熊本伝道所宣教教師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　石原知弘（北神戸キリスト伝道所宣教教師）

　辻幸宏（大垣伝道所協力牧師）

分級展開例

　幼稚科

    坂戸教会教会学校教師会

　小学科下級

    新座志木教会教会学校教師会

　小学科上級

    漆崎春美（金沢伝道所日曜学校教師）

　中学科

    赤石めぐみ（西神伝道所日曜学校教師）

　成人科

    石丸新（東関東中会引退教師）

いのちのパン（子ども聖書日課）

　三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

　吉田櫻子（稲毛海岸教会日曜学校教師）

表紙イラスト

　坂野知子（松戸小金原教会日曜学校教師）

本文イラスト

　新海敬造（名古屋岩の上伝道所）

　吉田櫻子（稲毛海岸教会日曜学校教師）
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☆ 編 集 部 ☆
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